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午前10時00分 開議 

○井戸達也委員長 おはようございます。本日の

出席委員は15名で、全委員が出席しております。 

 ただいまから本日の委員会を開きます。 

 それでは早速、本日の日程であります。 

 一般会計の歳出のうち、土木費、教育費及びそ

の特定財源に関する歳入の細部質疑に入ります。 

質問者、挙手を願います。 

 田島委員。 

○田島央一委員 それでは、私のほうからは公共

施設長寿命化対策についてお伺いしたいと思いま

す。 

 まず新規事業なのですが、公共施設耐震化検討
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事業についてなのですが、我が会派の代表質問の

答弁で、平成29年度中において、公共施設耐震化

検討事業を実施することとし、この事業におい

て、耐震性が不足する施設について、今後どのよ

うにして耐震化を図っていくか、手法の検討を行

いたいと答弁のほうで述べられております。耐震

化検討事業ということで、多分外注して、さまざ

まなシミュレーションをした結果を踏まえるな

ど、総合的な検討となるかと思いますが、結果の

公表はいつごろを想定しているのか、お伺いした

いと思います。 

○小原功建築課長 今後の事業スケジュールにつ

いてでございますけれども、４月に業務委託の発

注を行い、年度内に取りまとめを行いたいと考え

ております。 

○田島央一委員 年度内ということで、年内で取

りまとめて、次の予算に向けて反映していくとい

うような状況ではなくて、来年３月までに取りま

とめるという認識でいいのか。確認ですがお伺い

します。 

○小原功建築課長 今回の事業につきましては、

五つの施設をさまざまな角度から検討するという

ことがございますので、３月いっぱいまでかかる

と今のところ予定をしております。 

○田島央一委員 承知をしました。 

 あと、我が会派の代表質問でも触れましたが、

国の動きとして、市町村役場機能の緊急保全事業

が創設される方針で、その財政措置の活用も視野

に入れると、事業年度が平成29年度から平成32年

度までの４カ年となっておりますので、この財政

措置を活用する可能性があるなら、遅くとも平成

32年度に事業採択されるようなスピード感を持っ

て、対応していかなければならないと考えます

が、このような視点を持って取り組んでいくの

か。 

 その認識をお伺いしたいと思います。 

○小原功建築課長 検討に当たりましては、想定

される工事の方法や、それらのコスト、またそう

いった補助制度を財源措置等の期限分を考慮した

中で検討していきたいと考えております。 

○田島央一委員 承知しました。 

 スピード感を持って対応しなければならない部

分も多分にありますので、その点を持って取り組

んでいただければと思います。 

次に、中学校情報教育推進事業のほうをお伺い

していきますが、まずは、新規の中学校情報教育

推進事業ＩＣＴ教育環境整備の点なのですが、各

中学校の普通教室に実物投影機と大型テレビを配

置するとありますが、こういった器材の整備につ

いて、学校側から希望が以前からあったのか。所

見をお伺いしたいと思います。 

○林幸一管理課長 今回整備いたします実物投影

機と大型テレビにつきましては、わかりやすい事

業を行うためのツールとして、最近、全国的に導

入されてきており、本年度は市内の小学校に導入

したところでございます。市内校の公開研究会な

どで小学校での活用など、中学校の先生が実際見

る機会がふえ、中学校においても、わかりやすい

事業への活用が図れるとの声が多く、導入の要望

があったところでございます。 

小学校での活用状況から、日常的に授業で活用

することで、より効果を発揮できる普通教室への

常設を希望する声を受けての整備ということでご

ざいます。 

○田島央一委員 確認なのですが、実物投影機っ

ていうイメージとして、昔、私たち習っていたと

きＯＨＰって多分あったと思うのですけれども、

それと同じようなものなのか。ちょっと確認なの

ですが、お伺いします。 

○林幸一管理課長 イメージといたしましては昔

のＯＨＰのデジタル版というイメージになろうか

と思います。実物投影機と大型テレビをつない

で、大型テレビモニターで写したものを映し出す

と。大きくテレビに映し出すということでありま

す。 

○田島央一委員 もう一つ確認なのですが、大型

テレビとはどの程度のものなのか。何インチだと

か、規格、もしわかっているならお知らせいただ

ければと思います。 

○林幸一管理課長 小学校に導入したものが、50

インチの大型テレビでございまして、中学校にも

同型のものを導入を考えているところでございま

す。 

○田島央一委員 小学校のほうに既に導入されも

のと同様ということで、小学校のほうでの活用策

のほうも、先ほどちょっと触れられていました。 

 もう１点ちょっと確認したいのですが、今回の

機材整備で高等教育機関と連携して遠隔事業とい

うことがきるようなものなのか、その点の確認を

したいのですが。 
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○林幸一管理課長 今回整備する大型モニターに

つきましては、遠隔操作の設定はしていないとこ

ろでございます。 

○田島央一委員 承知をしました。 

 小規模校だったりだとか、そういうところの

ニーズがあるところもあるので、今回はそういう

形にはなってないということで承知をしました。 

 あともう１点確認なのですが、契約において、

機材を購入するという形になるのか、リース契約

というような形になるのか。その点もお伺いしま

す。 

○林幸一管理課長 こちらの機材は、ふるさと寄

附金を活用しての事業となります。実際に入札を

かけての、購入する形となります。 

○田島央一委員 承知しました。 

 最後に、教職員向けの機材を活用して、授業を

やるための研修なんかも既に終えているという認

識でよろしいのでしょうか。 

○林幸一管理課長 本年度、小学校へのＩＣＴ機

器の導入に際しまして、小学校の教職員に対する

研修を実施しておりますけれども、中学校教員に

関しましても、その活用例などを含めた、研修の

実施を考えているところでございます。 

○田島央一委員 承知をしました。 

 昔のＯＨＰのイメージと、大画面だからそんな

に難しいことではないのかなと思いますが、確認

のためということで質問させていただきました。 

次に、中学校タブレットパソコン整備事業につ

いてお伺いしていきますが、既に各校に順次整備

してきている継続の事業でありますが、今回どの

中学校に整備というか、導入するような形になる

のか、お伺いしたいと思います。 

○林幸一管理課長 中学校のタブレットパソコン

に関しましては、既に設置が全中学校には終わっ

ておりまして、こちらはパソコン教室でのタブ

レットパソコン。デスクトップ型を整備していた

のを更新するときにタブレットパソコン整備した

ということでございまして、予算に関しまして

は、購入に際する資金を備荒資金組合というとこ

ろから、資金調達しておりますので、そちらへの

償還分という予算の内容となっております。 

○田島央一委員 承知をしました。あとこれ、主

要事業調書の中に触れられているのですが、無線

ＬＡＮの環境整備というところも触れられている

のですが、そうすると無線ＬＡＮの環境整備とい

うのは既にもう終わっているということの認識で

よろしいでしょうか。 

○林幸一管理課長 実際やパソコン教室にタブ

レットパソコン整備した際に、一緒に無線ＬＡＮ

の工事を終えているところでございます。 

○田島央一委員 承知をしました。 

もう一つ確認なのですが、この無線ＬＡＮは、

そうするとそのパソコンの教室の中で使える分の

容量という認識でよろしいでしょうか。 

○林幸一管理課長 そのとおりでございます。 

○田島央一委員 あともう１点、無線ＬＡＮのほ

うについて確認をしたいのですが、運用面で、こ

れまで問題があったとか、そういったことがある

のかなと思って確認なのですが、例えば、子供た

ちの最近ゲーム機は無線ＬＡＮとかＷｉ－Ｆｉの

規格に沿ったような形でゲームをつないで遊ぶみ

たいなのがよくあって、無線ＬＡＮが使えるよう

なところにゲームセンターみたいな形で、子供た

ちがゲーム機を持ってやっているような光景も、

小学生なんかはよく見かけるのですけれども。 

中学校では、そういった事例はないと思うので

すが、その辺の運用をどのようにしているのかと

いうのと、問題点、もし何かあったら教えていた

だければと思うのですが。 

○林幸一管理課長 タブレットパソコンの使用に

関しましては、使用する教職員からの注意で、そ

ういったことはないということで、これまでもそ

ういった事例は聞いてはおりません。 

○田島央一委員 承知をしました。 

 そういったことはないということでひとつ安心

したところでもありますが、あとちょっと所管が

違うかもしれませんが、災害時などに中学避難場

所となる場合が想定されますが、避難時に、学校

無線ＬＡＮが、例えば一般でも使えるような、例

えばそういう取り決めになっていたりとか、災害

時に限ってそういうふうにするだとか、そういう

決めというか、ルールづくりみたいなのはされて

いるのでしょうか。 

○林幸一管理課長 タブレットパソコンの整備に

際しましては、そういった災害時の関係はちょっ

と想定してはおりませんでした。学校教育でのパ

ソコン教育の推進ということでの整備ですので、

今、そういったときに使えるかどうかということ

は、ちょっと所管課も違うということもございま

すので、学校教育ではちょっと想定していないと
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いうことでございます。 

○田島央一委員 総務部長はいらっしゃいますよ

ね。何かそういう観点から、何か検討だとか、防

災の観点から、そういったことって考えていられ

るのでしょうか。 

○岩尾弘敏総務課長 災害時については、28年で

Ｗｉ－Ｆｉのポータブルのものを整備しておりま

す。それでの光回線だとか、ルーターと接続をし

て、災害にＷｉ－Ｆｉが使えるという状態を、今

想定をして整備をしております。 

○田島央一委員 承知をしました。 

 防災の話になってしまうので、また、これは決

算の委員会だとかそういったところでまた議論を

してきたいなと思います。 

最後の質問になりますが、先ほど触れた中学校

の情報教育推進事業で、整備する大型テレビ等と

タブレットパソコンが連動して使うような授業と

いうのは想定はされているのでしょうか。 

 事業が別なのですけれども、大型テレビとパソ

コン、タブレットパソコン連動するような形での

授業という展開は、今の時点であるのか。それと

も今後の検討課題となっているのか、その点お伺

いしたいと。 

○林幸一管理課長 今回整備いたします実物投影

機と大型テレビは、各普通教室に設置し、日々の

授業の中で活用するということでございます。一

方、タブレットパソコンは、コンピューター教室

での活用でありますことから、直接の連動はあり

ませんけれども、タブレットと大型テレビの活用

は物理的には可能であるとありますことから、タ

ブレットの利用状況も見て、いろいろな研究をし

ていくことになると考えているところでございま

す。 

○田島央一委員 承知をしました。 

今すぐということではないですが、今後の検討

ということで、その可能性があるということの確

認がとれればよかったかなと思います。 

 以上で私の質問を終わります。 

○井戸達也委員長 次、小田部委員。 

○小田部照委員 早速質問に入らせていただきま

す。 

まず、体育施設の環境整備、新規2,970万円の

事業がありますが、これはいつごろ完成予定なの

か、詳しい概要を説明いただきたいと思います。 

○大西広幸スポーツ課長 体育施設の整備事業の

内容についてでございますが、一つは、総合体育

館環境整備事業としまして、障がい者の方々が利

用しやすい設備とするため、総合体育館内のシャ

ワー室、男子シャワー室を改修しまして、多目的

トイレを設置するもの。また、フットサルの使用

につきまして、競技団体から要望が多数あります

ことから、総合体育館アリーナで、フットサルの

大会を開催できるよう、改修するものでありま

す。 

整備の内容としましては、壁面に設置されてい

る使用していない電光掲示板の撤去。アリーナ内

のガラス面の防護柵の設置、あと他コートへボー

ルの進入を防ぐためのネットの購入、フットサル

ゴールの購入となっております。 

また、もう１点としまして、スポーツトレーニ

ングフィールド環境整備事業としまして、スポー

ツトレーニングフィールド内のトイレにつきまし

ての洋式化を行うものであります。現在24カ所、

和式トイレがございますが、そのうち12カ所のト

イレを洋式化しようとするものであります。 

 またこの事業の実施の完成予定でございます

が、年度当初から取りかかりまして、シーズン早

いうちに終了させたいと考えているところであり

ます。 

○小田部照委員 わかりました。フットサルの大

会の誘致ということで、サッカー関係者やファン

にとっては待望のことだと思いますが、これはど

んな大会の誘致活動に取り組んでいくのか伺いま

す。 

○大西広幸スポーツ課長 フットサル大会の誘致

についてでございますが、総合体育館の環境が整

えました時点で、サッカー協会等に御協力いただ

きまして、各種フットサル大会の誘致を行いまし

て、大会実施に向けて積極的に取り組んでまいり

たいと思っております。 

また、昨年秋に実施していただきましたエスポ

ラーデにおりますフットサルのクリニックにつき

ましても、本年度の継続実施につきまして要請し

てまいりたいと考えております。 

○小田部照委員 わかりました、関係団体とよく

協議をして、行っていただきたいと思います。 

 こういった大会は経済効果もあり、地域の活性

化にもつながりますので、皆様の御努力に大いに

期待しております。 

それでは次に、障がい者スポーツ指導者につい
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て伺います。網走には現在、障がい者スポーツ指

導者の資格を所有している方は何人ぐらいおられ

るのか。またどんな方が持っているのか、お尋ね

いたします。 

○岩本博隆社会教育部次長 当市の宿泊者数につ

きまして、北海道障がい者スポーツ協会に伺った

ところ、中級１名、初級４名が取得しておりま

す。どのような方が取得しているのか、詳しいこ

とについては伺っておりません。 

○小田部照委員 わかりました。日本障がい者ス

ポーツ協会の資格制度の中には、今、答弁にあり

ましたように初級、中級、上級、障がい者スポー

ツコーチ、障がい者スポーツ医、障がい者スポー

ツトレーナーの六つの資格の制度を設けています

が、網走はこれから、こういったどこの資格を目

標に取り組んでいくのか伺います。 

○岩本博隆社会教育部次長 資格につきまして

は、初級、中級の資格取得を目標に考えておりま

す。 

○小田部照委員 わかりました。全ての障がい者

スポーツ指導者の思いは、スポーツの魅力を障が

いのある方全ての人に知ってもらうことであり、

そのパートナーとしての活躍が期待されていま

す。 

 当市の現在24名いるスポーツ推進委員の皆様と

の連携、協力が欠かせないものとなってくると思

いますが、その辺の所見を伺います。 

○岩本博隆社会教育部次長 スポーツ推進委員

は、市教委が委嘱しており、さまざまなスポーツ

事業に参画いただいております。今回の事業につ

きましても、スポーツ推進委員の協力を得ての開

催を計画しております。 

○小田部照委員 わかりました。特に網走では日

体大の開校も控え、障がい者スポーツの理念であ

る、活力ある共生生活の創造が大変重要な目標と

なってくると思われます。 

 一層の努力を期待いたしまして、質問を終わり

ます。 

○井戸達也委員長 古都委員。 

○古都宣裕委員 早速質問に入らせていただきま

す。予算書78ページ。最初に、樋門管理事業につ

いて伺います。 

樋門管理事業、昨年伺いましたところ19名、個

人に委託し、40数カ所を管理していただいている

とのことでしたが、昨年は予想以上、今までにな

いぐらい、台風が三つ直撃など大変な形になりま

した。 

 その上でも樋門管理をお願いして個人の動きが

どうだったのか。 

 また、ベテランの人がやっていただいていると

いう部分もあると思いますけれども、その人たち

の負担があったから助かったのか。また、その一

つの安全面についてはどうだったのか。まず、伺

います。 

○高橋勉土木管理課長 樋門管理事業の関係でご

ざいますが、昨年、皆さん御承知のとおり、８月

から９月にかけて、大雨が繰り返し、大雨に襲わ

れましたけれども、委員御指摘のとおり、樋門管

理につきましては、地域の18名の方に、42の樋門

の管理をお願いしているところであります。 

 昨年の８月９月の関係でございますが、樋門管

理における樋門等の巡回、あるいは、臨時的な操

作、これは、樋門の閉開操作でございますが、８

月９月で延べ16カ所において、42件の報告がござ

いました。 

 樋門の巡回調査につきましては、北海道が作成

しております樋門、樋管の管理に関する要領に基

づいて行われているところでございます。 

 御質問の中に、樋門管理人等の、危険ではな

かったのかという部分でございますが、樋門の管

理人から、後日提出していただいております報告

書の中に、１件、巡回に向かったが、風が強いた

め、引き返したというような内容の報告がござい

ましたが、それ以外は管理人が危険を感じたり、

あるいは混乱したりするような状況にはなかった

と判断しております。 

 今後につきましても、この要領に基づきなが

ら、樋門管理人の安全を最優先しながら、適正な

樋門、樋管の管理に努めていきたいと考えており

ます。 

○古都宣裕委員 まず、１番はやはり樋門管理し

ていただいてる方の安全も第一なのですけれど

も、河川の管理ということから川が氾濫しまう

と、もっと多くの被害が出ることも予想されるこ

とがあることからも、天気等、今、そういった技

術が発達しておりますので、ある程度の予測とい

うのは大きくできるところだと思うので、そう

いった部分も活用しながら、とり行っていただき

たいなと思います。 

 次に、移ります。84ページ、家賃収納向上対策
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事業について伺います。 

 平成28年、伺いましたところ、52万円の予算に

対して執行はゼロだったということだったのです

けれども、本年度は、104万円ついていることに

対して、お伺いいたします。 

○小原功建築課長 まずこの事業の内容でござい

ますけれども、市営住宅使用料を９カ月以上滞納

し、かつ納入に対し誠意が見られない悪質な滞納

者に対し、住宅の明け渡し請求に係る訴訟を提起

するもので、さらに裁判所の明け渡し判決に従わ

ない者に対しては、強制執行を行うものとなって

おります。 

昨年度は１件、52万円を予算計上しておりまし

たが、幸いなことにこの事業を使用することはご

ざいませんでした。 

 今年度につきましては、年度当初より滞納が多

い方に対して、明け渡し予告等を行ってまいりま

したが、以前、今年度は２世帯の方に対しまし

て、現在のところ、訴訟にいくものに該当する方

がおられますので、該当者２世帯分の予算を計上

しているところでございます。 

○古都宣裕委員 差し支えなければ、２件それぞ

れ、どれぐらい滞納しているかという部分をお示

しいただけますでしょうか。 

○小原功建築課長 それぞれ100万円を超えてい

る方になります。 

○古都宣裕委員 金額もさることながら、市営住

宅に住んでいるということは、それなりに収入の

部分もそうですし、いろんな面で御苦労されてい

る部分もあるとは思うのですけれども、やはり公

平化から見ると、家賃を滞納してそのままいらっ

しゃるという部分と悪質なという部分からも、支

払い能力があるにもかかわらず滞納している方だ

と思うので、しっかり対応していっていただきた

いと思います。 

 次に、市営住宅長寿命化修繕事業とありますけ

れども、これはどの市営住宅に当たるのか。また

事業の内容としてはどういったことを行うのか、

まずお伺いいたします。 

○小原功建築課長 改修を行う住宅でございます

けれども、大曲１丁目にございます３－27及び３

－28号棟、各12戸でございます。 

 工事の内容でございますけれども、老朽化した

排水管の取りかえ工事を行うものでございます。 

 これは建築後30年以上経過していることによる

劣化を改善するということでございます。 

○古都宣裕委員 そこでちょっと一つ心配なの

が、排水管の取りかえ、もちろん築30年を超えて

必要だとわかるのですけれども、予算額として

1,920万。それを使った上で今後、数年後にやは

り建てかえますとなったら、この予算自体が無駄

になるのではないかなという心配があるわけです

けれども、これが行うことによって、長寿命化と

して何年延びる考えでいらっしゃるのでしょう

か。 

○小原功建築課長 この事業は国の交付金も活用

した事業でございまして、国の交付金の対象では

回収後10年以上使用するのが要件となっておりま

すこともあり、また、ＲＣづくりの建物でござい

ますので、耐用年数が70年となっております。 

 この耐用年数の２分の１ほどしかまだ経過して

いない段階でございますので、この住宅充当改修

後も、少なくとも10年以上は使用する予定として

おります。 

 また、一度30年間で初めての更新でございます

ので、今回更新を行えば、排水管については、解

体時期までこのまま使用できるのかというふうに

考えております。 

○古都宣裕委員 最大では70年ぐらい使える中、

まだ半分もいっていないということで、しっかり

財産の管理の一つとしてやっていただきたいなと

思います。 

次に、86ページ。児童生徒カウンセリング事業

について伺います。この事業はカウンセリングを

行うということなのですけれども、まず、これは

対象は小学、中学どちらなのか。また両方なの

か。そして、予算額的にも全部の学校に張りつけ

るというのはちょっと無理だと思うので、何人体

制でどのように行い、対象としては、児童のみな

のか。どういった方々まで対象になるかを伺いい

たします。 

○林幸一管理課長 現在、道費派遣のカウンセ

ラー１名によりまして、市内の中学校全校を巡回

してカウンセリングに当たっていただいていると

ころでございます。基本的には、中学校で受ける

カウンセリングと考えているとこでございます

が、要請があれば小学校でのカウンセリングにも

柔軟に対応してまいりたいと考えているところで

す。 

 また、相談する事象等につきましても、相談窓
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口を広く持つということから、特に決めてはおり

ませんので、希望があればどんな内容でも相談に

乗ることで考えているところでございます。 

あわせまして、児童生徒のほかにも、例えば教

職員、それから保護者の方からも相談をしたいと

いう要請があれば、そちらのほうも対応してまい

りたいということで考えております。 

○古都宣裕委員 巡回体制等についてなのですけ

れども、その体制として、図書館司書のように何

カ月もいて回る体制なのか、それとも曜日ごとに

細かく回っていくような体制なのか。どういった

形で配置する予定でしょうか。 

○林幸一管理課長 先ほどもちょっとお話しさせ

ていただきましたが、現在道費派遣のカウンセ

ラー１名による巡回の体制となっております。 

 新年度におきましては、道費カウンセラーの増

員が見込めないということもございまして、市費

での、市負担のカウンセラーによる中学校を基本

とした巡回カウンセリングをと考えているところ

でございまして、巡回の配置につきましては、基

本的には中学校ということで考えておりますが、

カウンセラーには、なるべく同じ方が同じ学校に

足を運ぶことが望ましいと考えているところでご

ざいます。 

巡回の仕方につきましては、現在、道教委とも

協議を進めているところでございます。 

○古都宣裕委員 図書館司書のように、まずはこ

の学校という長期間であると、なかなか自分の場

に回ってこないということもなりかねないので、

相談があるときはそのときに困っているのであっ

て、なるべく早く相談に上がっていただけるよう

な体制であればいいなと思って伺いました。 

 あわせてなのですけれども、その翌ページのい

じめ対策事業について伺います。 

先日、横浜市で起きた300万円ほどを、被災者

で引っ越してきた方が脅しとられて、最初は横浜

市もいじめではないという話をしながらも、途中

で翻したですけれども、いじめというのは、いじ

めという言葉で片づけてはならないと私は思って

おります。 

 といいますのも、100円だろうが1,000円だろう

が何万円であろうが、いじめで脅しとったのでは

なく、脅しとったのであれば、それは恐喝であり

ますし、友達同士でふざけて殴ってけがをしたと

いうことでも、相手が一方的にやられたと思って

やられたのであれば、それは傷害事件があって、

立派な犯罪だと思います。それをいじめという言

葉で簡単に片づけてはいけないのではないかなと

思っておりますけれども、網走市のいじめの基準

としてはどのように認識しているのでしょうか。 

○大西篤学校教育部次長 いじめとは、児童生徒

に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍し

ているなど、当該児童生徒と一定の人的関係のあ

る、他の児童生徒が行う心理的または物理的な影

響を与える行為であって、当該行為の対象となっ

た児童生徒が心身の苦痛を感じているものとされ

ておりまして、当市においても、積極的な認知と

迅速な対応に努めるよう各学校に指導していると

ころでございます。 

○古都宣裕委員 先般、代表質問中でもいじめの

件数について、網走は把握しているというふうに

したところではありますけれども、往々にして、

いろいろな学校とかでも、なるべく校内で済ませ

る、また当事者どうして解決できたものはそのほ

うがいいというのは、それはそのとおりである側

面もあるのかなと想いますけれども、往々にして

それが逆に隠ぺい体質ととられかねないような対

応も散見しますけれども、網走市としてはまずそ

れは、件数としてカウントをした上で、対象に当

たっているということでよろしいでしょうか。そ

れとも、まず小さいものは、まず当人同士の対処

を試みた上で、それでも収集がつかない場合、カ

ウントしているような形になるのでしょうか。 

○大西篤学校教育部次長 当市におきましては、

北海道教育委員会が実施する年２回のいじめアン

ケートにより、いじめの状況や各学校の取り組み

状況の把握に努めているところでございます。 

今年度11月に実施したいじめアンケートにおい

ては、小学校で６件、中学校で17件のいじめを認

知したところでございます。その内容は、悪口や

嫌なこと言われるが最も多く、次に無視をされる

というような内容になっております。 

各学校においては、積極的な認知に努め、その

認知したいじめについては、児童生徒の聞き取り

や、保護者への連絡、いじめた側への指導を行

い、解消を図っております。 

また、その後も、児童生徒のみとりや、面談を

通して、再発防止に努めているところでございま

す。 

○古都宣裕委員 現在、機械化も進み、小中学生
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でも携帯電話を持っていたり、ネットの中でもな

かなか見えづらい場面ではありますけれども、そ

ういった部分で悪口を言っていたり、そういった

部分なかなか見えないいじめというのも確実に存

在します。 

 そういった部分本人が見たとき、傷ついてし

まったり、また、幼少のときからこそ、なかな

か、簡単な悪口のつもりでも、インターネットの

世界などでは、簡単に死ねだとか、そういった殺

してやるというような言葉も目にすることも、最

近では少なくありません。 

 そういった部分本人が受け取って、本当に自死

につながってしまうという部分もありますので、

しっかりとこの部分、インターネットとしたサイ

バーのほうでも対処していただいた上で、指導し

ていっていただき、また、そういった人の命につ

ながらないように、カウンセリング事業とも連携

しながらしっかり対処していただきたいなと思い

ます。 

 次に、92ページ、ふるさとアーティスト公演事

業について伺います。 

 これは隔年で実施している事業というのは承知

しておりますけれども、本年は、市政施行70周年

に当たりますが、一昨年と同じ予算ですけれど

も、本年ふるさとアーティストとして70周年を、

何か特別にイベントとしてやるような予定等はご

ざいますでしょうか。 

○吉村学社会教育課長 ふるさとアーティスト公

演事業につきましてでございますが、29年度は８

月29日から９月３日までの期間、オホーツク文化

交流センターを会場として予定しております。 

日程、予算とも27年度と同じ規模を想定してお

りますが、委員のおっしゃられました70年という

節目の部分ということと、こちらが今度３回目と

いうようなことでブラッシュアップをしていきた

いということで、多くの市民にアーティストを

知っていただいて、また交流を行ってもらいたい

という思いから、アーティストと市民とのワーク

ショップを予定しているほか、七福神の祭と連携

して、祭り会場でアーティストを紹介する機会を

つくっていただくことで、より市民にアーティス

トさんを周知紹介をしてコンサートに来ていただ

くというような仕組みを考えていきたいというふ

うに思っています。 

また、そのほか、今回、新たな取り組みといた

しまして、親子で楽しむクラシック鑑賞というこ

とで、このステージではないのですが、赤ちゃん

や幼児と子育て世代の親が一緒に暮らす地区に親

しむといった機会を創出したいというふうなこと

を、アーティストさんとお話をさせていただいて

おります。 

 アーティストさんもぜひ網走市民のために協力

したいということで、赤ちゃんや幼児を一緒に連

れて来ても楽しめるようなクラシックのコンサー

トを今、ふるさとのアーティストの方とオリジナ

ルで取り組みをしようというふうにしているとこ

ろでございます。 

○古都宣裕委員 ふるさとアーティスト公演事業

ということで、網走出身者はもとより、縁ゆかり

のある人に来ていただいてやっていただいている

ということは承知のところなのですけれども、

せっかく70周年ということで、もう少し何か広く

できないかなと思って質問いたしました。 

 同じく下の子ども夢育事業とありますけれど

も、この事業の内容としてはどのようなものなの

でしょうか。 

○吉村学社会教育課長 子ども夢育事業につきま

してですが、夢や人生、命などテーマにいたしま

して、文化講演を開催するものでございますが、

対象は、市内の全中学生、そして会場は、市内の

三つの中学校でそれぞれ１回ずつ、計３回を開催

する。そして郊外校の３校は、その市内校と合同

で開催するといったような計画を予定しておりま

す。 

実施時期につきましては、学校の負担にならな

いように、新年度に入りましたら要望を聞きなが

ら、今後進めていくといったものでございます。 

○古都宣裕委員 体育のほうで、毎年、オリン

ピック選手とか呼んで、講演していただいたりと

かという部分もあると思うのですけども、そう

いった部分にせっかくですので、もう少しコラボ

レーションした上で、やはり有名選手とか、そう

いった実際に夢をかなえている人だからこそ説得

力が生まれるのだと思います。 

 できれば、講演するだけじゃなく、もし忙しい

方々も呼ぶのでしょうから、なかなか難しいかも

しれないですけども、実際に児童と交流を持って

いただきながら進めていっていただければ、本当

に将来のオリンピック選手も網走から出るのも夢

ではないというふうに思います。 
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あわせて、網走には、パラリンピックの狩野選

手といった、実際に金メダリストもいらっしゃい

ますから、そういった部分も考えて進めていただ

ければいいかなと思っております。 

 次に、94ページの美術館展示物購入事業という

ことでお伺いいたします。 

 これは５年ごと隔年で、毎年だとなかなか美術

品というのは高額になることからやっているとい

うふうに伺ったのですけれども。それで今回200

万円とついているのですけれども、まずどういっ

たものを購入予定しているのでしょうか。 

○古道谷朝生美術館長 現在は、特別展や企画展

の作家を中心に、作品購入を考えておりますが、

現段階ではどの作品の、どの作家という計画では

まだ確定しておりません。 

○古都宣裕委員 ５年ごとに、今、買っていると

いうことなのですけども、今、美術館の展示とし

て、展示している件数がどれぐらいで、収蔵とし

て持っているものが何点ぐらいあるのでしょう

か。 

○古道谷朝生美術館長 現在、常設展で展示され

ている作品は、およそ100点になりますが、収蔵

されている作品は、現在、油彩、水彩、彫刻、素

描等あわせまして、1,413点となっております 

○古都宣裕委員 常設で100点、収蔵で1,413点

と、すごい数があるのだな。また、逆に言えば、

なかなか10分の１も見せられるに至っていないの

だなっていうのが正直な感想です。 

 この200点の中で、今回、質問の中ではないの

ですけど、企画展示では、たしかガンダムのデザ

インをされた方がことしやってくるということ

で、私は少年時代から親しんでいるものですか

ら、ちょっとうれしく思っているのですけれど

も。そういった作品等も購入していただければ、

幅広い世代にファンを持っている方だと思うの

で、見る機会、また足を向く機会もふえるのでは

ないかなと思います。 

 また、こういったものというのは200万円とい

うのが、正直美術品というのは安いものがいいと

いうものではなく、やはりいいと認められたもの

は値段が上がってしまうものですから、やはり網

走の美術館としても目玉になるもが、今後必要で

はないかなと思うのですけれども。幸い、近年、

ふるさと寄附というのがありますけれども、今後

そういったものを、ことしは70周年ですから、活

用した上で何か目玉になるものを購入というのは

考えられないのでしょうか。 

○古道谷朝生美術館長 今後そのようなことがあ

るかもしれませんが、現段階では、今、計上して

おります予算の範囲で考えてございます。 

○古都宣裕委員 こういったもの美術品に投資す

るというのは、別になくなってしまうものではな

いですし、後世にわたって見てもらう、また別に

価値がそんなに上下するものでもないので、どち

らかといえば財産として残すものだなと思うの

で、積極的にやっていただきたいなと、私は思っ

ております。 

次に、その下、博物館重要文化指定推進事業と

ありますけれども、これ、２年ほどやっているの

ですけども、博物館の指定を受ける見通しという

のはどのようになっているのでしょうか。 

○米村衛社会教育部参事監 この事業は平成28年

度、今年度から実は新たに実施しているものでご

ざいます。 

 平成27年に文化庁のほうから調査に訪れた、調

査官が、建物内部についても、空間的広がりをよ

く見えるような形での天井にしたらという御指導

受けまして、それにのっとって実施しているもの

でございます。 

 今年度28年度は１階の展示室、そして来年29年

度は、２階の歴史の展示室につきまして、いわゆ

る展示室の整備を行うと考えているところでござ

います。 

この指定についてでございますけども、御承知

のとおり、指定というのは国の意向ということが

まず１番にございます。そのような点で、なかな

か見通しがつかないということもございますが、

近年の傾向といたしましては、網走博物館、昭和

11年に建設されておりますが、昭和の１桁台ま

で、指定がだんだん延びてきてございます。 

 そういう点からも、まずは、文化庁のほうから

指摘を受けました展示室の整備等をまずはクリア

しまして、文化財の保全に努めていきたいと考え

てございます。 

○古都宣裕委員 なかなか時間が立たないと、重

要文化、歴史的価値というのは、なかなか認めら

れないのかな。また、網走にある博物館も、もと

もと本当は同じデザイナーで、川沿えにもう１個

あって、雌雄対としてつくられたもので、残念な

がら１個がなくなってしまったという話も聞いて
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おります。 

その上で残っている博物館というのは、網走の

財産一つとなり得ると私も思っておりますので、

ぜひ積極的に取り組んでいただいて、まだ昭和１

桁台ということで、もうちょっと時間もかかるか

なと思うのですけれども、内容物等の展示に対し

ても、丸万の収蔵物の中でも、なかなか、歴史的

価値があって、何度か私も見に行っているのです

けれども、おもしろいものもいっぱいあることか

ら、そういった部分も考えていただければなと思

います。 

 あわせてその下、今度は博物館網走監獄も耐震

診断補助金とあるのですけれども、これもちろん

向こうが受けるものに対して補助だとは思うので

すけれども、何分、歴史的建造物で重要文化指定

も受けたことからもわかるように、近代建築では

なく耐震の基準は、もちろん私は満たせないとは

思うのですけれども、かといって、今度は耐震を

満たさないから直しますとなったときに、あまり

鉄骨隆々と見えるようなものにできるとも思わな

いのですけれども、この補助の診断を受けた後、

どのような対応になっていくのかというのを伺い

たいと思います。 

○米村衛社会教育部参事監 診断後のことでござ

いますが、今回、博物館網走監獄さんのほうで実

施されます耐震診断というのは、建物の構造いわ

ゆる柱の強度とか、構造具合、それとあと地盤の

調査ということを行います。そういうものに基づ

きまして、建物も、強度といいますか、建物強

度っていうの診断するというのが１番にございま

す。 

 それとともに、耐震診断の中で、大きなメ

ニューとしては、そういう強度に基づいて、どの

ような補強の仕方がいいのかということもあわせ

て検討するということでございます。 

今委員、御指摘のとおり、あまり補強材外側に

見えていては、文化財としての本来の価値が損な

われてしまいますので、そういうことも含めて、

どういう工法がいいのか、そして費用はどれぐら

いなのかということも含めて検討するということ

でございます。 

そして、それが耐震診断でございますけれど

も、その後についてですが、それは文化財という

ものは、いわゆる建築基準法の外にあるものでご

ざいますので、ある意味、法的には強制力がござ

いません。それは運用の面で解決していくか、ま

たは、新たに補強工事を行っていくということ

は、それは所有者さんのほうで御検討いただくと

いう形になってございます。 

○古都宣裕委員 法的に拘束力がないということ

ですけれども、その中でも、耐震診断を行うとい

うことは、何らかしらちょっと安全面について配

慮を行おうという意思のあらわれだと思いますけ

れども、折にはやはり重要文化ということもあり

ますし、それこそ先日、観光では言わなかったの

ですけども、リーサスでの検索で１番に博物館網

走監獄がひっかかるということは、国内需要が１

番高い建物であると。網走の中では１番高い建物

であるというふうに私は認識しておりますので、

しっかりと今後の対応も考えた上で行っていただ

きたいなと思っております。 

 次に入ります。98ページ、スキー場管理運営事

業とあります。 

 これは、管理費としてはそんなに増減とかはな

いのですけれども、スキー場管理として今現在、

ここ数年の利用率と、またその中の、毎年聞いて

いるのですけどもボーダーとかの内訳を教えてい

ただけないでしょうか。 

○大西広幸スポーツ課長 レイクビュースキー場

の利用状況でございますが、平成25年度が利用者

数16万3,007人。うちボーダー利用者数が５万

9,233人。ボーダーの割合は36.3％。 

平成26年度は利用者数が13万7,450人。うち

ボー ダ ー数 が４ 万 8,356 名 。ボ ーダ ー 率は

35.2％。 

平成27年度につきましては、使用者数が15万

110人。ボーダー利用者数が５万1,269名。ボー

ダー割合は34.2％となっております。 

○古都宣裕委員 あわせて、直近の３年間、３年

間の、開催というか、開会できた期間というのを

お示しいただきたいと思います。 

○大西広幸スポーツ課長 スキー場の開設期間で

ございますが、平成25年から平成27年度までの３

年間、いずれも66日、開設日と閉鎖日は前後して

おりますが、開設期間につきましては66日間と

なっております。 

○古都宣裕委員 聞いたのも、本年、平成28年度

に対して、キッカー、いわゆるジャンプ台が設置

されたりですとか、安全面の部分でいえば、多少

は危険が伴う部分ももちろんあるのですけれど
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も、そういった部分にチャレンジする、そういっ

た施設ができることによって、やはり技術の向上

には間違いなくつながるという部分があると思っ

ております。 

 網走、私も近い友人の子供など話を聞くに、実

はもう道内でも、学年でいえば１番になっている

ような子たちもいらっしゃいます。 

 その子たちからすると、やはり、将来のオリン

ピック選手になり得る子供たちだと私は思ってお

りますけれども、話を聞くにやはり練習場所か練

習期間できるところがやっぱりホームグラウンド

となるのはレイクビューなのだけれども、開催期

間が短いために、かなり遠くまで、札幌近郊のほ

うまで練習に行ったりしているという話も耳にし

ます。 

 親の負担も、やはりそれに伴って、かなりのも

のだと思っております。 

そこで、現時点では、ふるさと寄附など、そう

いった部分の活用として、降雪機などを用いて、

開会できる期間を延長するような取り組みが必要

になってくるのではないかなと思っておりますけ

れども、お考えとしてはいかがでしょうか。 

○大西広幸スポーツ課長 レイクビュースキー場

への人工降雪機の導入についてでございますが、

スキー場の開設期間につきましては、その年の降

雪状況によって影響されますので、昨シーズンま

だ数年間は１月年明けからのオープンとなってお

りまして、今年につきましては雪の降雪が早かっ

たため、年内のオープンとなっております。 

 また、人口降雪機の導入につきましては、近隣

のスキー場の導入事例を調査しましたところ、導

入時に人工降雪機の取得に数千万円。そのほか、

給水のための配管工事がかかることとなります。

また、導入した場合のランニングコストとしまし

て、４台導入した場合には、人工降雪機運転のた

めの燃料費、水道料等で、年間1,000万程度の経

費になると聞いております。そのほか、人工降雪

機運転かかる人件費も必要となると聞いておりま

す。 

現時点ではスキー場の利用料収入が１シーズン

当たり1,200万円程度、平均となっておりますの

で、経費等の面からも、現時点での人口降雪機の

導入は困難であると考えております。 

スキー場におきましては、シーズン前に雪だめ

ネット設置するなど、開設期間の延長対策を図っ

ているところでございます。 

○古都宣裕委員 ランニングコストが厳しいとい

うのは重々承知の上で聞いております。 

 他方面に対して、どことは言いませんが、一方

的にいろいろつけている部分も関係しますので、

それだったらば市内の利用者が多いところにもつ

けてもいいのではないかなと思いました。 

 次、オホーツクドーム管理運営事業についてお

伺いしますけれども、今回、余り予算等は変わら

なかったと思うのですけれども、オホーツクドー

ムの利用を聞くに、結構雨漏りですとかそういっ

た部分も聞くのですけれども、耐用年数としては

そろそろ限界なのではないかなというふうに思っ

ておりますけれども、今後の運用方針としてはど

のようにお考えなのでしょうか。 

○大西広幸スポーツ課長 オホーツクドームにつ

きましては、平成10年に供用開始なりまして、約

20年ほど経過しております。毎年メーカーの定期

点検を受けまして、必要な補修箇所につきまして

は、補修を行っているところであります。 

 耐用年数についてでございますが、空気膜につ

きましては、15年のメーカー保証となっておりま

して、保証を過ぎている状況にありますが、毎年

メーカーの定期点検を受けまして、補修等、整備

を行っているところであります。建物につきまし

ては、鉄筋コンクリートづくりとなっております

ので、耐用年数にはまだ数十年ございますので、

問題ないかと考えております。また、空気膜の借

り換えには多額の費用がかかりますので、今後も

定期的な点検を実施して、長寿命化を図っていき

たいと考えております。 

○古都宣裕委員 北海道という土地柄もあり、冬

期に夏のスポーツをするときに、なかなかそう

いった部分で利用が多いというふうに聞いており

ます。 

 その中でも、北海道では無理だと言われていた

甲子園優勝を果たした学校も近年ではいろいろな

ところで出てきている中からも、こういった部分

というのはすごい大切だなと思っておりますの

で、しっかり活用していただくためにも、補修メ

ンテナンスはやっていただきたいなと思っており

ます。 

以上で、質問を終わります。 

○井戸達也委員長 ここで暫時休憩いたします。 

午前10時58分 休憩 
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───────────────────────── 

午前11時08分 再開 

○井戸達也委員長 休憩前に引き続き再開いたし

ます。 

質疑を続行いたします。 

永本委員。 

○永本浩子委員 それでは、早速質問に移らせて

いただきます。 

 まず初めに、客船誘致受入事業についてお聞き

したいと思います。 

 平成28年の入港状況と規模、またその経済効果

を教えいただきたいと思います。 

○山本規与思港湾課長 平成28年度の入港状況

と、その経済効果についての御質問ですが、平成

28年度の実績につきましては、飛鳥Ⅱが２回、パ

シフィックヴィーナスが１回、にっぽん丸が羅臼

港の天候不良によります寄港地変更で２回、合計

５回、客船が入港して、乗船客のみでは約2,600

人の寄港となっております。入港料や岸壁使用料

の市への直接的収入は約180万円となっており、

そのほか全て聞いたわけではございませんが、関

係事業者から事業所からの聞き取りによりまし

て、船舶代理店やタグボートなどの港湾関係収入

やツアーバス代、施設入館料等を含めますと、約

1,000万円程度の経済波及効果があったものと推

計しております。 

○永本浩子委員 ありがとうございます。昨年は

にっぽん丸の、ちょっと突然の寄港によっても、

経済効果もプラスになったということで、それで

は平成29年の入港予定と規模、また乗船客の国籍

などもわかればお願いいたします。 

○山本規与思港湾課長 29年度の寄港についてで

ございますが、６月の16日から17日にかけて、１

泊で飛鳥Ⅱが、また翌日の18日にはダイヤモンド

プリンセスが、同じく６月の28日にパシフィック

ヴィーナスが寄港いたします。 

また、翌月の７月25日に再び飛鳥Ⅱが入港する

予定となってございます。 

乗船客の人数、規模、国籍等については、現

在、クルーズの販売中ということになりますこと

から、数字的には、わかりかねるところでござい

ます。 

○永本浩子委員 乗船客の国籍といいますか、そ

ういったことなんかも、まだこれからわからな

い。 

○山本規与思港湾課長 今、販売中ですので、ど

の国の方が何人乗るとかっていうのは、まだ未確

定の状況でございます。 

○永本浩子委員 毎年、この入港に関しては誘致

を行っているわけなのですけれども、誘致先にな

る船会社からの要望というのは、どんなものがき

ているのでしょうか。 

○山本規与思港湾課長 船社からの要望について

でございますけれども、寄港地において、市街地

とのアクセスの確保、岸壁での物産販売などのに

ぎわい、にぎやかしなどの実施、十分なツアーバ

スの確保、魅力ある寄港地観光の提案、寄港地な

らではのイベントの有無、入出港に伴う寄港に関

しましては、スムーズな出入港の審査の実施など

について、協力や取り組みについて要望されてい

るところでございます。 

○永本浩子委員 さまざまな船会社さんのほうか

らの要望があるようですけれども、それに応える

形で、こちら網走市としてポートセールスの工夫

点とかそういったことはあるのでしょうか。 

○山本規与思港湾課長 船社から要望を受けまし

て当市の取り組みについてでございますが、官公

庁、観光関係団体、運輸関係団体等で組織いたし

ます、港湾課が事務を事務局になっております網

走港クルーズ船入港促進協議会を通じまして、先

ほど申し上げました要望について、情報共有を行

いながら、船社の要望に沿えるように努力してい

るところでございます 

また、出入国管理など法的な対応に伴うものに

つきましては、ＣＩＱに代表される手続に関しま

して、入国管理局を初めとする関係機関に早目に

入港の情報を提供いたしまして、全国全道規模で

の職員の派遣をお願いして対応していただいてい

るところでございます。 

○永本浩子委員 昨年、平成28年と比べると、29

年のほうが入港していただける客船がふえている

と思いますけれども、これ、ポートセールスの一

つの成果かなと思うのですけれども、何か具体的

に、例えば船会社さんから毎回同じメニューだと

飽きてしまうとか、何かこう、今までと違うよう

なものっていうのはないのかっていうようなこと

が聞かれるのではないかなと思いますけれども。 

そういった点では、今回、少しこの入港の客船

がふえたということについては、どのようなポー

トセールスを行ってきたのでしょうか。 
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○山本規与思港湾課長 今までもポートセールス

を行いながら、背後圏の観光地の紹介など、また

ほかの港との連携して、航路の造成等を提案した

りしてポートセールスを行っている状況でござい

ます。 

○永本浩子委員 そういったポートセールスの成

果という形で、ことしは寄港してくださる客船も

ふえてきたかなとは思っております。 

 そしてまた今回は、ダイヤモンドプリンセス号

も来てくれるということで、今回の平成29年に来

ていただける客船の中では、多分このダイヤモン

ドプリンセス号が、１番乗船客も多い、大きな船

になるかと思いますので、市にとっては絶好の

チャンスと言いますか、そういったことを踏まえ

て、市としての、観光地やまた市内、各店に対す

る誘客の工夫というのは何か考えていることがあ

りますでしょうか。 

○山本規与思港湾課長 クルーズ船寄港の事につ

きまして、誘客についてでございますけれども、

これまでも、市内のガイドマップを作成したり、

観光案内窓口を設置するなどしまして、町中への

集客を行ったほか、本年度の飛鳥Ⅱの７月24日の

２回目の寄港時には、道の駅にシャトルバスを運

行しまして、この日の道の駅の入館者数は、通常

７月、日平均入館者数の２倍近くのぼっていると

ころでありまして、一定の集客効果があったもの

とみております。 

29年度につきましても、観光協会の協力を得な

がら、６月の３日連続で寄港いたします関係上、

網走バルの開催と春カニのキャンペーンの周知を

行う予定でありまして、また７月の飛鳥Ⅱの入港

の際は、夕市まつりの開催時期と重なることか

ら、船社に対して、事前の情報提供を図ってまい

ります。 

また、網走港クルーズ船入港促進協議会には、

中央商店街振興組合も参画しておりますので、こ

れらの、積極的に連携して、これまでの取り組み

とあわせて、まち中への誘客を図ってまいりたい

と考えております。 

○永本浩子委員 網走バル、春カニ合戦、また夕

市との連携ということで、本当にこういった形で

うまく連携がとれると、かなりの効果が得られる

のではないかと、今、ちょっと安心いたしまし

た。 

そしてまた先ほど国籍ということをちょっとお

聞きしたのですけれども、まだこれからなので、

わからないという状態ではありますけれども、や

はり流氷館でも、昨年度からですか、英語がしゃ

べれる職員の方が、流すだけじゃなくて直にしゃ

べれる方が説明をしたりとかっていうことで、大

変好評を得ているという話もあったり、また、駅

のところに中国語を話せる方がいてくださってよ

かったという話も出ておりますので、どんな国籍

の方がいらっしゃるかわかりませんけれども、そ

ういった形の対応とかももしできれば、ぜひ考え

ていっていただきたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

 それでは次に、広域連携海外クルーズプロモー

ション事業についてお聞きいたします。 

 今回のこの事業の内容をまず教えていただきた

いと思います。 

○山本規与思港湾課長 広域連携海外クルーズプ

ロモーション事業の内容についてでございますけ

れども、クルーズ船誘致につきましては、全国の

多くの港で誘致活動に熱を入れ始めておりまし

て、全国的に航路上にある通行でストーリー性の

ある、寄港プログラムを提案し、船社に売り込み

をするなど、広域的な誘致活動が主流となってき

ております。 

そこで東北海道地区で、網走港と航路上も１日

程度で移動可能で、客船の寄港が可能な釧路港や

稚内港及び平成28年度ポナン社の招聘事業で連携

いたしました利尻、礼文などの港湾と連携して、

海外クルーズ船へのプロモーションを実施するも

のでございます。 

 プロモーションの方法ですが、平成30年３月に

開催されます、アメリカフロリダ州で開催される

世界最大のクルーズの博覧会であるＣトレードグ

ローバルに参加いたしまして、網走港に寄港の可

能性のあるクルーズ船社に対して、個別の商談会

やセールス等を行う予定と考えております。 

○永本浩子委員 大変夢の広がるいい事業という

ことで、先ほどもやはり同じような内容だと飽き

てしまうということで、今回こういった広域連携

をすることによってストーリー性のある航路をつ

くっていくということで、期待しておりますの

で、ぜひよろしくお願いいたします。 

 それでは次に、港湾利用促進調査事業について

お聞きいたします。 

 今回の港湾利用促進調査ですけれども、調査の
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方法を具体的な形で教えていただきたいと思いま

す。 

○山本規与思港湾課長 港湾利用促進事業の内容

についてでございますけれども、網走港は木材、

石炭、水産物などを中心としました外貿貨物、農

産品、燃料、化学工業品、地元水産品の水揚げ中

心といたしました内貿貨物を主力としまして、平

成当初のピーク時には年間100万トン前後の貨物

を取り扱ってきたところでございますが、ロシア

からの北洋材につきましては、関税の引き上げ

や、水産品については、日露密漁防止協定の発効

によりまして、輸入が皆無となったところから、

年々貨物量が減少傾向にあり、近年では40万トン

前後で推移している厳しい状況となってございま

す。 

このような状況を打開し、新たな貨物の掘り起

こしのために北網地域を中心とした背後圏及び取

り扱いの貨物によりましては、釧根、十勝、宗

谷、上川地方まで広げた物流、消費、生産、加工

などの状況を総合的に調査し、最新の基礎データ

の収集を実施するものでございます。 

○井戸達也委員長 永本委員。 

○永本浩子委員 今、御説明がありましたけれど

も、本当に網走港の港湾利用に関しては、さまざ

まな外国のそういう事情もありまして、平成12年

には790隻入港していたものが、平成27年には９

隻にまで落ち込んでしまって、閉港の危機レベル

になっているという状況で、昨年７月には税関も

非常駐になったということで、網走市としても大

変厳しい状況を抱えております。 

 平成27年には９隻ということでしたけれども、

平成28年の利用数は具体的にはどれぐらいだった

のでしょうか。 

○山本規与思港湾課長 平成28年の利用隻数につ

いてですけれども、外貿貨物の隻数が７隻となっ

ております。 

○永本浩子委員 27年よりまたさらに２隻減って

７隻ということで、本当に厳しい状況で、今回こ

ういった調査が開始されるということは、大事な

ことだと思いますけれども、正直なところ、この

調査開始がちょっと遅過ぎたのではないかという

気がいたしますけれども、今回こういった調査を

開始して、今後の展望というかどういった形で具

体的に手を打っていこうとされているのか、その

展望の中身を教えていただきたいと思います。 

○山本規与思港湾課長 この本調査の結果につき

ましては、多額的な視点により持続可能な利用促

進方法について検討いたしまして、網走港利活用

の可能性のある企業について、ヒアリングを通し

まして、ポートセールスを実施していく予定と考

えております。 

○永本浩子委員 できるだけ早く、調査をしなが

らも行動もしていくという形で、私としては動い

ていただきたいなと思っておりますので、ぜひそ

の点よろしくお願いいたします。 

 それでは次に、町名表示板及び街区表示板整備

事業についてお聞きいたします。 

 今回のこの継続されている事業でありますけれ

ども、事業の内容を教えてください。 

○立花学都市開発課長 町名表示板及び街区表示

板整備事業の事業の内容でございますけれども、

住居表示整備につきましては、昭和46年に網走市

住居表示整備事業実施基準を定めまして、平成21

年までに1,496本の街区表示板を地番板に設置し

ております。 

 また信号機に設置してある表示板、これが主要

地点表示板っていう表示板なのですが、これにつ

きましては国道に52カ所、道道に33カ所、市道に

57カ所、合計142カ所の信号機に、平成18年まで

に設置をしている状況でございます。この表示板

は市道以外の国道、道道にも各道路管理者に占用

をさせていただきまして、網走市が設置している

ものでございます。 

平成29年の事業の内容につきましては、街区表

示板の維持修繕にやっている事業でございます。 

○永本浩子委員 長年、年数をかけながら、こう

いった整備をしてきたということで、国道、道

道、市道も全てまちづくりとしてきちんと設置開

始をするということだと思いますけれども、私も

車を運転していますと、道路の信号機とかについ

ているこの表示が、英語表示があるものと、ない

ものがあるのが前からずっと気になっていたので

すけれども、網走市としましても、インバウンド

の誘客に力を入れておりますので、できればきち

んと英語表示を入れておりますので、できればき

ちんと統一して英語表示をきちんと入れる形にす

べきじゃないかと思いますけれども、この点に関

してはいかがでしょうか。 

○立花学都市開発課長 主要地点表示板の外国語

表記についての御質問でございますけれども、現
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在142カ所のうち103カ所につきましては、街区符

号表記がなされている状況でございます。残る39

カ所につきまして平成13年以前に設置されており

まして、現在、外国語表記がされていないという

状況でございます。 

 委員のお話のとおり、現在、インバウンドの観

光客との入り込みが非常にふえてくる状況等を考

えますと、足並みをそろえまして、今後全ての表

示板につきまして、外国語表記用を明記していき

たいというふうに考えているところでございま

す。 

○永本浩子委員 是非お願いしたいと思います。 

そしてまた、ちょっとこれは防災に関係するの

で所管が違うかもしれませんけれども、東日本大

震災を機に全国的に防災サインの設置が進んでい

るということで、災害発生時や、また何らかの理

由で全市的に停電になっても避難誘導に困らない

ような、蓄光式の標識の設置をしている自治体が

ふえているようなのですけれども、当市としても

そういった設置を考える必要があるのではないか

と考えますけれども、この件に関してはどのよう

に考えていらっしゃいますでしょうか。 

○岩尾弘敏総務課長 蓄光式の表示板の関係です

が、一定の時間、光のエネルギーを受けて、暗く

なっても光というようなものでございますが、室

内においては消防法令等でも、一定の条件を満た

せば使えるというふうになっております。 

 避難場所だとか、そういったところの蓄光式の

使用については、また研究をしてまいりたいと考

えております。 

○永本浩子委員 網走比較的災害の少ない場所で

すので、なかなかこういったところに予算をつく

るのが大変な部分もあるかもしれませんけれど

も、最近の異常気象と考えますと、いつ何がある

かわからないということも市民の皆様感じている

ところだと思いますので、ぜひ研究していただい

て、いい形で導入をお願いしたいと思います。 

 それでは次に、児童生徒カウンセリング事業に

ついてお伺いしたいと思います。 

 先ほど古都委員のほうからも質問がありました

けれども、また、代表質問でも私も取り上げさせ

ていただきましたけれども、今回、市独自でス

クールカウンセラー１名を増員するということ

で、大変すばらしい取り組みだと思っておりま

す。 

 今回、増員に至った経過ですけれども、学校側

からの増員の要望等が強かったということが大き

な原因だったのでしょうか。その辺のところ、ま

ずよろしくお願いいたします。 

○林幸一管理課長 市内の中学校におきまして

は、カウンセリング的要素を含む相談が多くなっ

てきているとこでございます。こうしたことか

ら、現在の道教委派遣のカウンセラーはそのまま

活用することとし、相談窓口を広く持ち、その機

会をふやすことによって、問題の芽を早期に解消

し、きめ細やかな指導につなげていきたいという

ことで、市費負担のカウンセラーによる中学校を

基本とした巡回カウンセリングを実施したいとい

うことで考えているところでございます。 

○永本浩子委員 学校のほうからも、道のほうか

らも、そういった要望の声とかもあったというこ

とでよろしかったでしょうか。 

○林幸一管理課長 毎月行われております定例の

校長会、また教頭会等においても、こういったカ

ウンセリング的要素のお話も聞いておりましたの

で、学校からの要望もあったということでござい

ます。 

○永本浩子委員 承知いたしました。 

 そして今までは、道教委から派遣されていたカ

ウンセラーの方１名が、年間560時間の中で市内

の全中学校を回って相談に当たってくれていたと

思いますけれども、平成28年の相談実績はどれぐ

らいあったのかということは、延べ人数になるか

と思いますけれども、どれぐらいだったのかわか

りますでしょうか。 

○林幸一管理課長 道派遣のカウンセラーが受け

た現在までの相談人数は、市内中学校合わせた延

べ人数では、平成28年度では232人となっており

ます。 

○永本浩子委員 232人ということで、やはり、

かなりの相談があるということがわかりました。 

 今度、新年度から２名体制ということで、先ほ

ども同じ人が同じ学校にできるだけ回れるような

体制を考えているという答弁がありましたけれど

も、私もこれをぜひお願いしたいと思っておりま

す。 

 せっかく心を開いて相談していたのに、人が、

カウンセラーの方が変わって、なかなか心が開け

なくなってしまったりとか、また、同じ学校に２

人の方が交互にみたいになると、前回話をした内
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容を人が変わるとまた１から話をしなければなら

なくなったりとか、さまざまな心配な点があると

思いますので、いろいろと難しい部分もあるかと

思いますけれども、ぜひ子供たちが相談しやすい

体制ということを考えていただきたいと思いま

す。 

 そしてまた、現在は中学生が対象ということに

なっておりますけれども、小学校から相談の要請

があった場合も対応できるということでよかった

でしょうか。 

○林幸一管理課長 小学校からの要請に対しまし

ても、これは市負担、道費負担もあわせて、柔軟

に対応する方向で考えております。 

○永本浩子委員 ありがとうございます。道から

の、現在派遣されているカウンセラーの方は、女

性ということを聞いておりますけれども、もし男

性のカウンセラーを希望する生徒がいた場合、今

回新しく市が独自でお願いしたカウンセラーの方

が男性ならすぐ対応できるかと思いますけれど

も、女性の場合はこのような要望に対応できるよ

うになっているのでしょうか。 

○林幸一管理課長 ケースの内容などによっては

男性カウンセラーをということがあろうかと思い

ます。男性カウンセラーの要請があった場合にお

きましては、これまでも相談に対応することで考

えていたところでございますが、要請があれば引

き続き相談に応えることで、今まで同様に考えて

まいりたいと思っております。 

○永本浩子委員 これまでも要望にこたえて対応

していたという今の答弁でしたけれども、具体的

にはどういった方が対応に当たっていらっしゃる

んでしょうか。 

○林幸一管理課長 今回、市費でお願いするカウ

ンセラーは女性を予定しているところでありま

す。もし男性をという要請があった場合には、こ

のカウンセリングと別な形で、別の予算で対応し

ていきたいと考えております。 

○永本浩子委員 わかりました。きちんと対応で

きるということで安心いたしました。 

 また、先生が相談の必要がありと察知して、生

徒をカウンセラーにつなげたりとか、また自分か

ら相談を希望するという場合は、いいかと思うの

ですけれども、本当は相談したいのに先生にも言

えず、また、先生からも察知してもらえていない

場合など、カウンセラーの方がずっと常駐してい

る場合は意外とカバーできたとしても、当市の場

合は、新年度からやっと２人という状況で、どう

してもいくつかの学校を順番に回るという形にな

るかと思いますので、そういったときに１番相談

を必要としている生徒が取り残されてしまうとい

うことが、心配されるわけですけれども、こう

いった点はどのようにお考えでしょうか。 

○林幸一管理課長 学校におきましては、担任の

教諭はもとより養護教諭も含めまして、その辺

は、生徒に目配りはしているというものと思って

おりますけれども、学校として、そういったとり

こぼしのお子さんの見落としのないように、対応

していただくように、また、校長会教頭会を通じ

てお話をしていきたいと思います。 

○永本浩子委員 どんな体制を組んでも100％完

璧ということはあり得ないので、そういった状況

も、やはり意識を持ってカバーしていくというこ

とを続けることが大切かと思いますので、そう

いったところの心配りもぜひお願いしていただき

ながら、子供たちの健やかな成長のために、今回

１名ふえたことを最大に生かせる体制づくりをお

願いしたいと思っております。 

 それでは次に、あばしり寺子屋開催事業につい

てお聞きいたします。 

 昨年から始まったこの事業ですけれども、農大

生が来てくださってということで、具体的なこの

事業の内容と、平成28年の実績を教えていただき

たいと思います。 

○大西篤学校教育部次長 まず、事業の内容につ

いてですが、小学校１年生から３年生までを対象

とした土曜学習のサポートで、東京農業大学と連

携して行ったものです。 

 小学生の子供たちは、持参した問題集や、寺子

屋で用意した学習プリントなどに取り組みまし

て、大学生のボランティアがわからないところを

教えたり、丸付けをするなどして、学習サポート

するというような内容になっております。 

今年度は５回実施いたしました。小学生が延べ

69名参加しました。大学生のボランティアは延べ

44名が協力してくださいました。 

○永本浩子委員 大変、いい内容の取り組みだと

思っております。 

 今回、小学生が69名、そして農大生が44名とい

うことでしたけれども、今回このあばしり寺子屋

に参加してくれた子供たちや父兄の反応、また教



－ 206 － 

える側の農大生の感想等がわかりましたら教えて

いただきたいと思います。  

○大西篤学校教育部次長 小学生の課程学習の目

安となる時間は、学年掛ける10分というものが示

されているところなのですが、寺子屋が開始され

てから終了するまでの２時間、学習に取り組む子

供が多数おりました。 

 参加した子供たちに学習の楽しさを体感させる

ことができたものと評価しているところですが、

実際に子供たちからも、わからないところをいっ

ぱい聞けてよかった。いつもより勉強ができたか

らよかったといった感想が聞かれました。 

大学生からは、子供と直接かかわることで物事

を教えることの難しさや、奥深さを知った。子供

一人一人に応じたかかわり方が必要であることを

学んだといった感想が集まっておりました。 

 保護者からですが、今回保護者の中で参観を希

望する方には、様子を見ていただいたり、指導に

参画していただけるようにもしました。 

 保護者も思っていた以上に集中していました

が、教えてくれる先生がたくさんいるので、わか

らないところを聞きやすいと思いますといった感

想をいただいております。 

○永本浩子委員 大変いい感想が出ているという

ことで、楽しみな事業だと思いますけれども、年

６回ということですけれども、ちょっと少ないよ

うな気がするのですが、この点はいかがでしょう

か。 

○大西篤学校教育部次長 平成28年度５回実施し

たところを29年度は６回に、１回ふやすというよ

うな形になっているところなのですけれども、土

曜日の過ごし方の多様性、大学生ボランティアの

確保、各学校が実施する土曜学習サポートとの兼

ね合い、また徒歩で参加する児童の安全面などの

観点から、実施回数は雪が降り積もる前までに月

１回程度の者が適当と考えているところでござい

ます。 

○永本浩子委員 了解いたしました。雪が降って

いないこの夏場の時期ということで理解させてい

ただきました。 

 今回この対象小学校１年生から３年生にしてい

るということで、基本的な学習に対する楽しさと

か勉強の仕方っていうのが、この時期にしっかり

と身につけていただきたいということが、対象年

齢の理由かと思いますけれども、こういったこと

でよろしかったでしょうか。 

○大西篤学校教育部次長 小学校１年生から３年

生までを対象とした理由としましては、今、御指

摘いただきましたとおり、小学校低学年のうちか

ら学習することの楽しさや、わかる喜びを感じさ

せること。また低学年から、土曜日の過ごし方の

多様性を持たせることなどが理由となっておりま

す。 

○永本浩子委員 わかりました。平成28年、昨年

からこうやってみて、今お聞きした範囲ではとて

も好評で、いい結果が出ているかと思いますけれ

ども、運営面とか、何かそういったところでも見

えてきた課題とか問題点というのはあるのでしょ

うか。 

○大西篤学校教育部次長 成果もたくさん見たと

ころですけれども、参加する子供たちが、もっと

学習したいだとか、また参加したいと思えるよう

な学習プログラムを工夫改善していくこと。それ

から、大学生に対して、事前にガイダンスを行う

などして指導の方法を充実させることなどを課題

として、平成29年度の取り組みを進めていきたい

と考えているところでございます。 

○永本浩子委員 ありがとうございます。本当に

すばらしい取り組みだと思っております。 

 子供たちにとっても、また教える農大生にとっ

ても、とてもよい事業だと思いますので、今後も

これが長く継続できるように、農大とも連携をと

りな進めていっていただきたいと思っておりま

す。 

 それでは最後に、こども夢育事業についてお聞

きいたします。 

 先ほど古都委員からの質問にもありましたの

で、事業の内容等は把握させていただきました。 

 ただ、どのような人が講師になってくれるかで

成功するかどうかが決まるかと思いますけれど

も、講師の方の方向性等は決まっているのでしょ

うか。 

○吉村学社会教育課長 こども夢育事業の講師の

関係についての御質問ですが、委員のおっしゃら

れるとおり、講師の選定については非常に重要な

ものというふうに考えております。 

 選定のほうは新年度に入りましてから決定して

いくことになりますが、テーマとしてあります夢

や人生、命といったものについて、中学生に向け

て感性に響くような内容、伝え方をしていただけ
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る講師を意識して設定していきたいというふうに

考えております。 

○永本浩子委員 ぜひその点お願いいたします。 

 そしてまた対象はもう市内の全中学生というお

話でしたけれども、全中学校の１年生から３年生

までは全員となりますと、市全体としては何人に

なるのでしょうか。 

○吉村学社会教育課長 概算ですが、各学年300

名程度で合計約900名の中学生の方を想定してお

ります。 

○永本浩子委員 900人ということで、この全中

学生に対して、今回この夢育事業ということで、

行うということなのですけれども、何回に分ける

おつもりなのでしょうか。 

○吉村学社会教育課長 今回は、学校に負担をか

けない中で実施をしたいというふうに考えており

まして、市内の３校の体育館を活用して、郊外校

を集約して３回に分けて講演をしたいというふう

に考えているところでございます。 

○永本浩子委員 ３回に分けて３校で１回ずつと

いうことで、単純に計算しましても、１会場、

300人ということで、現実、講師の方との兼ね合

いもあると思うのですけれども、余り多過ぎると

集中できないのではないかとか、また、他校の生

徒が入ってくることによって、生徒の中でざわつ

きが起きたりとか、また講師の方もやりづらいの

ではないかという、ちょっと心配をしておりま

す。 

 今回、１年生から３年生まで全部の生徒を対象

ということで考えていらっしゃるようなのですけ

れども、例えば今回は中学３年生を対象にして、

毎年１学年ずつ続けていくっていうほうが、やり

やすいのではないか、成功するのではないかとい

う気がいたしますけれども、この点はいかがで

しょうか。 

○吉村学社会教育課長 想定しておりますのは、

第３中学校が１校で400名近くおりますので、少

し多いような形にはなりますが、ほかは約300名

弱を想定しております。 

 エコーセンターで講演するというふうに考えた

場合、ホールで実施する席数が465席ということ

ですので、そういったことから考えますと、必ず

しも多過ぎるというようなことは感じてはいない

ところでございます。 

 今年度は、ふるさと寄附を活用して、全ての中

学生にこういった聴講機会を創出したいというよ

うな思いがあって、全学年実施ということで計画

をしているところでございます。 

 また、学校で講演するということで、郊外の子

供たちには少し御不便をおかけしますが、在校の

生徒さんは自分ところが体育館でやるということ

で浮き足立たずにしっかり聴講してくれるのでは

ないのかなということは期待をしているところで

ございます。 

○永本浩子委員 今の話でエコーセンターだと

465席でしたか。 

わかりました。なかなか大人数でありますけれ

ども、事業の内容としては、小学生は夢先生によ

る夢の教室、中学生は今回こういった形で夢育事

業という取り組みは、網走の未来を担う子供たち

を育てる上で、とても大切な取り組みだと思って

おりますので、なかなか難しい面もあるかと思い

ますけれども、成功に向けて取り組んでいただき

たいと思いますし、またぜひ、毎年継続してやれ

るような内容にしていただきたいと思いますの

で、そういったことをお願いして私の質問を終わ

らせていただきます。 

○井戸達也委員 次、金兵委員。 

○金兵智則委員 それでは、質問をさせていただ

きたいというふうに思います。 

 まず天都山公園整備事業であります。旧流氷館

跡地に公園を整備する事業で、もともと今年度で

完了予定だったというふうに思いますが、国の補

助費補助金が活用できるということで工事が２カ

年となり、来年度にて完了する予定というふうに

伺っておりますけれども、来年度の工事の概要と

完成使用に向けたスケジュールについてお伺いし

たいと思います。 

○立花学都市開発課長 天都山公園整備事業につ

いてのスケジュール等についてでございますけれ

ども、旧流氷館跡地にオホーツク海や斜里岳、海

別岳が一望できる景観を生かした市民や観光客の

憩いの場として整備を進めている事業でございま

す。 

 平成28年度から整備を着手しておりまして、現

在のところ盛り土を階段への整備の一部を行って

いる状況でございます。 

 平成29年度におきましては、園路、ベンチ、植

栽を整備いたしまして、できるだけ早期に完成を

目指していきたいということで考えているところ
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でございます。 

○金兵智則委員 できるだけ早期にということで

すので、夏前ぐらいはできていくのかななんてい

う期待もあるのですが、人がいっぱい来る前には

完成できていてほしいというふうに思いますけ

ど、その辺のスケジュールは大体これぐらいとい

うのは、なるべく早くというぐらいで、特に決

まってないというか、ないということなのでしょ

うか。 

○立花学都市開発課長 今回、自然環境交付金事

業の交付金事業を活用して整備を進めていくので

すけれども、昨年の整備の事業の流れといたしま

しては、交付金の内示を受ける時期が、想定して

いたよりも非常におくれたということもございま

して、整備につきましては、今年度、28年におき

ましては、若干整備としてはおくれている状況で

ございました。 

４月早々に交付金が内示をされて、整備が進め

られるという状況になります条件であれば、でき

るだけ早期に夏の観光シーズンに向けて、早期に

完成できるかなと考えているところなのですけれ

ども、何分交付金事業の内示の時期によって、整

備の若干のスケジュールが前後するかなというこ

とで考えているところでございます。 

○金兵智則委員 事情のほうは理解をしたいとい

うふうに思います。 

 来年度、完成する公園ですけれども、完成した

後の公園の管理というのは、市で行っていくもの

なのか。それとも流氷館が行なっていくものなの

か。 

 また、天都山公園という名前かどうかわからな

いですけれども、天都山の公園は市民などが景観

を見ながらゆっくりと過ごせるということでもあ

りましたけども、そのようなものを整備するとい

う認識しておりますが、人が集まるための活用な

ど何か考えられる取り組みはあるのでしょう。お

伺いします。 

○立花学都市開発課長 流氷館跡地に完成する今

回の天都山公園の整備後の管理についてでござい

ますけれども、完成後の管理につきましては、指

定管理者であります流氷館において管理をするこ

とで調整を行っているところでございます。 

その後の整備後の利用についてでございますけ

れども、現在のところ特定の利用については、現

段階では聞いていない状況でございまして、有効

的に使っていただければというふうに考えている

ところでございます。 

○金兵智則委員 たしか２カ年で6,000万の事業

だったような覚えがあります。高額な工事費使う

ので、できればおもしろいものということで、つ

くる前には種々議論させていただいたという記憶

がありますけれども、ゆったり過ごせるというの

がいいのか、せっかくつくったので流氷館と絡め

て何か活用してもらえるようなものを考えていく

のかその辺は難しいところではあるというふうに

思いますが、いろいろと検討を促すような取り組

みも必要なのかなというふうに思っています。 

 次に、網走川筋環境整備事業についてお伺いし

ます。 

 この事業は、新規事業でございます。 

 事業の概要ですと、案内看板照明施設のデザイ

ン、配置場所の検討ということになっております

が、来年度は実際に設置するのではなく、検討す

るまでの予算なのかなというふうに思いますが、

事業の中身についてお伺いしたいと思います。 

○立花学都市開発課長 網走川筋環境整備事業に

ついての御質問でございますけれども、現在、国

で進めておりました川まちづくり事業におきまし

て、市民、市、河川管理者と共同で平成28年３月

に計画されました網走川まちづくり計画に基づい

た事業でございます。 

網走川まちづくり計画では、網走川沿いのにぎ

わいを創出するために、国のほうでのハード整備

といたしまして、エコーセンター側の左岸側、左

岸側の散策路の導線の整備。あるいは、現在の河

川際にある階段のバリアフリー化の整備等につい

て、国のほうで整備を行うという計画となってお

ります。 

そのほかに、市のほうでは、今、委員のお話の

とおり、案内看板、照明の設置を計画していると

いうところでございまして、今年度におきまして

は、案内看板、照明のデザイン、設置場所の検討

を行うという事業の内容でございます。 

○金兵智則委員 この川まちづくり計画を見せて

いただいたんですけれども、範囲としましては川

沿いということで、河口付近から大曲湖畔園地ま

で載っていたと思うのですが、この看板ですとか

照明のデザインというのは、全ての地域といいま

すか、そこを全部ひっくるめての検討ということ

でよろしかったでしょうか。 



－ 209 － 

○立花学都市開発課長 委員のお話のとおり、網

走川の河口から大曲、園地の手前にあります国道

沿いにありますトイレの位置のところまでの河川

整備としての計画でございます。  

○金兵智則委員 もう少しお伺いしたいのです

が、案内看板ですとか照明施設のデザインなど、

どのようなものというか、これのコンセプト、ど

のようなものというのは検討会で決めていかれる

ものなのかどういった感じで決めていかれるもの

なのかをお伺いしたいと思います。  

○立花学都市開発課長 網走川まちづくり計画に

おきまして、検討委員の皆さん、市民の皆さん、

関係機関等が集まった組織の中で、計画の検討を

行ってございます。 

現在その案内看板、照明の設置場所について都

市開発課のほうで、このような形の整備として方

向性の案は出すのですが、最終的にはその検討会

の中でどのような、案内看板であるとか、照明で

あるとか、設置場所についても最終的には検討会

の中で決めていきたいというふうに考えていると

ころです。 

○金兵智則委員 今の看板の例というのも、たし

か計画のほうに載っていたかなと思います。そこ

が基本線になって検討していくということになっ

てくるのかなというふうに思いますけど、検討を

行うということで、平成29年度、来年度の予算で

は、案内看板や照明施設のデザイン、配置場所が

決定をされるということで理解してよろしかった

でしょうか。 

○立花学都市開発課長 現在のところ29年度にお

きまして、デザイン、設置場所について確定した

いというふうに考えているところでございます。 

○金兵智則委員 理解をさせていただきたいと思

います。網走川周辺のにぎわい創出を行っていく

というのは大変重要であると思います。 

計画によれば、より川と触れ合えるような整備

を進めていくという考えが見えてきました。 

 その考えも鋭意すばらしいものだなというふう

に思いますが、昨年には痛ましい事故も網走川で

起こってしまっております。 

 整備を進めていく中には、安全対策というのも

含めて考えていかなければならないのではないか

なと思いますが、見解をお伺いしたいと思いま

す。 

○立花学都市開発課長 網走川の川まちづくり

に、ハード整備に対しての安全対策についての御

質問でございますけれども、現在のところ、具体

的な整備はこれから国のほうで、どのような整備

を行うかということについて検討されるという状

況でございます。 

一般的に、河川に係る護岸等の整備が仮に、今

回の川まちづくり計画の中で整備がされるという

ことであれば、そのような場所には防護柵等の安

全対策を実施するのが一般的な整備と考えている

ところでございます。 

○金兵智則委員 それらも含めて今後整備をされ

ていくということで推移を見守って、次の教育の

ほう入っていきたいと思います。 

○井戸達也委員 金兵委員の質疑の途中ですが、

ここで昼食のため、暫時休憩いたします。 

午後０時02分 休憩 

───────────────────────── 

午後１時00分 再開 

○井戸達也委員長 休憩前に引き続き再開しま

す。 

 金兵委員の質疑を続行します。 

金兵委員。 

○金兵智則委員 それでは教育委員会関連です。 

 まず子供の健康と体力についてお伺いいたしま

す。 

 先日の新聞報道で、2016年度、道内の肥満傾向

の子供の割合が５歳から17歳の全ての年齢で全国

平均を上回ったという記事が掲載されました。 

 全年齢が全国平均を超えたのは、これで３年連

続ということになりましたが、割合自体は減少傾

向にあり、生活習慣の改善が進んでいるというこ

とも見受けられるというふうにありました。 

 網走の状況も同様の傾向であると、昨年も伺い

ましたが、改めてお伺いしたいと思います。 

○大西篤学校教育部次長 平成28年度全国体力運

動能力運動習慣等調査結果によりますと、網走市

の小学校第５学年、中学校第２学年は、身長、体

重ともにおおむね全国平均を上回っております

が、身長の上回り方より体重の上回り方のほうが

大きく、全国に比べ、肥満傾向の割合が高いとい

う結果が出ております。 

○金兵智則委員 やはり網走も同様の傾向である

ということであります。 

 ２日目にもお話をさせていただきましたが、釧

路市では本年度、小学校５、６年生を対象にキッ
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ズ検診、生活習慣予防検診を行いました。 

 その結果、受診した77人のうち、70.1％が糖尿

病や動脈硬化などを将来発症する危険性があると

判定をされました。 

 あわせて行った生活状況を聞き取り調査でも夜

更かしや間食の多い傾向が明らかになったそうで

あります。 

 網走市も生活リズムチェックシートを活用し、

状況の把握を行っておりますが、生活習慣の改善

といった部分で網走の状況はどうなっているで

しょうか。 

○大西篤学校教育部次長 子供の今の全国体力運

動能力運動習慣等調査の結果によりますと、学力

学習状況調査の結果と同様に、子供たちが１日当

たり、テレビを見る時間やビデオを見る時間が全

国平均よりも高いというような結果があらわれて

おりました。 

 また、体力づくりも望ましい生活習慣の定着に

大きくかかわっておりますので、各学校では生活

リズムチェックシートの活用など、家庭と連携し

た取り組みと、タグラグビーや縄跳び、徒歩通学

の推奨など、日常から体を動かし運動に親しむこ

とができるような１校１実践の取り組みを進めて

いるところでございます。 

○金兵智則委員 まず、生活、チェックシートの

活用によって、やはり全国平均よりテレビやゲー

ムの時間が長いということが判明したということ

であります。 

 今、答弁もありましたけれども、子供たちの体

力向上について取り組んでいかなければならない

というふうに思います。 

 １校１実践の取り組みを進めているという今お

話もありましたが、去年から始まっております子

ども体力サポート事業というのがあります。 

 ２年目を迎えました日体大の指導者学生さんに

より体力づくりのサポートということで、モデル

校２校ということになっております。 

 昨年度と同様の予算でありますので２校がか

わっていくということなのかなと思いますけれど

も、昨年度どのような感じで行われたのか。来年

度の予算の中身とあわせてお伺いしたいと思いま

す。 

○大西篤学校教育部次長 日本体育大学との連携

による子ども体力づくりサポート事業は、今年

度、小学校３、４年生を対象に、小学校２校で実

施いたしました。 

 大学教員が指導する授業を参観した教員から

は、子供の運動意欲を引き出す言葉がけや、でき

る喜びを少しずつ体得させていく授業展開から多

くのことを学びましたという感想を聞くことがで

きました。 

 子供たちの体力向上や、運動に親しむ態度の育

成に加えまして、体育授業の改善にも資する事業

であると、実施した学校からの評価を得ましたの

で、29年度は、今年度実施していない、学校を対

象として、今年度の成果を踏まえた事業展開して

いきたいと考えているところでございます。 

○金兵智則委員 好評だったということがわかり

ました。 

 子供たちの運動に対する意欲というところでい

けば、運動好きと答える児童生徒は全国に比べて

高いと。これをどう運動に結びつけていくかとい

うところが大事なのだというふうに思います。 

 そのために１校１実践でありますとか、今のサ

ポート事業なんかを活用しながらやっていくとい

うことなのではないかなというふうに思います

が、改めての答弁になるとなるかもしれません

が、今後の方向性について、もう一度お伺いした

いというふうに思います。 

○大西篤学校教育部次長 運動が好き、やや運動

が好きという全国調査に回答した割合は、今年度

も含めて高い傾向にありますけれども、学校体育

におきましては、やはり体育授業の改善を通し

て、体育の授業が楽しいからもっと運動したいと

いうような、子供の育成に努めていくことが肝要

であるというふう考えておりますので、体育授業

の改善に向けた取り組みもあわせて、充実させて

いきたいと考えているところでございます。 

○金兵智則委員 さまざまな取り組みが、急にど

んと成果が出るものではないということでもあり

ますので、少しずつ全国との差が縮まってきてい

るというところを、今後も推移を見守っていきた

いなとふうに思っております。 

 続きまして不登校対策についてお伺いいたしま

す。文部科学省の調査によりますと、昨年度、北

海道で不登校となった小中学生は、合わせて

3,690人と、1990年度以降で最も多かったそうで

あります。また、このうち小学生が初めて高校生

を上回るなど、低年齢化が進んでいるというとこ

ろが見受けられたそうであります。 
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 10年前との増加率を比べてみても、小学生が

42％増と小中学生の16％増を大幅に上回っており

ます。 

 低年齢化については、学校や家庭環境のほか、

発達障がいによる学習のおくれの悩みなど、さま

ざまな要因が絡むと指摘される専門家もあり、大

変難しい課題であります。 

 網走の現状と認識についてお伺いしたいという

ふうに思います。 

○大西篤学校教育部次長 網走市におきまして

は、過去10年の推移を見ましても増加傾向は見ら

れていないという状況ではありますけれども、不

登校の理由は全国と同様に多様化しております。

個々に応じた対応が重要になっていることから、

各学校におきましては、道教委が作成した、不登

校早期発見支援プランシート及び不登校個別指導

プログラムの活用、スクールカウンセラーの活

用、回復機関との連携などを通して不登校する児

童への支援を行っているところです。 

 また、不登校児童がいる学校におきましては、

学校全体で情報を共有しながら、家庭訪問を行っ

たり、訪問時に学習指導を行ったり、保護者との

連携を密にとりながら対応しているところでござ

います。 

○金兵智則委員 網走市の現状を今、お伺いさせ

ていただきました。 

 というのも、不登校の小・中学生がフリース

クールなど学校以外の場でも学べるよう、国や自

治体が支援すると定めた教育機会均等法が先月の

14日から施行されております。 

 法律で初めて不登校児童生徒を定義し、つらい

ときは学校を休む。休養の必要性が明記されまし

た。 

 その上で、教育委員会が児童生徒と保護者に情

報提供や助言していくことを求めております。 

 対応には苦慮されることも多いと思いますが、

網走では取り組みを行っているということであり

ますので、これについては推移を見守りたいとい

うふうに思いますが、１点先ほど道教委が策定し

ているプランシートのお話もありました。このプ

ランシート実は賛否があるというところで、実際

に不登校を抱えている保護者の皆さんは、その不

登校になった上になど家庭環境を事細かく聞かれ

るということに不快感を覚えるという方もいるそ

うであります。 

 その辺の取り扱いについては、注意をお願いを

したいということだけを申し添えておきたいとい

うふうに思います。 

続いて学校図書館司書配置事業についてお伺い

いたします。 

 学力向上の取り組みや本に触れる機会の創出と

いった観点から、網走市はこれまで図書館司書の

配置を進められてきております。たしか平成26年

度から１名、平成27年度からは３名を配置してい

るというふうに記憶をしております。 

 一定の効果も見受けられたことから、来年度か

らさらに１名増員されると認識をしております

が、まず、これまでの取り組みの効果と、来年度

から４名体制での運用についてお伺いしたいした

いと思います。 

○林幸一管理課長 図書館内のレイアウトの改善

や児童生徒への読書指導、読み聞かせ会の実施、

購入図書の選択などを教職員との連携により行

い、学校図書館の活用の充実が図られているとこ

ろでございます。 

また、小規模校においては、司書と教員の連携

により、学校図書館を活用した事業も行われてい

るところもございます。 

図書司書の配置における成果としまして、貸し

出し冊数を前年度と比較すると、学校により違い

はございますけれども、おおむね1.4倍となって

いるところです。 

今回の増員で、市内の小・中学校全校を巡回す

ることとしておりますが、具体的な配置につきま

しては現在協議中でございます。 

○金兵智則委員 運用効果については、貸し出し

冊数でいえば1.4倍と大幅な効果が見られるのか

なと。運用についてはこれからということで了解

をしたいというふうに思います。 

 この４名体制したことによりまして、またさら

なる効果が上がってくるということであれば、さ

らなる増員ということも視野に入れ、最終的には

各校１名といったところ目標に進めていただきた

いというふうに私自身は思いますが、見解をお伺

いしたいというふうに思います。 

○林幸一管理課長 新年度、１名が入って４名体

制となります。 

 ４名体制での巡回のあり方も含めまして、検討

しながらこのまま進めていきたいと考えていると

ころでございます。 
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○金兵智則委員 何かいい答弁が出てくるとは

ちょっと思えなかったところもありますが、言わ

せていただきました。 

 次に小中学校学校図書館整備事業であります。 

 図書の鮮度についてであります。毎回聞かせて

いただいているというふうに思いました。また、

昨年の決算委員会でも言わせていただきました

が、目標数値を持った上で更新に当たっていただ

きたいというふうに思います。 

 これまで議論してきた内容でいきますと、30年

というところを一つの基準に議論を進めさせてい

ただいていたというふうに認識しております。28

年度決算はまだ確定されておりませんので、もし

わかりましたらお答えをいただきたいのですが、

27年、28年、蔵書数に対する30年以上が経過した

本の割合がどうなっているかお伺いしたいと思い

ます。 

○林幸一管理課長 現在におけます鮮度の状況に

ついての数値につきましては把握できてないとこ

ろでございます。 

 学校図書館の図書に関しまして一定の基準冊数

を確保してきていると考えておりますが、基準冊

数につきましては、特別支援学級も含む学級数に

より変わるということもございます。 

今後は、図書の選定を考慮して整備を進めてい

かなければならないと考えているところでござい

ます。 

○金兵智則委員 割合については27年度も押さえ

られていないということでしょうか。 

○林幸一管理課長 27年度も押さえていないとこ

ろでございます。 

○金兵智則委員 決算委員会のときも同じ話をさ

せていただいているのですけど、27年度決算のと

きに数値は押さえてないと。26年度のときには実

は数字出ているのです。27年度の決算のときに、

数値を押さえていただきたいと思いますがという

ことを申し添えさせていただいていたのですが、

27年度については、ここにないわけではなくて把

握しないということでいいのでしょうか。 

○林幸一管理課長 把握できてない状況でござい

ます。 

○金兵智則委員 鮮度についてはそれも含めて整

備していきますというのは、毎回答弁していただ

いているのです。 

 標準冊数とかも多分基準に更新されてきている

のかなと思いますけれども、それでは鮮度という

のは進んでいかなくないでしょうか。 

 もちろん割合があってそれを減らしていくため

に予算立てをして更新していかなきゃいけないと

いう流れが、もっとも、今の市役所の皆さんの業

務の中でもＰＤＣＡサイクルを導入しながら進め

ていくというお話もよく出ております。 

 それもなけなければチェックのしようもなけれ

ば、この予算はその冊数だけで昨年度と同額の予

算を立てているだけで、鮮度については全く考慮

されていないというふうに理解をせざるを得ない

のですがよろしいでしょうか。 

○林幸一管理課長 予算の考え方としましては、

冊数の確保もそうですけれども、更新を図りなが

ら鮮度も上げるということも考慮した予算の組み

方ということであります。 

○金兵智則委員 では来年度の予算ではどの程度

鮮度が進んでいくのでしょうか。 

○林幸一管理課長 現在は学校が必要とする図書

を整備していただいている現状にあります。今後

も蔵書の整備に関わる一定の予算を確保しなが

ら、学校が今度、図書館司書とも協議しながら購

入に当たっての意見交換を図りながら、鮮度を高

めていただくと同時に冊数に関しても考慮してい

ただくという流れになっていることになっており

ますので、購入に関しましては学校裁量が大きい

ところでございます。 

○金兵智則委員 学校サイドの希望であったり、

学校サイドのというのは理解はできます。 

 それを統括するのが教育委員会で、予算の割り

振りをしていくというのが通常の流れなのではな

いですか。ここの学校は冊数はこうで、鮮度が

ちょっと古いからここにはちょっと多めに、こっ

ちは、ある程度鮮度が進んできたので、冊数の関

係もあると思いますけども、そこは最低限のとこ

ろで押さえつつ、市全体として学校図書の鮮度を

保っていこうっていうのが本来の流れなのではな

いかと思いますけどいかがでしょうか。 

○田口桂学校教育部長 学校図書館の鮮度の関係

ということでお話でございますけれども、学校図

書の、まずは蔵書の数、蔵書の整備率ということ

と、その内容、コンテンツがどうなのかというこ

との２点があって、全国的な文部科学省の調査等

もありまして、昨年度の調査で言いますと全国的

にも、まず蔵書の整備が、蔵書の整備率が全国で



－ 213 － 

は小学校で60％程度、中学校では50％程度という

ことでなかなか全国的にも学校図書館の蔵書数の

整備が進んでないという状況にある。そういった

中で、100％というのは特別支援のクラスがふえ

ていくので、なかなかそれに追いつかないという

ところがあるのですけれども、主にいって100ま

ではいってないのですけども、かなりいい数字、

90％台の数字まで平均するといっているというと

ころでございます。 

そういった中で、全国的に見ると当市はその数

値だけで言うと、まだかなり先行している状況に

なっていますが、私どもとしましても今後は鮮度

の新しいコンテンツに変えていくべきだという認

識は持っています。ただ、その中で鮮度の数値と

いう部分なのですけれども、一定の30年未満とい

うところはあるのかもわかんないのですけども、

そこの蔵書の状況がそこそこの学校でも違うし、

それから例えば鮮度の率でいうと冊数の割合にな

るので、例えば、鮮度の率だけを上げようとすれ

ば、単価の安い本を買って鮮度上げるということ

も、結果的には物理的には可能なわけで。やはり

そこはそこそこの学校図書館のコンテンツを見な

がら、必要に応じて古いコンテンツのものは新し

いコンテンツに変えていくところに重点をおかな

ければいけない学校と、それから物理的に破損し

たものがあって、そこを変えていかなければいけ

ない学校というのも、いろいろあるということだ

と思います。 

なので、方向としては当然、コンテンツ的には

新しいものに変えていくんだ。必要な情報を提供

していくんだということはあろうかと思います

し、そのために一定の予算をつけて、確保して、

それで鮮度を新しい方向に持っていこうというふ

うに考えているところでございます。 

○金兵智則委員 お話ししている内容はわかりま

す。全国的に進んでいる、冊数に関しては全国的

に見ても先行していると。だからこそ鮮度進めて

いっていただきたいというのを、先ほど部長から

今後はというような答弁ありましたけれども、今

までずっとこの話させていただいていましたよ

ね。数字も持っていただきたいということで。30

年というのもというのもありましたけれども、こ

れ鮮度の話をさせていただいたときに30年という

のを基準にしますという答弁をいただいたのは、

教育委員会からそこを基準にしてなのか、そうい

う数値を出していただいたのは教育委員会からで

す。僕は認識してます。 

 こちらから別に30年が基準ですよねと言った記

憶はないです。それちょっと議事録を見てみない

とわからないですけれども、たしかそう言った答

弁があって数字を出していただいたのだと思うの

です。 

 部長のおっしゃっていることはわかりますが、

先行するならばこそ、そういったことも視野に入

れながら、別にその数字にこだわれって言ってい

るわけではないですけれども、ではどこを見て

我々は鮮度が進んでいるというのを判断すればい

いのか。それがわからないので、一つの基準とし

て数字を持っていただきたいというのを決算委員

会のときから今言わせていただいているのですけ

ど、違いますか。いかがでしょうか。 

○田口桂学校教育部長 以前お示した数値のもと

となっている、その30年未満というのは、学校図

書館協議会の皆さんが、いろいろなシンクタンク

みたいな調査機関があって、その中で一定の目安

としての30年未満という数値というのを示すとい

うことで、ある時期に調査をしたというのが前回

お話しているところだと思うのです。それを相対

的な30年未満のものがこういう形で、今まで文部

科学省が示した総数に対して、どれぐらいいって

いるのでしょうというところをお示ししていただ

いたというところです。 

 ですから、その中で、冊数を総量を確保するた

めに、一定の期間、予算を増額して、そこまで積

み上げてきたので、今後一定の予算を導入してい

けば、新しいものに変わっていくという形なの

で、鮮度は進んでいくという考え方になろうかと

思います。 

○金兵智則委員 その26年度で示していただいた

ような数値を出していただくというか、調べると

いうことできるのですか。 

○田口桂学校教育部長 過去に、その学校図書館

協議会で算定しているので、多分それが今できな

いということはないとは思います。 

○金兵智則委員 それを網走市の教育委員会とし

て数値を持つことも、もちろん可能だという理解

でよかったですよね。 

○田口桂学校教育部長 その算出手法がどのよう

な形でやっているのかまでは、今、私のほうでは

把握できておりませんので、それは当時の調査し
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た方が今いるかどうかはちょっとわかんないです

けれども、そこをさかのぼって調べることはでき

ると思います。 

○金兵智則委員 今後、それが全てではないと思

いますけれども、それを、その数値を基準の一

つ、物差しの一つとして調べていっていただくこ

とは可能でしょうか。 

○田口桂学校教育部長 今お話ししましたよう

に、その算定がどのようになっているかというこ

とで、先ほどからも申し上げておりますように、

我々の私どもの認識としては、鮮度高めていくと

いうことが必要だという認識は持っていますの

で、今おっしゃられまして、お話のありましたよ

うに、前回、過去に出している数値が一つのその

中の物差しになるというふうには思っております

ので、ちょっとその辺は今後、過去にさかのぼっ

てさらに検討していきたいと思います。 

○金兵智則委員 28年度のそしたら数値に関して

は、次の決算委員会のときにでもお示しいただけ

たらなというふうに思いますが、29年度の予算で

蔵書の鮮度がどの程度進んでいるのかというの

は、今の時点で私自身判断ができないかなという

ふうに申し上げさせていただきたいと思います。 

 次に、若手アーティスト作品展示事業について

お伺いいたします。 

 今年度からの新規事業で、若手アーティストに

注目し、その方の作品を展示する事業ということ

でありますが、ちょっと詳細についてお伺いした

いというふうに思います。 

○古道谷朝生美術館長 若手アーティスト事業の

目的は、網走市は古くから文化芸術に対しての意

識の高い歴史があり、それを市民と市外の方々に

アピールし、またこれから将来の活躍が期待でき

る若手美術家を知ってもらい、応援の意味も込め

作品を収集し、市内の公共施設や観光施設などに

展示することで市民に対しての鑑賞機会の促進を

図るものでございます。 

○金兵智則委員 事業の内容の詳細についてわか

りました。もう少し細かく教えていただきたいと

いうふうに思います。まず若手アーティストの定

義は、年齢によるものなのか。例えば美術家に

なった年数とかそういうことなのか。その定義と

いうのはどういったものなのでしょうか。 

○古道谷朝生美術館長 現在、何歳以下何歳未満

という定義を現在はしておりません。 

○金兵智則委員 となると、今回の若手アーティ

スト作品展示事業でいけば、どこになるのでしょ

うか。 

 そういう協議会の中で、こういう方をというこ

とを選んでいくといったスタンスという理解でよ

かったでしょうか。 

○古道谷朝生美術館長 作家の選定に関しまして

は、この地にゆかりのある作家や縁のある作家な

どから検討していきたいと考えております。 

○金兵智則委員 その何かしらの基準の中で、ま

ずはゆかりのある方というところから進めていく

ということでありますが、来年度40万円という予

算です。 

 展示をするアーティストの人数といえばいいの

ですか、作品数、その辺についてはどうなってい

ますか。 

○古道谷朝生美術館長 作品によっては、１点に

なること。それから組作品の場合等もございま

す。 

 今のところ、誰の作品を何点かというのは決

まってございません。 

○金兵智則委員 それも今後の協議ということな

のかなというふうに思います。 

 あの展示場所なのですけれども、市内の公共施

設や屋外に展示するということでありますけれど

も、例えばどんなところを想定されているので

しょうか。 

○古道谷朝生美術館長 公共施設の屋内ですと

か、屋外なのですけれども、作品によっては屋外

に向くもの、屋外に向かないもの等ございます。 

 例えば、エコーセンターや市民会館のロビーで

すとか、それから屋外であればエコーセンター前

庭でありますとか、そのような公園でありますと

か、そういったことを想定していってはいかがか

なと思っております。 

○金兵智則委員 それも作品によって場所が決

まってくるのかなというふうに思います。 

 新規事業であります。これは今後も継続されて

いくのかなと。全て一般財源ということで、ふる

さと寄附金とかではなかったので、今後は継続し

ていく事業なのかなというふうに思いますけれど

も、その認識で間違いなかったでしょうか。 

○古道谷朝生美術館長 一定期間、継続しまし

て、そして再検討することはあるかもしれません

けれども、今のところは継続していきたいと考え
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ております。 

○金兵智則委員 わかりました。継続していきた

いというところで理解をさせていただきますけれ

ども、これは展示された美術品については、その

場所に展示をしていくと、そのままその展示も

ずっと継続されていくという理解でよかったで

しょうか。 

○古道谷朝生美術館長 一度展示しましても、そ

の場所がそぐわない場合もございますので、その

作品の状況により変化していくと考えておりま

す。 

○金兵智則委員 例えばですけれども、屋外で展

示するとなると、私の美術の知識でいけば彫刻と

いうものを展示されるというようなイメージなの

かなと思います。例えば今後継続されて、この事

業継続されていく中で、例えばその美術品、美術

館だけではなくて、外にも若手アーティストの作

品がありますよということで、市内を回っていた

だくというような取り組みも、もし続いていけば

そういう取り組みもできるのではないのかなと思

いますが、そういう考えについてお伺いしたいと

思います。 

○古道谷朝生美術館長 今後、検討する中に入っ

てくると考えております。 

○金兵智則委員 私もちょっと言うほど美術の知

識があるわけではないのでわからないのですけど

も、やはり美術のまちと言いますか、美術系の合

宿も誘致ということで網走市は取り組まれていま

すので、市立美術館もあるということであります

ので、取り組みは継続していっていただきたいと

いうことを希望させていただきたいというふうに

思います。 

 最後に、キャンプ地誘致事業についてお伺いし

ます。 

 代表質問の答弁で、2019年のラグビーワールド

カップの合宿については、ことしの夏ごろに決定

される予定であり、公認キャンプ地として決定さ

れたときには必要な環境整備を行うということを

おっしゃられておりました。 

 それまでは動きたくても動けないというような

状況なのかなというふうに理解しますが、予算額

が昨年と同額ということになっておりますが、決

定された際の環境整備にかかる経費というのは、

今後、もし決定された場合は、補正とかで対応さ

れるおつもりなのかをお伺いしたいというふうに

思います。 

○岩本博隆社会教育部次長 ラグビーのワールド

カップにつきましては、仮設物、グランドの横に

シャワールームであったり、プレスルームであっ

たり、選手の控室であったりというものを用意す

るようにということでなっております。 

しかし、スポーツトレーニングフィールドにつ

きましては、徒歩圏内に宿泊施設があるというこ

とで、代表チームが決定した後に、グラウンドの

サイドにはそういう必要がないと言った場合に

は、設置しなくてもいいというルールになってお

りまして、その状況によって2019年に設置をする

というものでありますので、今の段階で補正をす

る、購入をするというものでないというふうに判

断をしております。 

○金兵智則委員 理解をさせていただきたいと思

います。 

 何か、大がかりな環境整備というのがちょっと

必要なのかなと。あまり大きな大会というのを、

合宿というのを、よくわからないところもたくさ

んありましたので、勘違いしていた部分もあった

のかなと思います。 

 2019年のワールドカップの合宿については、夏

ごろということで、どんな状況なのでしょうかと

聞きたいところですけれども、聞いたところで答

えられるところでもないと思いますので、吉報を

お待ちしたいと思います。 

 最後の質問です。 

 2020年東京オリンピックパラリンピックのキャ

ンプ地誘致や直前合宿誘致の状況。これについて

お伺いしたいというふうに思います。 

○岩本博隆社会教育部次長 2020年東京オリン

ピックパラリンピックにつきましては、日本陸連

評価委員会のスタッフ関係者にお会いをし、当市

での合宿についてお願いをしているところでござ

います。また、ラグビー７人制につきましても、

来年度も当市で合宿いただけるよう交渉している

ところであります。 

 さらに、パラリンピックの陸上競技につきまし

ても、ここ数年、当市で合宿をいただいており、

来年度につきましても、合宿をいただけるよう誘

致してまいりたいと考えております。 

○金兵智則委員 スポーツ合宿のまちというとこ

ろのワールドカップで決まった、東京オリンピッ

クパラリンピックの合宿地に決まったとなれば、
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一つの箔といいますか、さらなる箔がつくような

ことであります。御苦労もたくさんあるというふ

うに思いますが、今後も進めていっていただくと

いうことをお願いしまして、質問を終わりたいと

いうふうに思います。 

○井戸達也委員長 平賀委員。 

○平賀貴幸委員 それでは、私からも質問させて

いただきます。 

最初に、市営住宅などの住宅関係について何点

か伺わせていただきます。１点目は、東日本大震

災で被災された方々に対する市営住宅などの国の

支援が今年度いっぱいで打ち切られるという状況

だということを初日にも申し上げさせていただき

ましたが、その状況についての網走市としての対

応であります。 

 報道によりますと、近隣の北見市では独自の支

援を続けるというものがありましたけれども、網

走市はどうなっているのかは報道には書かれてお

りませんでしたので、この機会に網走市としての

姿勢を明らかにしていただきたいと思います。 

○小原功建築課長 震災後６年が経過し、国の支

援が打ち切り後の市の対応についてということで

ございますが、平成23年３月の国土交通省から

の、東北地方太平洋沖地震等の被災者向け公営住

宅等への入居における配慮事項についての通知を

受けまして、市ではこの間、北海道の取り扱いに

準じ、目的外入居とし無償入居の延長更新後、毎

年度行ってきたところでございます。 

 このたびの国の支援打ち切り後においても、北

海道は平成30年３月31日まで延長するのを受け、

市では同様に、目的外入居とし無償入居の延長更

新を行う予定としております。 

○平賀貴幸委員 網走市が暖かいまちでよかった

なというふうに改めて確認をさせていただきまし

た。引き続き必要な支援を続けていただければと

思います。 

 次に、住宅リフォーム事業について伺いたいと

いうふうに思います。 

今年度、若干予算が減額になっているというふ

うに見受けておりますけれども、この住宅リ

フォーム事業の利用状況の変化、それから予算の

状況の変化について伺いたいと思います。 

○小原功建築課長 この事業は平成14年度から実

施しておりますけれども、平成25年度の35件、平

成26年度の26件、平成27年度の14件、それと平成

27年度24件、平成28年度18件と年々減少傾向であ

ることは把握をいたしております。 

 この事業につきましては、利用者の多くが、屋

根や外壁のリフォームをされる方が多いこともあ

りますので、一定程度の方はこの間に利用をされ

たものと考えております。 

 また今年度から実施をしております住環境改善

資金補助制度を開始したことから、市のリフォー

ム融資を利用されないで、他のローンと一本化

し、金融機関のリフォームローンを利用された方

もいたものと考えております。 

 なお、予算額につきましては、金融機関に対

し、過年度に貸し付けしたものの年度末貸付残高

と、現年度貸付額の貸し付けの額を合わせた額の

75％を預託する予算計上となっておりますことか

ら、貸付件数の多かった時期の償還が終えてきて

いることにより、予算額も減少しているものでご

ざいます。 

○平賀貴幸委員 一定程度理解をさせていただき

ました。どうしてもそのばらつきが出てきたり、

減少傾向だったということに対する理由について

も、今の答弁で明らかになりましたので、そこは

理解をさせていただきます。 

 一方で、以前の一般質問でも質問させていただ

きましたが、崖崩れなどが予想されるようなとこ

ろに対しての、このリフォーム支援事業も対象に

なるということでしたけれども、その辺について

のＰＲや告知については十分やられているという

ふうに考えていいでしょうか。 

○小原功建築課長 特段、崖崩れに対しての擁壁

等の利用につきましては外構整備ということで、

このリフォームローンを使える対象になっており

ますけれども、特段そのことについて周知を今

図って行っているという状況ではなく、リフォー

ムの融資制度、住環境の制度、合わせて周知を

行っているというところでございます。 

○平賀貴幸委員 理解をいたしましたが、一定程

度その住宅リフォームが完了しているところがふ

えているのであれば、なおその危険箇所について

も使えるという部分をしっかりＰＲしていくこと

で、この事業を活用して、ほかの方に迷惑かけな

いように、あるいは自分の財産や、家族の命を守

るための工事、これを使えばできるのだという形

で踏み切る方もいるかもしれません。 

 しっかりＰＲしていくことが必要だと思います
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けれども、いかがでしょうか。 

○小原功建築課長 今後のＰＲの中でそのような

ことも含めて、周知を図ってまいると考えており

ます。 

○平賀貴幸委員 私自身も、一般質問のときの答

弁があるまで、これがその事業に使えると全く存

じ上げておりませんでしたので、ぜひそこについ

ては、周知を図っていただきたいと思います。 

 次の質問に移らせていただきますが、住宅供給

計画策定の関係であります。 

 これは市営住宅含めて民間住宅の供給の計画を

つくるという事業だというふうに理解しておりま

すけれども、その事業を進める中で考慮しなくて

はいけない点があるだろうということであります

が、通勤者の多い郊外地区における住宅供給の考

え方というのも、整理をしながら検討する必要が

あるというふうに思います。 

 状況に、網走市内でも何カ所かしかないですけ

れども、大きな企業があって通勤される方が多い

郊外地域っていうのがあります。 

 そこにも市営住宅があったりするのですけれど

も、人口はその地域でも減少している。 

 しかし通勤する方々が多い以上、住宅供給につ

いてもそこをどうするかということもやはり検討

しなければいけないのではないかなというふうに

思うのですけれども、その辺についてはどのよう

な考え方で策定される見込みでしょうか。 

○小原功建築課長 郊外地区、市営住宅、現在３

カ所にございまして、藻琴地区には20戸ありまし

て、入居戸数は現在のところ16戸でございます。 

 呼人地区は28戸のうち入居戸数は27戸、その

他、卯原内地区につきましては16戸あり、入居戸

数は９戸でございます。 

いずれの地区におきましても、民間の賃貸住居

住宅はあまり整備がされていない状況と認識して

おりますが、新たに市営住宅を供給するという計

画も現在のところは持っていない状況でございま

す。 

○平賀貴幸委員 そこに民間の住宅を建てていく

かどうかという、基本的には資本のある方がどう

するかという話だと思いますので、市ではなかな

か難しいのだと思いますが、一方でその住宅供給

計画の中で考え方を示していくというのも大事だ

と思います。 

 例えばの例ですけれども、通常はその企業、お

金を集めて建物を建てて、マンションなりアパー

トなりを建てるのですけれども、例えば町内会が

独自で資金をつくって、共同住宅をつくっていく

ことで、そこに通勤している方をその地域に住ん

でもらおう、そんな取り組みがあった場合につい

ては、網走市として支援をしていくような考え方

が持てるのかどうか伺っておきたいと思います。 

○小原功建築課長 ただいま御質問のような、そ

のようなケースにおける支援制度は、現在のとこ

ろ市においては行っていない状況でございます。 

現在国において、人口減少、少子高齢化が進展な

どを背景に、新たな住宅セーフティーネット制度

の実施が検討されているところであり、これらの

支援措置を活用できるケースも出てくるのではな

いかというふうに考えております。 

 こういったことも、平成29年度、策定いたしま

す住宅供給計画の中でも検討の一つとなるもので

はないかというふうに考えております。 

申しわけございません。町内会の今のこの特化

した支援制度については、その中では検討する部

分ではありません。 

再度、申しわけございません。先ほど申しまし

たように、国の新たなその住宅セーフティーネッ

ト制度の実施が検討されているところから、これ

らの動向をよく見てまいりたいと考えておりま

す。 

○平賀貴幸委員 建築課長の心の声がたまたま漏

れてしまったのだということで御理解させていた

だきたいと思いますが、いずれかの形でそういっ

た動きがもし出てきた場合については、改めてそ

のときにまた検討していただければと思います

が、いずれにしても、その郊外地区における住宅

供給についてもこの住宅供給計画策定の中では検

討されるのだということも見えてきましたので、

動向をその辺見ながらだと思うのです。 

 昼間たくさん通っている方が多い地域に、ああ

いって住んでもらうような政策誘導というのも私

はあっていいだろうと思いますので、その辺も考

えながらの検討をしていただきたいと思います。 

続いて河川整備事業について質問させていただ

きます。 

 この事業は、市が管理する河川に対して、水防

対策などの環境整備を行う事業だということであ

ります。 

 近年、市の管理する河川でも氾濫が起きる。あ
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るいは大きな洗掘や土砂の流入等でさまざまな被

害が起きるなどの河川災害もふえてきておりま

す。 

 そういった対策が起こるようになったのは、昔

からあるにはありますが、こうして近年、非常に

目立つというふうに思うのですけれども、なぜこ

こ数年目立つようになったというふうに思われる

でしょうか。まずそこを伺いたいと思います。 

○立花学都市開発課長 近年の河川における被災

の状況が非常にふえているという御質問でござい

ますけれども、こちらのほうで考えている見解と

いたしましては、近年の非常にゲリラ豪雨等の集

中豪雨が多発しているということが主な要因とし

て雨量が増大されているということから河道の洗

掘や隣接する土地からの土砂が流入して、河川が

埋塞するような被災を受けているという状況が考

えられていると思います。  

○平賀貴幸委員 私はもう一つの理由に、保水力

の低下ということが明らかにあるのだろうと思い

ます。きのうの質疑でもありましたけれども、や

はり木の伐採がふえている状況があって、上流の

保水力が低下することによって、流れる水の量が

ふえて、結果的に過去には起こらなかったような

洗掘がその川で起きて被害が出る。そんなことも

見受けられるんだというふうに思っています。 

 伐採は木の更新上、やむを得ない部分もありま

すけれども、中には開発されてもともと森林だっ

たところが公園になったり、さまざまな理由で雨

が流れ出る量がふえてきているということが地域

の声として上がってきています。 

 そこでその河川の整備についてですけれども、

起きる災害をどう防ぐかっていうのは大切である

と同時に、起きたものに対しての復旧、これも大

事なんですけれども、やはり根本の状況が変わっ

てきているとなると、木を植えて長い目でという

のはもちろんなのですけれども、砂防ダムを設置

するなど、下流への災害を防ぐための対策も、や

はりやらなくてはいけない状況があるのではない

かなというふうに思いますけど、その辺について

はどうお考えでしょうか。 

○立花学都市開発課長 土砂の流出の対策につい

ての御質問でございますけれども、護岸の整備や

沈砂池の整備を行うなどの対策としては考えられ

ますけれども、それぞれ河川におきまして、いろ

いろな要因があると考えております。そのため、

それぞれの河川の状況に起きる要因を把握した上

で、対策を検討する必要があるというふうに考え

ているところでございます。 

○平賀貴幸委員 その要因の把握を恐らく今年度

やっていただけるということだと思いますので、

なかなかその上流、実際に足で上ってみないとな

かなか難しいものですから大変だと思いますが、

ぜひ把握した上で適切な対処を、来年度で全部終

わると思いませんけれども、そのスタート地点と

して取り組んでいただいきたいというふうに思い

ます。 

 それでは次の質問に移ります。 

 教育のほうに移らせていただきます。最初に学

校のグラウンドについてでありますけれども、中

央小学校で学校のグラウンドを芝生化してしばら

くたちます。 

 あそこの地域には土ぼこりの苦情があって、長

年懸案だったのですけれども、あの芝生化されて

から苦情も随分減ったと思いますし、かなり快適

で使い勝手もいいというふうに伺っております。 

 もちろん、整備する手間はいろいろかかるとい

うことなのですけれども、実際市としてはどのよ

うな状況だというふうに受けとめられているのか

伺いたいと思います。 

○林幸一管理課長 中央小学校につきましては立

地の状況から、委員お話しのとおりグラウンドの

砂じんが周辺住宅に影響を及ぼすことが著しく大

きかったことから、防止対策として芝生化したも

のであります。市としましては、現在の中央小学

校についての現状につきましては、市教委としま

しても学校にも特に砂じん等の苦情は来ていない

ということでお伺いしております。 

○平賀貴幸委員 理解をさせていただきました。

やはり効果があったのだなということだと思いま

す。快適性もかなり上がっているのだというこ

と、先生たちやお子さんたちから伺っているとこ

ろなのですけれども、ここを一つの例にして、予

算や手間はかかるのですけれども、各学校、順次

グラウンド芝生化できないかなというふうに思っ

ているのですけれども、考え方としてはいかがで

しょうか。 

○林幸一管理課長 現在、市教委といたしまして

は、土のグラウンドを各市内小・中学校のグラウ

ンドについて土のグラウンドを基本としていると

ころでございます。運動会前には、市教委のほう
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でグラウンドの整地、転圧等にも入るということ

をしておりますので、芝生グラウンドは維持管理

等の課題もあるということもございまして、ほか

の学校において芝生化する予定はございせん。 

○平賀貴幸委員 現在のところ予定はないという

ことは理解をさせていただきますが、ここは中央

小学校の芝生の利用状況等も、さまざまな形で調

べながら、今後も検討し、引き続き続けていただ

きたいというふうには思います。 

 次の質問に移ります。 

 学校教育計画策定が今年度行われることになっ

ております。この計画策定の基本的な考え方につ

いて伺いたいと思いますが、私が心配するのは、

これまで議論でもそうではないということは理解

していて、あえて申し上げますけれども、点数偏

重や学力偏重にならない計画をちゃんとつくって

いって実行していくことだというふうに思ってお

ります。 

 先日、第４中学校の卒業式に、私もそれから教

育長も出させていただきました。子供たちが壇上

に上っていくと、くるっと振り向くものですか

ら、どうしたのかなと思ったら、卒業生一人一人

が自分の声でスピーチをしておりました。恐らく

ぶっつけ本番だと思うのです。子供たちが思って

いるその思いを聞いていくと、思わず大人たちも

含めて涙が出そうになるぐらい、感動的なスピー

チでありまして、まさに第４中学校の教育という

のはしっかり子供たちを人材として育てているの

だな、豊かな情操教育も含めてされているのだな

ということを本当に実感できる大変すばらしい卒

業式でありました。 

 こういった教育が各校で実践できるような教育

計画に落としていただきたいと思いがあるもので

すから伺うのですけれども、どんな基本的な考え

方で進めていくのでしょうか。 

○林幸一管理課長 計画の策定に当たりまして

は、平成20年５月に策定した網走市の教育目標を

ベースとし、最近の教育環境を取り巻く環境の変

化などに対応しながら進めてまいりたいと考えて

いるところでございます。 

 策定のスケジュールといたしましでは、29年度

に市民アンケート調査を実施し、第１次策定委員

会メンバーを参考に、30年度に策定委員会を設置

し、計画の策定を進めてまいりたいと考えている

とこでございます。 

○平賀貴幸委員 スケジュールを含めて理解をさ

せていただきました。 

 ぜひ取り組んでいただきたいと思いますが、た

しかこの学校教育計画を過去に策定したときに、

子ども会議の設置というのを提案させていただい

て、この教育計画の策定のときから子ども会議が

かかわっていって今に至るという状況があるとい

うのも私も覚えております。 

 ぜひ、子ども会議もこの自分たちの計画ですか

ら、学ぶ計画ですから、かかわりを持ちながら学

校教育の計画を策定していくということは、私は

とても大切だと思うのですけれども、子ども会議

を再びそういう役割をしっかりと担っていくとい

う認識でよかったのでしょうか。 

○大西篤学校教育部次長 平成20年から実施して

おります網走市子ども会議につきましては、いじ

めの未然防止の取り組みなどについて、生徒同士

が交流するというような内容になっておりますけ

れども、市内の各学校の情報交流したり、学校間

の連携を深めることで、子供たち、自分たちの考

え方で、より豊かな学校生活をつくり上げていく

というような趣旨のもとで行われておりますの

で、そのような会議を今後も引き続き実施してい

きたいと考えているところでございます。 

○平賀貴幸委員 ぜひそういう役割を引き続き続

けていただきたいのと同時に、この学校教育の計

画策定に子供たちがやはりかかわっていくと。や

はり自分たちの学ぶところですから、そのままの

ところがどうあってほしいということも、過去に

は考えていったという経過が実はありますので、

ぜひそこをやっていただきたい。いわゆるそのス

テークホルダーを無視して政策をつくらないとい

うこと。これ基本だと思います。学ぶのは子供た

ちですから、子供たちにとってどんな学校であ

り、どんな学校教育の計画であるかというのがい

いかということを、ちゃんと聞いておいた上でつ

くるというのが、やはりとても大切だと思います

ので、ぜひ子ども会議はそういう形で活用してい

ただきたいし、そうあっていただきたいというこ

とを申し上げておきたいと思います。 

次に、ただいま政府の働き方改革が進んでい

る、進んでいるのか後退しているのか、いろいろ

な考え方があります。年間で720時間を働く時間

の上限に、そして繁忙期では100時間未満をとい

うところで、評価はさまざまありますが、決着を
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見るのかなというところでありますけれども、そ

こで伺わせていただきますが、学校現場の労働時

間の状況がどうなっているのかということ以前か

らやりとりさせていただいておりますが、市長部

局では１カ月当たりの残業時間について、100時

間を超えることも中にはあるという答弁があっ

て、やはり働き方改革が必要な職場なのだなとい

うことを改めて認識したところですけれども、網

走市の学校現場はどうなっているか伺いたいと思

います。 

○大西篤学校教育部次長 網走市の教職員の状況

ですが、教職員の時間外勤務に勤務時間外におけ

る業務実態の把握につきましては、各学校の管理

職が日常の中で、直接または、事前、事後の申し

出などにより把握している状況にございます。 

昨年11月に道教委は全道から抽出した小学校中

学校、高等学校、特別支援学校対象に、教育職員

の時間外勤務等に係る実態調査を行い、網走市に

おいては、小学校１校が対象校となりました。 

 このような調査が数年置きに行われております

けれども、公立学校の教員は、時間外勤務の時間

数に応じた給与措置がなされておりませんので、

時間外勤務の詳細な時間数については把握には

至ってない状況にございます。 

○平賀貴幸委員 しかしながら、法では把握しな

ければいけないことになっているわけですから、

ここは以前も議論しておりますので、ここで議論

しませんけれども、把握に努めていただく必要が

やはりあると思います。そこは現場の負担になら

ない形での把握が必要なのと、実態に合った把握

でないと多分、余り意味がないので、その辺も担

保できるような形をぜひ進めていただきたいと思

いますが、目安としていろいろ伺っていかなくて

はいけないなと思いますけれども、有給休暇の消

化状況がどうなっているか、伺うといろいろ見え

てくるものもあるかもしれませんので、まずそこ

を伺いたいと思います。 

○大西篤学校教育部次長 網走市の小学校中学校

教員の年次有給休暇の取得状況ですが、平成27年

度の調査の結果になりますけれども、小学校教員

で12日と６時間、中学校教員で11日と７時間とい

う平均値が出ております。 

○平賀貴幸委員 数字は理解させていただきまし

たが、まだまだその有給の完全消化ということを

考えると、道のりは半ばだなというふうに思いま

す。 

 ここをどう延ばしていくかということも考えな

ければいけませんが、子供がある、相手があるこ

とですので、なかなか難しいということは理解し

ますが、どのように取り組みを教育委員会ではさ

れているのでしょうか。 

○大西篤学校教育部次長 年次有給休暇の積極的

な取得につきましては、北海道教育委員会からも

指針が示されておりますので、そのような取り組

みの方法や先進的な取り組みをしている事例など

について、各学校に伝え、管理職が先生方に積極

的に休暇を取得できるように働きかけを行ってい

るところでございます。 

○平賀貴幸委員 引き続き、働きかけを続けてい

ただくとともに、効果的な方法というのはどんな

ものなのかということを含めて取り組んでいただ

きたいと思います。 

 これは管理職の側の働きかけももちろんですけ

れども、取得する側の意識の変化も必要なもので

あります。しっかり休みをとって、また頑張って

働こうという意識を持っていただけるようにする

ためにはどうするのかという取り組みも必要です

ので、ぜひ進めていただきたいと思います。 

 もう１点、数字を伺っていきますが、教職員の

皆さんの有症率、それから精神疾患の罹患率につ

いてはどのようになっているのか伺いたいと思い

ます。 

○大西篤学校教育部次長 網走市内の小学校、中

学校の教職員健康診断におけます有症率は今年度

62％となっておりました。道教委への報告義務が

ある30日以上の病気休暇を取得した教員は５名お

ります。うち90日以上で、休職の発令となってい

るのは３名という状況になっております。そのほ

か、各学校で病気休暇等とっている教職員の具体

的な状況については把握していないところでござ

います。 

○平賀貴幸委員 そういう形の数字でも、理解は

できますのでわかりましたが、30日以上の長い欠

席、休職、長く休まれる方が５名以上いて、休職

になる90日以上の方が３名いるということであり

ますが、決して少ない数字ではないというふうに

思いますけれども、教育委員会としてはこの数字

をどう受けとめていらっしゃるのでしょうか。 

○大西篤学校教育部次長 精神疾患で休む教員

が、やはり１人でもいれば、たとえ教員の母体数
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が1,000人いたとしても、１人だから少ないとい

うような見方ではなく、１名も出ないような労働

環境つくっていくことが大切であるというふうに

認識しております。 

○平賀貴幸委員 そこは全く同様の認識だという

ことを理解されました。学校現場の多忙化をどう

改善していくかというのは大きな課題であるとと

もに、解決がなかなか難しい課題でもあると思い

ます。 

 網走市においては、全学校で公会計が行われて

いる状況もあって、それも結果的に過去の答弁で

はそうではないというふうに言われていて、日常

見せるからそうではないのだとなっていますが、

実際現場の受けとめは、なかなかそうなっていな

い部分があるのも一つの要因だと思います。 

 決してそれだけが要因だということを申し上げ

るつもりもありませんが、そういった状況が発生

しないようにするためには、より教職員の方々

が、自由度の高いといいますか、精神的な負担の

少ない形での学校現場の研修の実施ですとか、さ

まざまな取り組みが必要だと思いますけども、そ

の辺についてはどう考えでしょうか。 

○大西篤学校教育部次長 各学校におきまして

は、これまでも時間外勤務の縮減に向けた取り組

みを進めておりますし、業務改善に向けた取り組

みを進めているところでありますけれども、例え

ば公務分掌の見直しですとか、会議の持ち方、業

務処理体制の改善などについて、これからも教育

委員会としましても、さまざまな先進的な事例を

紹介するなどして学校のほうに働きかけを行って

いきたいというふうに思っております。 

 また教職員の勤務時間等を把握するための仕組

みやシステムづくりなどについても、引き続き研

究を進めていきたいと考えているところでござい

ます。 

○平賀貴幸委員 いろいろと前向きな答弁をいた

だきましたので、教育委員会の学校教育について

の質問はこのぐらいさせていただきますが、ぜ

ひ、労働時間についても含めて、学校現場の負担

が一定程度に抑えられる状態で、子供にしっかり

向き合う時間を先生たちが持っていただいて、豊

かな教育を行うように、特にこういう世の中です

から、どうやって多様性を重用するのかというこ

とをしっかりと多様性を重要する心を育てるのか

というところに重点を置いた教育を行っていただ

きたいというふうに思います。 

 次の質問に移ります。 

○井戸達也委員長 平賀委員の質疑の途中ですが

ここで暫時休憩いたします。 

 

午後２時06分 休憩 

───────────────────────── 

午後２時20分 再開 

○井戸達也委員長 休憩前に引き続き、再開しま

す。 

 平賀委員の質疑を続行します。 

 平賀委員。 

○平賀貴幸委員 それでは質疑を続けさせていた

だきます。 

 市立図書館について伺いたいというふうに思い

ますが、まず市立図書館の利用状況について、こ

こ数年どのように推移しているのか伺いたいと思

います。 

○笹尾誠図書館長 過去３年間の数字でございま

すが、まず貸出冊数につきましては、 

25年度、19万8,225冊、26年度、19万2,841冊、27

年度、18万1,014冊。同様に、貸出人数３年間

は、25年度４万2,666人、26年度４万2,229人、27

年度４万867人となっております。 

 来館者数につきましては、25年度、14万7,319

人。26年度、14万7,609人。27年度、12万863人と

なっております。 

 図書館は本を借りに来館される方のほか、新聞

雑誌等で情報を得る目的の方もおり、本を借りる

目的以外の来館者がふえていると見ております。 

○平賀貴幸委員 さまざまなコンテンツがふえて

きている図書館でありますから、そういう状況に

ついては理解させていただきました。 

 次に利用の増に対する取り組みも、積み上げて

こられていると思いますけれども、どのような取

り組みをされてきたのか、改めて伺いたいと思い

ます。 

○笹尾誠図書館長 一つには開館日の拡大を進め

ております。 

 18年度より、祝日の一部開館、23年度より月曜

日を除く祝日の開館、27年度より月曜日が祝日の

場合の振替休日の廃止などを導入しており、開館

日数につきましては、26年度290日、27年度294

日、28年度は297日開館予定となっております。 

また、図書館の利用促進及び読書への興味や関
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心を引き出すための事業として、図書館まつり、

こどもの読書週間記念事業、小学校へのクリオネ

文庫、館内各種展示、ブックスタート事業などを

実施しております。 

 新規事業としては27年度から絵本パック事業、

児童館での読み聞かせ、読書ノート、28年度から

は、図書の福袋なども始めております。 

○平賀貴幸委員 さまざまな取り組みを積み重ね

てこられたことは理解されましたが、新年度は何

か、新たな取り組みに着手する予定はあるでしょ

うか。 

○笹尾誠図書館長 予算を伴う新規事業とうのは

予定をしておりませんが、職員間の工夫によっ

て、大人向け、子供向けの新規事業工夫しながら

実施をしたいということで内部では検討をしてお

ります。 

 以上です。 

○平賀貴幸委員 そういった思いの場ともつなが

れるのだなということを理解させていただきまし

たが、図書館についての最後の質問として、これ

からの市立図書館の方向性についてどうお考えな

のか答弁いただきたいと思います。 

 思いを込めて、ぜひ御答弁ください。 

○笹尾誠図書館長 全国的に図書館は最も利用さ

れる社会教育施設と言われております。 

 これまでのただ本を貸し出す施設ではなくて、

地域の人々の抱える問題の解決を手助けし、地域

を支える情報拠点としての役割もあると考えられ

ております。 

 そのために、全国の図書館で各種取り組みが進

められております。 

 網走市立図書館においては、市民が求める図書

を整備することはもとより、困ったときに図書館

がその解決のお手伝いができるよう、地域で役に

立つ図書館となることと考えております。 

○平賀貴幸委員 そういった図書館が今後も引き

続き思いをつなぎながら、開館していくことを私

も願うところであります。 

 続いて、エコーセンターについて伺わせていた

だきますが、同様に利用状況についてどのように

なっているか伺いたいと思います。 

○吉村学社会教育課長 エコーセンターの利用状

況についてですが、直近３カ年の貸し室の利用状

況を見てみますと、平成26年が7,123団体、14万

5,251名、27年度が6,981団体、15万2,488人、28

年度は２月までの概算となりますが、これまで

6,432団体、12万1,892人の方に御利用いただいて

おります。 

 利用人数の推移ということでございますが、エ

コーセンターは、エコーホールの稼働状況、入場

者数、もしくは大きな大会の使用によって、毎年

万単位で変動する部分はありますが、開館してか

ら14万から15万人の利用者の方で一定の推移をし

ているところでございます。 

○平賀貴幸委員 なかなか借りられないときもあ

るような状況も私も見ておりますので、よく使わ

れているエコーセンターでありますので、人の流

れも含めてしっかりと生み出している建物だとい

うふうに評価をさせていただきたいと思います。 

 次に、数年前から青年講座の開催が復活したと

いうふうに言っても私はいいのだと思うのですけ

れども、行われております。 

 公民館で以前やられているようなイメージで、

まだ規模としてはその当時ほどではありませんけ

れども、行われていると思いますが、その効果に

ついてどのようにとらえていらっしゃるのか、検

証を含めて伺いたいと思います。 

○吉村学社会教育課長 青年講座の取り組みとい

たしまして、地域学でありますあばしり学の中に

おいて、参加対象を20代から35歳程度の青年層と

いたしまして、網走の魅力を体験しながら、同世

代の仲間と交流を行う、アンダー35講座を平成25

年度から開設して、これまで継続しているところ

でございます。 

 活動の中心となるのは、流氷まつりでの雪像つ

くりといったことでございますが、地域の雪像づ

くりの講師に学びながら、企画から制作まで10日

程度の活動を行っているところで、28年度につい

ては、これまでで最高の男性13名、女性15名、合

わせて28名が参加をして雪像づくりを行っていた

だいたところでございます。 

 参加者の傾向を見ますと、ほかの青年団体に属

さない方、転勤族などの方、そういった方が気軽

にこの講座に参加して、同世代の仲間づくりをさ

れているのかなというふうに感じているところで

ございます。 

 また25年から取り組んでおりますが、毎年参加

している方があらわれてきて、さまざまな社会教

育事業にボランティアや参加者として、参加をし

ていただいておりまして、もともとは同世代の仲
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間づくりとして参加された方が、いろいろな社会

教育事業にかかわることによりまして、同世代の

みではなく、あらゆる世代との交流、そして網走

の魅力を知るというようなことが効果としてあら

われていると感じているところでございます。 

○平賀貴幸委員 理解をさせていただきました。 

 この講座が再び再開された形で、一定程度の効

果を出してるということを理解させていただきま

した。 

 ぜひこの講座については、今後の未来がどうな

るかというところ、参加者にある程度委ねる部分

は私は大きいのだというふうに思っておりますけ

れども、徐々に拡大をして、過去に行われていた

公民館での青年講座のようなものに昇華していっ

ていただきたいなというふうに思いますので、引

き続き実施状況を見ていきたいというふうに思い

ます。 

 最後に、図書館とエコーセンターについての最

後の質問ですが、まとめて伺います。 

 両方とも、第４次行政改革推進改革では、指定

管理者を検討する可能性があるものというふうな

位置づけをされております。 

 この二つの建物を指定管理者を通して検討する

意義が私にはよくわかりません。 

 その意義はどんなところにあるとお考えでしょ

うか。伺いたいと思います。 

○猪股淳一社会教育部長 図書館とオホーツク・

文化交流センターに関する指定管理者制度の検討

についてということでございますけれども、昨年

12月に策定いたしました第４次行政改革推進計画

において、検討する施設としたところでございま

す。 

この二つの施設につきましては、併設されてお

りますけれども、それぞれ性格も機能も異なって

おります。その中におきまして、単に経費の面だ

けではなく、利用者の方々の利便性の向上、教育

施設としての機能の維持強化、また、管理運営の

効率化などを含めた中で、指定管理者のメリッ

ト、デメリット、また他の自治体の事例などを検

討することによりまして、実施の可能性、また課

題は何があるのか、最終的には導入するのかしな

いのか。 

 そういう点につきまして、国などの議論も踏ま

えながら、今回の４次行革というこの機会に、関

係する方々も含めて、幅広く御意見をいただきな

がら検討することとしたところでございます。 

○平賀貴幸委員 やはり意義は理解できないので

すけれども、どういう形で検討するのかというこ

との概要だけは理解はできました。私はこの種の

施設は指定管理者にはなじまないというふうに

思っておりまして、初日に申し上げたとおり、経

営計画をつくっていって、そこで働く方々の環境

がよくなるためにもこう利用増につながっていっ

て、収入がふえてくるようなタイプのものであれ

ば、一定の意義はありますが、ここはもう既に十

分利活用されていたり、収入、これ自体が生むよ

うな施設ではないものでありますから、基本的に

はなじまないということを指摘をさせていただい

た上で、検討することを別にとめるつもりはあり

ませんが、そういった認識だということはお伝え

をしていきたいと思います。 

次にスキー場について伺いたいというふうに思

います。現在の網走のスキー場、レークビュース

キー場については、ゲレンデで降雪があれば圧雪

をして、滑りやすい環境が整えられている、いわ

ばファミリーゲレンデという位置づけだというふ

うに理解をしております。しかし、人気のあるス

キー場を見ていきますと、運用がそうではない場

合が少なからず見受けられます。 

 雪の降った日には、あえて圧雪をせずに新雪で

の滑り楽しんでもらうということが人気で、人が

集まっているスキー場というのが、かなりあるわ

けですけれども、網走市の近隣のスキー場でそう

いったタイプのスキー場はあったのでしょうか。

伺いたいと思います。 

○岩本博隆社会教育部次長 申しわけありませ

ん。近隣の新雪での滑走を行っているところにつ

いては、調査をしてないのが現状であります。 

○平賀貴幸委員 斜面のこぶをつくる関係で、そ

の部分が新雪になっているところあるのですけれ

ども、それを除くと基本的にはないという状況で

あります。 

 そうすると、雪の降った日にあえて圧雪をせず

に新雪を楽しむような環境を提供できるスキー場

になれば、今よりも網走市のスキー場の利用者は

確実にふえてくるだろうということが予測される

わけですが、その辺についての考え方はいかがで

しょう。 

○大西広幸スポーツ課長 降雪時の圧雪について

の御質問でございますが、今、現状、レーク



－ 224 － 

ビュースキー場では降雪時にはオープン時間まで

に全ての面をコース場圧雪しております。特に上

級者の方には新雪を滑ることを好むことは承知し

ておりますが、当スキー場につきましては、コー

スの数も限られておりますし、学校におけるス

キー授業の実施や、初心者の方など、幅広い方に

御利用いただいていることもありますので、上級

者向けとなる新雪コースの設置については困難で

あると考えております。 

○平賀貴幸委員 雪が降った初期の時期には、や

はり圧雪がどうとしても必要だと思いますが、一

定程度の積雪量があった状態で、新しく雪が降っ

てきたときには、それほど網走のコースの形状

上、初心者の方でも新雪を楽しむことは多分でき

るだろうというふうに、私自身、スノーボードで

すけれども、滑りますのでそう思いますので、そ

こは今後の状況を見ながら検討していっていただ

きたいなと思います。そういった形のほうが人が

集まるというふうに思います。 

次に、障がい者スポーツの関係について何点か

伺っていきたいというふうに思います。 

 網走市でも、障がいのある方々のスポーツ、そ

して障がいのない方々のスポーツ、これを進めて

いこうということが予算の中でさまざまな形で見

ているところであります。 

 特に障がいのある方々のスポーツについては、

予算措置もされて日体大と連携されて行われてい

くのも見ておりますが、オリンピックパラリン

ピックのブーム的な感覚がやはりあって、障がい

者のスポーツに注目が集まっているというのが一

つあるということも意味のあることだと思います

し、それに対して網走市がしっかり対応しながら

やっていくというのも、将来を見据えてとても大

切なことだと理解しております。 

 しかし、ここでパラリンピックとパラリンピッ

クアスリートへの支援だけで本当にいいのだろう

かということも、一つ考えなければいけないとい

うことがあるのだというふうに思います。 

 日本財団のパラリンピック研究会の調査という

ものがございまして、それを見ていくと、なかな

かその実態としては、難しい部分もあるのだなと

いうことがわかります。 

 まず、一つにパラリンピックについての認知は

とても多いのですけれども、全国障がい者スポー

ツ大会ですとか、アジアやパラリンピック競技大

会ですとか、デフリンピック、ろうの方々のオリ

ンピックです。知的障がいのある方のスペシャル

オリンピックスやジャパンパラ競技大会などにつ

いては、認知度が低いという状態があります。 

 そして、同じく調査をしていくと、なかなか障

がいのある方々の理解というところが正しくされ

ていないなという部分もあるなということも見え

ているのですが、基本的に障がいのある方々と接

触をすると、肯定的なイメージの醸成が図れるの

で、接触したほうがいいのだというふうに言われ

ております。 

 しかし一方で、接触後に否定的変容示すことも

あるというのは研究で明らかになっておりまし

て、それを防ぐためには事前にしっかりと学習を

積みながら、接触するということも大切だという

ふうに言われております。 

 そこで伺せていただきますが、まずその障がい

者のスポーツ、これパラリンピックの種目だと

か、パラリンピックの対象になっている障がい者

の人がどんな障がい者なのかということも、なか

なか実は理解されていなくて、0.5％から１％ぐ

らいしか実は理解されていないという研究データ

なのです。 

 しっかりとその辺りを周知していくということ

も、市としては大切だというふうに思うのですけ

れども、いかがでしょうか。 

○岩本博隆社会教育部次長 網走市では平成22年

から、パラリンピアンの合宿の受け入れを行って

おります。その成果もありまして、前回のソチの

オリンピックでは、バイアスロンで銅メダルを

とった選手も直前まで網走で合宿いただいており

ます。 

今、委員が御指摘のように、パラリンピックな

り障がいのある方のいろいろな認知といいます

か、知っていただくということは重要なことだと

思っております。 

今回も障がいのある方のスポーツ教室を開催い

たしますが、この第一歩だと考えておりますの

で、今、委員がおっしゃったようなことも後々広

めていけるような活動につなげていければと思っ

ております。 

○平賀貴幸委員 ぜひ、広報を含めて正しい情報

を伝えていただきながら、応援していくという姿

勢が大切だと思いますので、そこはぜひ取り組ん

でいただきたいというふうに思いますが、一方
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で、障がいのある方々と、ともに楽しめるスポー

ツをつくっていく必要性もあるのだというふうに

言われております。 

 今回の網走市の予算を見ると、一部ではそうい

うのもあるのですけれども、全体としてはまだま

だ、取り組み半ばかなというふうに思います。 

 これをアダプデットスポーツというふうに呼び

ますが、例えばその現在ある競技を少しルールを

変えることによって障がいのある方も楽しめるよ

うなものにするものです。 

 例えば、サッカーを視覚障がいの方と一緒にや

るとなかなか危険性も伴いますが、目隠しをして

音の鳴るボールを使って行うブラインドサッカー

などは、障がいのある方もそうでない方も一緒に

楽しめるスポーツとして、進めていったらどうだ

ということが進められていたり、さまざまな形で

障がいのある方々と一緒に楽しめるこのアダプ

デットスポーツの効果や必要性というのが言われ

ています。 

 これは二つの側面があって、一つは先ほど申し

上げたように障がい者の方々と接する機会をつく

ることと事前学習を含めて理解を深めるのが一つ

です。 

 もう一つは、障がいのある方々そのものがなか

なか運動の機会がないということもありまして、

その運動の機会をしっかり保障するために、障が

いがある方々だけで運動する場をつくるのは難し

いのだけれども、健常者の方々、障がいのない

方々と一緒のスポーツの場であれば、比較的つく

りやすいし、予算的にも確保しやすいからという

ことかあるのだというふうに思います。 

 こういった取り組みは、日体大にもぜひやって

いただきたいというふうに思いますが、先進的に

道内で取り組んでいるのは御承知だと思いますが

岩見沢の教育大学であります。 

 先日、金兵議員と一緒に、北海道若手市議会議

員の会の研修会でも実際に我々も体験させていた

だきましたが、思った以上に体力も使いますし、

なかなかおもしろいものでありまして、こういっ

たものをぜひ網走でも進めていただきたいなとい

うふうに思っております。 

 聞くところによると、研究費があるので、網走

市の学校に伺って学校教育の中でそういうことを

実践してデータをとっていく、意識がどう変わる

のか、実施前と実施後で。そういったこともやれ

るということでありますし、もちろん日体大等、

取り組むスポーツ課の事業にもいろいろな形でコ

ミットできるのではないかなというふうに思うの

ですけれども、ぜひ検討していただきたいと思い

ますが、いかがでしょうか。 

○岩本博隆社会教育部次長 道内では、岩見沢が

生涯スポーツをかなり充実した内容で行っている

ということは承知しております。 

 今回行います障がい児、障がい者スポーツ教室

におきましては、指導の関係は、スポーツ推進、

それから障がい者関係団体の関係者、それから今

委員からもありましたように、日体大高等支援学

校の先生にも、何コマか御指導をいただく形に

なっております。そのような先生がいらっしゃる

ということであれば、予算の関係もありますが、

先進地の講師派遣につきましても、状況見ながら

検討してまいりたいと考えております。 

○平賀貴幸委員 研究を進めている先生はパラリ

ンピックのオフィシャルコーチでもありますの

で、そういった意味ではさまざまな知見もお持ち

だというふうに思います。 

 それほど予算もかからずに、研究の一環として

も来れるということでありますから、ぜひ情報交

換等していただいて、網走市でも日体大の設立と

あわせてアダプデットスポーツも広がっていくこ

とを望みながら、障がいのある方の参画の形が、

就労ということでとかく言われがちなのですけれ

ども、働いた後の充実がなければ実は就労の充実

もないのが障がい者福祉の支援のあり方でして、

なかなかその仕事をしていても、仕事が終わった

後に楽しいことがなければ、仕事自体がうまくい

かなくなって崩れていくというケースも実は多々

ありますので、ぜひそういったとことも網走でき

るようになっていただくことを求めて、私の質問

を終わります。 

○井戸達也委員長 立崎議員。 

○立崎聡一委員 私のほうから早速質問させてい

ただきます。 

 河川管理事業につきましては、古都委員、それ

から今、平賀委員のほうから質問させていただき

ましたので割愛させていただきます。同じ82ペー

ジの除雪の事業についてお伺いしたいなと思いま

す。 

 除雪は冬場の北海道で生活する上で、生活道路

を確保するという意味合いからも、欠かせない事
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業だというふうに考えております。 

 この冬は大きな吹雪も少なかったものの、昨年

の初雪が11月４日という思いもよらぬ早い時期か

ら始まりまして、除雪事業に対してもかなり心配

されたのかなというふうに思います。 

 ことしの予算書の中で、除雪作業車の整備事業

というふうにあります。除雪車の更新だというふ

うに考えますが、どの機械を更新するのかまずお

尋ねしたいと思います。 

○高橋勉土木管理課長 平成29年度、更新を予定

しております除雪作業車でございますが、除雪

ドーザーを更新予定としております。更新対象車

両現有車両でございますが、平成14年式の車両で

ありまして稼働時間も一定期間を経過しているこ

とから、29年度において、国の社会資本整備総合

交付金を活用し更新を図っていきたいと考えてお

ります。 

○立崎聡一委員 昨年度も更新されていますし、

その前の年も多分更新されていると思います。 

 今回は除雪ドーザーということで、平成14年、

一定時間動いているということで、そういう時期

なのかなというふうに思いますが。去年、それか

らその前に入った除雪専用車両だったと思うので

すけども、そこら辺の使用状況というか、どのよ

うに変わったのかなというのをちょっと聞きたい

なと思います。 

○高橋勉土木管理課長 お尋ねの平成27年度及び

28年度に導入いたしました除雪専用トラックの関

係でございますが、まず平成27年度に導入いたし

ました車両については、現在も西部地区を中心に

除雪に活躍しております。 

 それから、本年度28年度に導入しました同じく

除雪用トラックでございますが、こちらについて

はことしの１月の上旬に納車されたこともありま

して、まだ実績としてはそれほど出動回数は多く

はないのですが、こちらについては中央地区、東

部地区といったらよろしいでしょうか、そこを中

心に除雪を行っている状況でございます。 

 その効果の関係でございますが、私どもも道路

をパトロール、一定間隔で行っておりますけれど

も、除雪後の状況が、かつての車両で行う除雪よ

りは、除雪専用トラックは荷台部分にサイドウイ

ングというものを格納しておりまして、それによ

り道路脇に積もった雪も、道路と一緒に除雪をし

ていけるというふうな利点がございまして、非常

に道路脇の積雪の高さを抑える部分に効果的でも

ありますし、また運転作業に従事している者か

ら、非常に効率がいいと。 

 地域の声をお聞きしますと、あのトラックは非

常にいいねという声もいただいているような状況

で、27年、28年度に導入したこの除雪専用トラッ

クについては一定の効果があるものと考えており

ます。 

○立崎聡一委員 除雪トラックの話になる、これ

決算のときに言えばいいのでしょうけれども、実

際使った、使われた路線を見ますと、やはり今、

課長が申したとおり、かなりの効果があるのだな

と。ことしは幸い吹雪が少なくて、そんなにとい

う気もするのですけども、やはり毎年吹きだまる

ところは一緒で、その部分についてもかなりの効

果が得られた。 

それとそのサイドウイング、逆な使い方もとい

う言い方が変なのですけども、一度掻き出してか

ら、その前の年に導入されているロータリー車で

雪を飛ばして道を拡幅するっていう意味合いから

も、かなりの効果があったのだろうなというふう

に思います。 

 実際、除雪っていうのは先ほど１番最初に申し

たとおり、市民の足を確保するための方法であ

り、手段であり、効果的に行われることが１番い

いことだなというふうに思います。 

 これからの次年度、またその次の年に向けて

も、冬場の交通網を維持するために、今回のドー

ザーの予定なのですけど、きちんと進めていって

いただきたいなと思います。 

 次に行きます。 

 公園緑地管理事業の82ページ。公園緑地管理事

業の地域パークゴルフ場管理について、事業内容

を確認したいと思います。 

○高橋勉土木管理課長 地域パークゴルフ場管理

事業についてでございますが、事業の内容といた

しましては市内に８カ所ございます地域で管理さ

れているパークゴルフ場について、市は、日常の

芝生等管理に必要な芝刈り機の貸与や点検整備、

そして芝生に必要な肥料等の消耗品を地域に提供

を行うというようなものでございます。 

○立崎聡一委員 その事業に関して、例えばある

程度決めっていうのはあるのでしょうか。 

○高橋勉土木管理課長 この事業の決まりという

規則とか、そういったものは全くございませんけ
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れども、お尋ねの部分は地域が管理するものに対

して、市はできる範囲で助成をさせていただくと

いうようなものですが、決まりの部分ですが、先

ほど申しましたとおり特別な規則等はございませ

んが、シーズンの初めには地域の代表者にお集ま

りいただきまして、打ち合わせ会議を行いなが

ら、双方でさまざまな意見交換を行いながらこの

事業を実施しているというところでございます。 

○立崎聡一委員 打ち合わせで行う、一応皆さん

いろいろ意見を持ち寄ってくるかと思うのですけ

ども、芝刈り機を対応させて、あと肥料をそれぞ

れ配るという。それぞれ地区によって多分やり方

も違うでしょうし、それから管理されている人た

ちの集まり、集団と言ったらいいのでしょうか、

町内会単位でやっているところもあるでしょう

し、それから同好会なんかの形でやっているとこ

ろがあると思います。 

 いずれにしても、パークゴルフというのは比較

的高齢の方が行うスポーツであります。家から、

出づらい、うちの父なんかもそうなのですけど

も、パークゴルフがあるからといって出ていくと

いう。まず、引っ張り出すっていう言い方が

ちょっと乱暴なのですけども、地域のいろんな人

とお話をしてもらうということが、やはりいろい

ろな意味で健康の面からも、それから痴呆の面か

らもいろいろ意味で、いいことなのだろうなとい

うふうに思います。 

 この事業につきましては、これも引き続き続け

ていっていただきたいのですけども、なるべく寄

り添った形で、その話し合いの中でいろいろなこ

とを取り進めていっていただきたいなというふう

に思います。 

 一人一人が元気になることが、当市が元気にな

ることだと思いますので、引き続きよろしくお願

いを申し上げまして、私の質問を終わりたいと思

います。 

○井戸達也委員長 松浦委員。 

○松浦敏司委員 質問いたします。まず初めに家

賃収納向上対策、前段で他の委員が質問しました

けれども、この中で２件ほど、２世帯ほど、裁判

手続をするというようなことでありましたが、ま

ず最初に伺いたいのは、この間、家賃の滞納者へ

の対応というのはどんなふうに行ってきたのか伺

います。 

○小原功建築課長 家賃滞納者についての市の対

応でございますけれども、まず毎月の決められた

日までにお支払いがない場合、督促状を出す形に

なります。またさらに、年４回、催告書という形

で、無理のない方に対して発送をしてお知らせ

し、納入を促しております。 

 その後でございますけれども、継続して、３カ

月、４カ月、５カ月たたれる方についても同じよ

うな電話をかけて督促なりをお願いするのですけ

れども、文書での通知で申しますと７カ月以上滞

納された方に対しましては、退去勧告を文書発送

しております。 

 また退去勧告を受けたにもかかわらず、未納で

すとか、その後、約束を不履行される方に対して

は、今度は明け渡し予告というものを出させてい

ただいております。 

その明け渡し予告を受けたにもかかわらず納入

のない、いわゆる悪質と判断した者に対し、今回

のような明け渡し請求訴訟を起こすことの手続を

とってございます。 

○松浦敏司委員 わかりました。それで今回２世

帯ほどあると、先ほど言っておりましたけれど

も、この方の100万単位というお話もあったので

すが、これはそれぞれ何か月分でそのような金額

までいったのか伺います。 

○小原功建築課長 過年度の滞納繰越分も合わせ

ての月数でございますけれども、現在のところ一

番多い方、月数で申しますと27カ月。次の方が月

数で申しますと金額は低いのですけれども、月数

でいくと38カ月という状態でございます。 

○松浦敏司委員 結果としては、この間いろんな

手続をしたけれどもこういうふうになったという

ことなんだろうと思います。それはそれでやむを

得ない状況だというふうに思います。 

 それで、とりあえずそのように今回はするのだ

けれども、実は、９カ月未満の人たちも多分一定

数いるのだろうと思うのですが、その辺はどれぐ

らい世帯数ではいらっしゃるのか伺います。 

○小原功建築課長 ７カ月以上超えた方に対して

は毎月の変動がある中での通知ということでして

おりますことから、今現在の９カ月以上というそ

の方の数字は持ち合わせておりませんけれども、

大体10件ほどの状態でございます。 

○松浦敏司委員 大概の人は何らかの形で二、三

カ月滞納なって、そして市の督促なり催促なり、

あるいは７カ月になれば退去というようなことも
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通知がくるわけですから、一般の人で言えば少な

くとも一気に払えないにしても、分割で払ってい

くというようなことになるのだろうというふうに

思うので、そういう点では、担当者の方も非常に

大変だと思うのですけれども、やはりしっかりと

した対応というのが必要なのだろうというふうに

思います。 

生きていく上で、家賃を払うというのは、これ

は月々払うというのが、本来のものですから。た

だ、市民の中には突如収入が減ったとかというこ

とで、それが結果として後回しになるとそれが悪

循環のもとにもなると。 

 結果としてこういう形になるのでしょうけれど

も、こういった裁判だとかということはできるだ

けないことが望まれるのだろうというふうに思い

ますが、これについてわかりました。 

 次に、住環境改善補助金について伺います。 

 昨年同様、1,000万円の予算が計上されており

ます。これは昨年から始まった事業であります

が、昨年の実績について、件数と金額伺います。 

○小原功建築課長 昨年４月、年度で申しますと

今年度になりますけれども、予算額1,000万円で

100件を予定しておりましたけれども、今回、現

在のところの実績で申しますと、一般世帯が77

件、子育て世帯が21件、太陽光発電システム導入

の方が１件、ペレットストーブ設置の方が１件、

合わせましてちょうど100件ということになって

おりまして、補助額総額では、現在のところ940

万円を少し超えた状況となってございます。 

○松浦敏司委員 この実績について原課としては

どのような評価をしているのか伺います。 

○小原功建築課長 この予算を計上時の件数の把

握につきましては、市内の各事業者さんに予測と

してどのぐらい必要があるのかということを調査

をした結果が100件ということで計上したところ

でございまして、その見込みどおりの今のところ

の推移であるかなというふうに考えております。 

○松浦敏司委員 見込んだとおりになったという

ことなのだろうと思います。 

 それで昨年一般質問で、私伺いましたけれど

も、経済波及効果という点では相当あるというふ

うに部長のほうから答弁あったわけですが、この

点ではどのような状況か、もしわかればおおよそ

でもいいのですが、伺いたいと思います。 

○小原功建築課長 補助の申し込み時におきまし

て工事の契約額も記載をしていただいているとこ

ろでございますけれども、現在、先ほど申し上げ

た補助額940万円を少し超える額に対しまして、

２億3,200万円の工事契約となっております。 

 倍率でいきますと24.7倍ということになりま

す。また一般的にはその費用対効果というのは工

事費の1.5倍ということとされておりますことか

ら、額にいたしまして３億5,000万円ほどという

ふうに推計をされます。 

○松浦敏司委員 そういう意味では非常に有効な

事業だったと思うのです。 

 そういう意味では、ことしも実は1,000万とい

うことなのですが、ことしの計算から言えば昨年

同様というような計算で、この予算を計上したと

いうことなのでしょうか。 

○小原功建築課長 あらゆる機会を通じて周知を

図っていこうかとは考えておりますけれども、見

込みといたしましては昨年同様の算定をしており

ます。 

○松浦敏司委員 それで例えば、一時この住宅リ

フォームが非常に人気が出た時期が以前あったの

ですが、今もないわけではないです。当初予定よ

りオーバーするというような事態も考えられると

は思うのですが、その場合、例えば補正を組んで

でもやるというふうに考えてよろしいでしょう

か。 

○小原功建築課長 リフォーム融資の資金制度の

中では、過去に補正予算を計上し増額分に対応し

たということもございますので、私といたしまし

ては、市といたしましては、申しわけございませ

ん。市といたしましては、この新たな住環境改善

制度につきましても、同じようなことでの対応を

したいと考えております。 

○松浦敏司委員 わかりました。ぜひそうあって

ほしいと。これは、波及効果という点からいって

も、やはり先ほど答弁があったように非常に大き

いものがありますから、網走市の建築関係の業者

の仕事をつくるという点でも非常に重要だという

ふうに思います。 

 それで、これはあえて伺うのですが、国の補助

制度の中で、既存住宅の長寿命化とともに、若者

の既存住宅取得や３世代同居に対応するリフォー

ムを支援するということで、長期優良住宅リ

フォーム推進事業、これは国の制度として41億円

があります。 
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 なかなか３世代同居というのは、網走ではそう

そうあるものではないと思うのですが、３世代同

居改修工事というのは、工事完了時にキッチン、

浴室、トイレ、玄関のいずれかの二つ以上が複数

箇所あることが要件だけれども、こういう制度が

あるのだそうです。 

 この場合、この住環境改善補助金というのはこ

の制度とは直接リンクはしないのでしょう。 

○小原功建築課長 今、委員おっしゃられた制度

につきましては、国の補助制度ということになっ

ております。 

○小原功建築課長 市のこの制度とは関連をする

ものではございません。 

○松浦敏司委員 わかりました。とりあえずここ

については理解いたしました。 

 住宅リフォーム融資資金については、平賀委員

が質問しましたので割愛して次に移ります。 

 住宅供給計画についてです。これも先ほど平賀

委員が質問をしたところでありますが、新規の予

算ということで400万円ありまして、高齢者や子

育て世代の居住支援とあわせて、市営住宅管理戸

数や整備手法等の検討を行うというふうにありま

すけれども、具体的にはどういう計画なのか、ま

ず伺います。 

○小原功建築課長 まず事業概要からもう少し詳

細な御説明させていただきますけれども、この事

業計画策定に至ったことにつきましては、人口減

少、少子高齢化の進展などを背景に、住宅セーフ

ティーネット機能の強化や、空き家等の有効活用

が重要な課題となっている状況を踏まえ、平成29

年度に住宅供給計画を策定するものでございま

す。 

 この計画では、高齢者や子育て世帯向けの住宅

供給計画を初め民間賃貸住宅の活用や、市営住宅

の管理戸数、整備手法などもあわせて検討するも

のでございます。 

この計画の中で子育てエリア、また、高齢者エ

リアの設定を行うものでございます。 

○松浦敏司委員 多分これは政府が2014年から地

方自治体に対して、施設の統廃合縮小による集約

化を迫る、公共施設等総合管理計画の策定を要請

してきた中で、この計画を作成したのではないか

というふうに私は思うのですが、そういうふうに

捉えてよろしいでしょうか。 

○小原功建築課長 ただいまの委員がおっしゃら

れた公共施設等総合管理計画との関連でございま

すけども、一部市営住宅につきましては、昨年、

市が策定した、その管理計画の中でも市営住宅に

ついて継続する更新するという簡易的な結果が出

ておりますけれども、それらのそこの部分につき

ましては、それらの結果も市営住宅の今後の住宅

管理戸数のあり方という、供給戸数の検討の中で

は一部リンクしますけれども、その制度を受けて

この計画をつくるというものではございせん。 

○松浦敏司委員 ということは、市独自の考えの

もとでこの計画を立てているということに捉えて

よろしいでしょうか。 

○小原功建築課長 今回、次年度策定するこの住

宅供給計画では、民間の賃貸住宅も活用するとい

うことでございますので、先ほどのは公共施設の

管理計画ということでございますので、それらを

含めて住宅部分の特化した計画を立てるというこ

とでございます。 

○松浦敏司委員 民間が入っているからというこ

とですけれども、ただやはり、全く関係ないかと

いえばそうではなくて、やはり国がそういう方向

で推進してきていますから、多分一部については

そういうリンクするということなのだろうという

ふうに思います。 

 それで、政府はこれ以上の市町村合併というの

が一時相当強力に、平成の大合併と進められまし

たけれども、これ以上市町村合併を進められない

というような地方の反対があって、そういう状況

の中で実は、地方財政を削減する新たな方策とし

て先ほど言った公共施設等総合管理計画というの

が出されて、そして施設更新に有利な地方債を創

設して自治体がこれを活用する。そのためには、

管理計画を策定すると、このことが条件にしたと

いうふうに私は聞いておりますが、そういう関係

で全国の自治体は2016年度末までには、全てのほ

ぼ全ての自治体がこの計画を策定されるというふ

うに言われております。 

 私はそういうふうに認識しているのですが、そ

のことの認識や、市の認識を伺いたいと思います 

○秋葉孝博財政課長 全体的なことになりますの

で、私のほうから申し上げます。 

 まず、公共施設等総合管理計画につきまして

は、議員お話のとおり、国のほうで一体的にまち

もつくるようにということで進めておりまして、

さきに先日、完成したものを議員皆さんにお配り
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をしたところでございます。 

 まずこの計画につきましては、あることが前提

で取り壊し、解体にまず除却債が使えるというこ

とと、それから公共施設等最適化事業債といっ

て、補助金にかわるような地方債が打てるという

ことと、あとその基本計画の下に、個別施設計画

というのをそれぞれつくることになります。 

 今お話の建築ですと、国土交通省が所管しまし

て長寿命化計画、こうしたものが実際個別施設計

画になるのですけども、こういうものを作成しな

いと、今後の社会資本整備交付金、こうしたもの

の配分にも影響があるということが一部情報とし

て流れているのですが、具体的に、29年度に向け

て国土交通省がそうするというのはまだ正式には

出ていないと思います。 

 ただ、議員御指摘のとおり、こうした交付金の

配分に影響は徐々にですが出てくるものというふ

うに考えております。 

○松浦敏司委員 よくわかりました。そういうこ

とだろうと思います。 

 次に行きます。道路整備事業についてでありま

す。 

○井戸達也委員長 松浦委員の質疑の途中です

が、ここで暫時休憩いたします。 

午後３時12分 休憩 

───────────────────────── 

午後３時22分 再開 

○井戸達也委員長 休憩前に引き続き、再開いた

します。 

松浦委員の質疑を続行します。 

 松浦委員。 

○松浦敏司委員 それでは次に、道路整備事業に

ついて質問します。 

 生活道路ということで、1,500万円の予算であ

ります。これはたしか、私の記憶が正しければ、

大場前市長の時代に生活道路整備するというよう

なことで、当時は毎年１億円ほど予算を組んでい

たということで、徐々にその整備も進んできたの

かなというふうに思います。 

それで、ことし、こういう予算なわけですけれど

も、今後整備が必要な路線と距離はどのくらいあ

ると考えているでしょうか。 

○立花学都市開発課長 生活道路整備事業の今後

の見通しについての御質問でございますけれど

も、生活道路事業につきましては、私道路の排水

整備及び舗装化を行う事業でございます。委員の

お話のとおり、平成13年度、かなり前になるので

すが、13年度から整備を行っているところでござ

います。 

全体の整備計画では路線数、87路線、延長にい

たしまして約18.3キロの整備計画がございまし

て、そのうち、175路線、延長17.3キロ整備が完

了しているところでございます。整備率で申し上

げますと、94.7％の数字でございます。 

平成29年度におきましては、４路線、延長328.5

メートルの整備を予定しているところでございま

す。 

今後の見通しといたしましては、全ての路線が

終わる、残り８路線、延長にいたしまして641

メーターの計画を今後も進めていきたいというふ

うに考えているところでございます。 

○松浦敏司委員 私道の舗装ということで、なか

なかいい取り組みだなというふうに思っておりま

すし、あと数年かかるのかなというふうにも思う

のですが、見通しとしては、あと何年くらい、こ

の路線終わるのにはかかると見込んでいるので

しょう。 

○立花学都市開発課長 現在残るメーター数とい

たしましては、641メーターの整備延長が残って

いるという状況でございますが、このうち、私道

路の所有者の方の同意があって整備を完了してい

くという流れで整備をしていくこととなります。 

 この641メーターの全ての方が了解をいただい

たということが前提になりますけれども、このま

まの推移でいきますと残り３年程度で終わるかな

というふうに考えているところでございます。 

○松浦敏司委員 理解いたしました。 

 課長言ったように私道ですから、所有者の許可

がないと勝手にはできないということであります

ので理解いたしました。 

 次に、市道整備について伺いたいと思います

が、金額にして１億2,900万円の予算をついてお

りますが、今回この予算に対する幾つの路線で距

離数にするとどのくらいなのか伺います。 

○立花学都市開発課長 市道整備事業についての

整備の内容についての御質問でございますけれど

も、市道整備事業につきましては、老朽化しまし

た排水施設、また歩車道の道路改修並びに舗装道

路の舗装補修修繕を中心に、緊急度や地域のバラ

ンスを考慮しながら、計画的に整備を行っている
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状況でございます。 

平成29年におかれましては、舗装修繕を除く道

路改良、道路改修においては、10路線、延長で約

1,020メーターを予定しているところでございま

す。 

○松浦敏司委員 全体で、いわゆる老朽化ってい

いますか、相当数減ってはいるのだけれども、市

道によっては、側溝の状態でマスが入っていな

い、そういう状態のところが結構まだ残っている

のだと思うのですが、その辺は、そういう路線と

いうのは、どのぐらい今のところ残っているの

か。おおよそでよろしいのですが、わかれば伺い

たいと思いますが。 

○立花学都市開発課長 現在、委員のお話のある

ような、道路脇に側溝が整備をされて道路の形態

になっている路線というのは、非常にたくさんご

ざいます。 

 そのうち、私たちで進めております整備といた

しましては、排水の機能が保てなくなるような、

冬期に起きる凍上等によって排水機能が損なわれ

るというような状況になっている路線をピック

アップいたしまして、順次、整備をしていくとい

う状況でございますけれども、そこに特化した路

線の本数延長については、大体、20路線程度ある

かなというふうに私の頭の中では理解していると

ころでございます。 

○松浦敏司委員 わかりました 

 それで、優先順位というのは基本的に、やはり

子供たちが通るような道路というのは、やはり優

先して整備していかないと、相当状況が悪いとこ

ろもあると。高学年の子供であればいいにして

も、やはり低学年の子供が歩くときに、うんとい

うようなところも見受けられるのですけれども、

そういったところは比較的、どちらかというと優

先的に整備をするという考えでよろしいでしょう

か。 

○立花学都市開発課長 通学児童が通る、そこの

修繕箇所を優先するというお話なのですけれど

も、基本的な考え方としては、緊急に危ないとい

うような状態があれば、適宜、部分的な補修につ

いては行っているところでございます。 

また全体的に改修を行っていく場合におきまし

ては、緊急度、老朽化の状況等を踏まえまして、

計画的に事業を進めていく予定でございますけれ

ども、老朽化の進行がさらに進んでいくという状

況もありますし、緊急度によって偏るような地域

に、例えば駒場、つくしに厚く整備をするという

わけにはなかなかいかないものですから、地域の

バランスを見ながら整備をしていきたいというふ

うには考えているところです。 

○松浦敏司委員 理解いたしました。 

 次に、冠水対策について、今回2,600万円の予

算がありますが、これはどういう事業なのか伺い

ます。 

○立花学都市開発課長 冠水対策の事業の内容で

ございますけれども、冠水対策事業につきまして

は、集中豪雨のときに非常に道路冠水の被害が、

平成24年度当時から頻繁に発生している状況でご

ざいます。それを受けまして、平成25年度から下

水道事業と連携をとりまして、下水排水を良好に

する改良を行っている事業でございます。 

具体的には、水が集まる構造の場所に、既存で

雨水ますが通常つくのですけれども、そこの取水

面積を広げる対策を行うことで、より早期に水が

排水されるという仕組みづくりを行っている事業

でございます。 

○松浦敏司委員 そういう、これは、いわゆる防

災や減災の対策にも通じると思うのです。結構、

市内には、そういう雨が集中することによって、

一時、相当のところで、水たまりができて通行ど

めなるということも起きて、この間、開設する中

で相当改善されたとは思うのですが、それでもや

はり、一定のところは、水たまりになってしまう

と、何カ所はまだ通行どめになったりするところ

があるので、これはぜひ、できるだけ速やかに集

中豪雨に対応できるようなことでやっていて欲し

いというふうに思います。 

次に移ります。教育費の関係であります。 

 まず初めに、いじめ問題についてです。先ほど

も質問がありましたけれども、そこで伺いますけ

れども、最近のいじめの傾向と内容について、話

できる範囲で伺いたいと思います。 

○大西篤学校教育部次長 先ほどの答弁と重複す

る部分がありますけれども、当市におきますいじ

めの状況につきましては、今年度11月に実施した

いじめアンケートにおいて、小学校で６件、中学

校で17件のいじめを認知しております。 

その内容は、悪口や嫌なこと言われるが最も多

く、次に無視をされるという順になっておりま

す。これは、全国調査で行った結果と同様の傾向
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になっております。 

○松浦敏司委員 例えば、いじめと言ってもそう

いうものと、暴力行為というのもあり得ると思う

のですが、そういったケースというのは今のとこ

ろは網走では起きていないというふうにとらえて

いいんでしょうか。 

○大西篤学校教育部次長 いじめの対応の中に、

軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれた

り、蹴られたりするというよう項目もありまし

て、１件だけですがそこにカウントしている事例

もあります。 

○松浦敏司委員 わかりました。数年前にでした

か。文科省で、このいじめの問題で実態調査をす

るという中で、実態調査の質問項目とか、そうい

うのがある中で、非常にその数字が上がることに

よって、その学校の評価につながるような状況が

あって、一時全国的に急にこのいじめが少なく

なったということがあったのです。その後また、

変化して今のような状況になっていると思うので

すが。 

当然いじめの中身も変わるし、状況も変わりま

すから、その調査内容、実態調査内容が若干変わ

るのはあり得るとは思うのですけれども、今現

在、どのような報告がなされているのか、あるい

は北海道独自で調査をしているというようなこと

も伺ったことがあるのですが、その辺、概略を伺

いたいと思います。 

○大西篤学校教育部次長 網走市のいじめの状況

につきましては、小学校で、平成26年、小学校６

件、中学校８件、平成27年度の、失礼しました平

成27年度の調査で小学校６件、中学校８件だった

ものが、先ほど申し上げたとおり、今年度11月で

は小学校６件の中学校が17件というような認知件

数になっているところなのですが、積極的な認

知、これぐらいはいじめではないというような学

校側の勝手な判断ではなく、子供たちがいじめを

受けているというふうに感じたものは積極的に認

知をして報告するようにというようなことがあり

ましたので、北海道全体では平成26年度に1,036

件だったものが、平成27年度は3,486件という認

知件数が報告されるような状況になっておりま

す。 

○松浦敏司委員 こういう実態調査をする上で、

調査の項目によっては、相当違いも出てくるとい

うようなことであって、いずれにしても相当数ま

だあると。根絶するのはなかなか難しいことだと

思うのですが、私はやはり大事なのは、いじめに

ついては、やはり学校全体で取り組まないとなく

ならないと。そして、それぞれのクラスでいじめ

についてしっかり担任の先生も初めとして、クラ

ス全体でいじめは人間としてやってならないのだ

というようなことを、しっかり認識する必要があ

ると。 

そういう中であっても、やはり人間ですから、

たくさんいれば、人それぞれでありますので、そ

ういったいじめが出るということもあるのです

が、そのときに、どう学校の先生や子供たちと力

を合わせて対応して、いじめを早くなくすかとい

うことが大事なのだろうというふうに思うので

す。 

 そういう意味では、早期発見、そして早期対応

というのが求められているのではないかと思うの

ですが、その辺で市教委としての基本的な考えを

伺いたいと思います。 

○大西篤学校教育部次長 いじめの未然防止のた

めには、豊かな人間関係づくりや生活規律の指導

が重要でありまして、学校の教育活動全体で行う

道徳教育との関連を図りながら、相手を思いやる

こと、規則を尊重すること、寛容の心を持つこと

などについて継続的な指導を行っているところで

す。 

 各学校に対しましては、今御指摘がありました

とおり、いじめの早期発見、早期対応の取り組み

を担任１人に任せるのではなく、組織的に行うと

ともに、いじめはどんなことがあっても許されな

いという指導を徹底するよう、校長会や教頭会議

でも教育委員会から指導しているところでござい

ます。 

○松浦敏司委員 ぜひ、問題は学校全体がそうい

うふうになるかということがあるので、その辺

は、ぜひ市教委としても目配りをして、全ての学

校全体で、いじめ問題に取り組むというようなこ

とでやっていて欲しいというふうに思います。 

次に移ります。カウンセリングの関係で、さき

に他の委員からも質問がありましたけれども、今

現在は道から１人来てやっていると。そこに市単

独でもう１人というようなお話でした。 

 そこで、伺いたいのは、今回、網走市で独自で

採用するカウンセラー。どういった身分になるの

か、伺いたいと思います。 
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○林幸一管理課長 委嘱による対応を考えている

ところでございます。 

○松浦敏司委員 委嘱するということでしたが、

予算を見ますと220万8,000円というふうになって

おりまして、一般的に、これでは相当給料として

は、委嘱にしても少ないのではないかなというふ

うに私は感じたのですが、この220万8,000円とい

うのは基本的には人件費というふうに捉えてよろ

しいでしょうか。 

○林幸一管理課長 予算としましては報償費で計

上しているところでございます。 

 内訳で言いますと、報償費単価4,000円としま

して、道教委派遣のカウンセラーは年間560時間

を上限として派遣を受けているところでありま

す。予算額につきましては、道教委派遣のカウン

セラー報酬単価を基本としているところであり、

市費負担についても年間560時間の業務で試算し

ているところでありますが、報酬につきまして

は、4,000円掛ける560時間という算出になってお

ります。 

○松浦敏司委員 そうすると公務員でもなく、と

いうことになって、例えば社会保険制度とか、共

済制度とか、そういったものには入らない身分に

なるのでしょうか。 

○林幸一管理課長 委員のお話のとおり、そうい

うことになります。 

○松浦敏司委員 今現在、カウンセラーがどれく

らいいるのかわからないのですが、決して多くな

いのだろうと思うのです。それぞれ皆さん苦労し

てカウンセラーを探しているというようなことだ

と思うのですが。 

今現在、わかればでいいのですが、全道でどれ

くらいカウンセラーというのがいるのか。その辺

もしわかれば伺いたいのですが、わからないので

あればいいです。 

 カウンセラーいずれにしても少ないのです。極

端に。だとすれば、今の御時世からすると、カウ

ンセラーの必要性っていうのは絶対的にあるのだ

と私は思うのです。 

 そういう意味では、特殊な、何ていうのです

か、資格ですから、簡単にとれないのだろうとい

うふうに思いますし、しかし必要性は求められて

いるというようなときに、何が必要かとなればこ

ういう人たちを養成しなければならないと。作ら

なくてはいけないということですよね。 

 そういう意味では、どうしても時間はかかるけ

れども国や道にしっかり働きかけて、この人材を

育成する、そういう事業といいますか、そういう

必要性が求められているのではないかと私は思う

のですが、その辺での見解を伺いたいと思いま

す。 

○林幸一管理課長 今、国、道のほうでも、カウ

ンセラーの必要性について議論されておりまし

て、カウンセラーを厚く配置する方向で動いてい

るところであるということで聞いておりますの

で、そういったことがあれば、網走市としても積

極的に活用を考えていきたいと思っております。 

○松浦敏司委員 やはり、それと身分が、非常に

宙ぶらりんといいますか、しっかりしていないと

いう点でも、やはりこれを、国や道でやっぱり

しっかり身分を保障するということも必要だとい

うふうに思いますので、ぜひこれからも積極的に

取り組んでいってほしいと、これは要望したいと

思います。 

 次に、図書館初め美術館など、あるいは博物館

など、行政改革の中で指定管理者ということに

なっています。 

 行革の中身を見てみると、そのほとんどが社会

教育施設が対象となっております。 

 先ほど平賀委員も言いましたけれども、こうい

う施設が指定管理者制度にそぐわないのではない

かと私は思うのです。平賀委員と全く同感なので

す。 

これは、国のトップランナー方式、初日の中で

も私言いましたけれども、当初は入っていたのだ

けれども、これを外したのですね。やはり相当抵

抗があって、今回はやはり入れることができな

い。 

 しかしながら、当市の12月の議会の中でも報告

があって、その中にはしっかりと、この社会教育

施設がほとんど入っていると。 

 総合体育館を含むスポーツ施設も全部入ってい

るということで、この対象に社会教育施設、社会

教育部のところが当事者となっているわけですけ

れども、この点で先ほど答弁もありましたけれど

も、改めて、どのように考えているか伺います。 

○猪股淳一社会教育部長 社会教育施設に関する

指定管理者制度についての御質問でございますけ

れども、先ほど平賀委員にもお答えした内容との

繰り返しにもなりますが、本年度策定いたしまし
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た第４次行政改革推進計画の中において、指定管

理者制度を検討する施設として、社会教育体育施

設のうち、オホーツク・文化交流センター、市民

会館、図書館、美術館、モヨロ貝塚館を含む郷土

博物館、総合体育館を含む体育施設を掲げており

ます。 

 これらにつきましては、委員が先ほど御指摘の

とおり、当初は国のトップランナー方式の対象と

されておりましたことから、検討施設としたとい

う経緯もございますけれども、このトップラン

ナー方式の適用いかんにかかわらず、今回の４次

行革の機会を捉えまして、これらの施設について

単に経費の面だけではなく、利用者の方々の利便

性の向上、また施設の機能の維持向上、有効活用

を図り、質の高い行政サービスを効果的に提供し

ていく上で、指定管理者のメリット、デメリット

を検討し、また、他の自治体の事例などもあわせ

て検討することによりまして、実施の可否、先ほ

ど申し上げましたけども、導入するかしないかと

いうことを含めて、国や関係団体での議論の状況

も踏まえながら、検討することといたしまして、

４次行革の中で取り上げさせていただいたところ

でございます。 

○松浦敏司委員 そこで伺いますけれども、一

時、小泉内閣の時代に竹中当時の大臣なんかも中

心となって、最初に始めたのが図書館を指定管理

者にすると。 

 それがどうなっているかというと、これが民間

に、指定管理者制度に移行したっていうことはテ

レビで大々的に報道されたのですが、ではそれは

うまくいったのかといえば、そうではないと私は

思っていて、それはやはり失敗して、元に戻さざ

るを得ないというようなことも出てきているとい

うふうに私は聞いているのですが、そのような状

況が全国の中に、起きている事実は御存じでしょ

う。 

○猪股淳一社会教育部長 今お話のありました図

書館について申し上げますと、当初図書館の指定

管理者制度を導入した施設、市町村において、そ

の後の状況によりまして20数館が直営に戻したと

いうことは承知しております。 

ただ現状、いろいろな調査があるのですけれど

も、28年８月に日本図書館協会というところで公

表しておりますデータによりますと、市町村立の

図書館、全国で3,182館ございます。 

 このうち、27年度までに、207市区町村、469館

において指定管理者制度が導入されているという

事実もございますので、導入したこと全てがマイ

ナスというか、使用上不都合があったとかそうい

うことではないというふうに考えております。そ

れなりに効果が上がっている館も、多数あるもの

と考えておりますので、そういう面を含めて検討

していきたいというふうに考えております。 

○松浦敏司委員 わかりました。 

あと私はどうしても特に変だなと思ったのは、

郷土博物館もこの中に入っていて、国は、実は

今、国の重要文化財ということで、いろいろ取り

組みをしているわけですよね。 

 こういう中で、これを指定管理者にするのかど

うなのかというふうに、どう見ても私はそぐわな

いというふうにしか思えないのですけれども、今

現在、博物館とモヨロ貝塚館について、どんな体

制で運営しているのか伺いたいと思います。 

○米村衛社会教育部参事監 博物館についての運

営管理体制でございますけども、館長が１名、そ

れから学芸員が２名となっております。 

 ただ館長は学芸員も兼務しておりますので、実

質は学芸員が３名という方で運営しております。

受付の者がおりますし、嘱託職員が１名おりま

す。 

 モヨロ貝塚につきましては、博物館の分館とい

う位置づけになってございますので、モヨロ貝

塚、受付のもの、それから管理の者、あと解説員

ということで３名が職員としております。 

職員、学芸員等は両方の館、兼務しております

ので、時々案内をするような場合には随時行って

対応をしているところでございます。 

○松浦敏司委員 それは理解しました。 

 ただ博物館でいうと、今答弁した館長が退職す

るということなので、これは４月１日にならない

とわからないですけれども、そういったこともあ

るということです。 

 いずれにしても私はこういった社会教育施設

が、指定管理者というのは、やはりなじまないと

いうふうに思います。 

 確かに先ほどの部長から答弁があったように、

全てがだめだというふうには私も思いません。 

 ただ、やはりこういう施設そのものは、そこで

利益を上げるとかというような施設ではありませ

んし、社会教育施設ですから、そこをしっかり認
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識していく必要があるのだろうというふうに思い

ます。 

 最後に、博物館として企画展をするというふう

になっておりますが、具体的にどんな企画等をす

るのか伺います。 

○米村衛社会教育部参事監 博物館の特別企画展

の開催事業についてでございますが、郷土の歴

史、自然につきましての展示資料について、毎年

少しずつテーマを変えながら実施しているもので

ございます。 

 網走をよりよく知り、そして一層の親しみと関

心を抱いていただけるような機会として設けてご

ざいます。 

○松浦敏司委員 非常に歴史のある郷土博物館で

す。 

 やはり市民の皆さんも、あの建物を見るだけで

非常に心が和むといいますか、そういうのがあり

ますし、その中に入っていろいろと網走の歴史を

学ぶということは、非常にやはりさすが社会教育

施設というふうに、もっともっと充実するように

改善をしていってほしいと思いますし、多くの皆

さんに見ていただけるような、そういう人員の配

置もしてほしいということを述べて、私の質問終

わります。 

○井戸達也委員長 ここで暫時休憩いたします。 

午後３時56分 休憩 

───────────────────────── 

午後４時06分 再開 

○井戸達也委員長 休憩前に引き続き、再開いた

します。 

質疑を続行します。 

質問者、挙手を。 

 川原田委員。 

○川原田英世委員 それではまず、非常用電源整

備事業、新規事業についてお伺いいたします。 

昨年の台風被害を受けて、３カ所を非常用電源

設備をということで説明は伺っているところです

けれども、かなり横に長いエリアで必要になって

くるのではないのかなというふうに思うのですけ

れども、この３カ所整備する、この非常用電源、

どういった設備なのか、まず教えていただきたい

と思います。 

○阿部昌和土木管理課参事 非常用電源整備事業

についてでございますが、現在、大雨等による河

川と増水時の冠水対策といたしまして、排水用ポ

ンプを設置し被害の防止等に努めているところで

ございますが、本稼働には電気が必要となること

から、これまで発電機を運搬設置し、対応してき

たところですが、近年、大雨等によりまして、ポ

ンプ稼働が恒常化していることから、非常用電源

を整備するということでございます。 

発電機の運搬設置しに要していた時間が軽減さ

れ、増水時における迅速な対応が可能になるもの

と考えております。 

29年度の整備箇所といたしましては、市所有の

発電機を設置しておりました呼人地区の網走川沿

いに２カ所、リースの発電機を設置しておりまし

た山里地区、藻琴川沿いに１カ所、計３カ所の整

備を計画しているところでございます。 

○川原田英世委員 わかりました。 

 確かにこの前も、昨年の台風の時期、発電機を

運び出して、排水しているの私も見に行って大体

範囲もわかっているのですが、この３カ所で大

体、発電機置いて対処していたエリアは全てカ

バーできるということなのでしょうか。 

どのぐらいのエリアなのかちょっとわからな

かったものですから、お願いします。 

○阿部昌和土木管理課参事 エリアとしまして

は、呼人地区については２カ所で完了ということ

になるのですが、山里地区につきましては、こち

らが把握している部分であと６カ所になりまし

て、それ以外にも昨年度、大雨の被害にありまし

た大曲地区にも３カ所が必要かと考えているとこ

ろでございます。 

○川原田英世委員 わかりました。 

 まだ、発電所がもしものときは運ぶ必要がある

地区も残っているということですが、そういった

地区も今後整備していく予定はあるのでしょう

か。 

○阿部昌和土木管理課参事 30年以降につきまし

て、他のポンプ設置箇所における発電機の稼働状

況等を把握しまして、優先度を勘案した上で、計

画的に整備したいと考えております。 

○川原田英世委員 わかりました。非常用の電源

設備ということで、今後、これから先、異常気象

がなくなるということも考えにくいと思いますの

で、必要に応じてやはり整備が進めていく必要が

あるのだろうというふうに思いますが、電源設備

ということなのですけれども、これ、非常時以

外、通常時と言ったらいいのでしょうか、利用等
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も可能な設備になるのでしょうか。 

○阿部昌和土木管理課参事 今、計画している設

備は、あくまでも分電盤のようなものですので、

排水ポンプの電源を引くためだけの用途になるか

と思います。 

○川原田英世委員 わかりました。 

 それでは、整備を進めていっていただければと

いうふうに思います。 

次に、ロードヒーティング整備事業のほうに質

問を移らせていただきます。 

 昨年、当初予算で積んだ部分、残念ながら工事

できなかった部分もありましたけれども、ことし

の予算についてはその部分の工事という認識でよ

かったのでしょうか。 

○立花学都市開発課長 当初28年度予定しており

ました箇所につきまして、今回補正予算でお金が

ついたという対応で、同一の箇所でございます。 

○川原田英世委員 残りの同一の箇所を整備して

いくということで理解をさせていただきました。 

次に行きます。その下の通学路安全対策事業で

あります。各通学路の歩道の場所がずっと載って

いるわけでありますけれども、この通学路、どう

いった形で、昨年度も、それぞれ場所出ておりま

すけれども、どういった基準で優先順位をとって

順番から工事を進めていっているのか。その内容

について教えていただければと思います。 

○立花学都市開発課長 通学路安全対策事業の優

先順位の基準についての御質問でございますけれ

ども、優先順位の基準につきましては、緊急性、

安全状況、交通量をそれぞれ評価した上で総合的

に優先順位を決めて、整備を進めているところで

ございます。 

 また市の単独事業におきましては、それに加え

まして、各学校のバランスを考慮しながら取り組

んでいるという状況でございます。 

○川原田英世委員 わかりました。 

 交通量等も勘案して、緊急性ということで理解

をいたしました。 

通学路に関しては、常時、見まわり等も行いな

がら危険な部分だとかを把握している事業も行わ

れているのではないかなと思っているのですけれ

ども、そういった事業について御説明をいただけ

ればと思います。 

○立花学都市開発課長 通学路の安全確認につい

てでございますけれども、通学路安全プログラム

に位置づけられております対策必要箇所におきま

しては、関係機関と合同で１年に一度点検を行っ

ているところでございます。 

また、そのほかに学校や地域からの要望、お話

等を受けた箇所につきましては、適宜安全管理を

確認しているという状況でございます。 

○川原田英世委員 わかりました。 

 １年に一度、プログラムに基づいて確認をして

いるということで、そういった見まわりの部分も

先ほどの優先順位の基準の中に入れて審査をして

いるというか、選択しているという認識でよかっ

たでしょうか。 

○立花学都市開発課長 やはり優先順位の高いと

ころや緊急性、安全度が保てていないという状況

で、整備が未整備の状況につきましても確認しま

すが、整備後の効果についても点検するという、

ＰＤＣＡサイクルというのですが、そういうよう

な形で通学路の安全が図られているかどうかとい

うことは、検証していっているという状況でござ

います。 

○川原田英世委員 わかりました。 

 やはり通学路、冬になると歩道がもう雪で埋

まっていて、道路の上を、つるつるな上を子ども

たちが歩いて通学している姿をよく目にします。

危険なこともあるかなとも思います。季節での、

見守り、チェックの部分もしっかり行っていただ

いて、これからも整備を進めていっていただきた

いなというふうに思います。 

 次に、港湾客船誘致受入事業ついて、先ほど永

本委員のほうからも質問がありましたけれども、

私のほうからも若干質問をさせていただきたいと

思います。 

先ほど、港湾に直接の収入の部分と経済効果の

部分もお示しいただいた中ではありますけれど

も、他市の部分、小樽だとか釧路、函館等でも港

湾受入等の事業を行っているかと思うのですが、

そういった他市の受け入れによる経済効果等を把

握されているのかお伺いいたします。 

○山本規与思港湾課長 客船の入港に関しまし

て、他市の港の経済効果等の収入について把握し

ているかという御質問ですけれども、現在のとこ

ろは把握はしておりません。ただ、平成26年にサ

ンプリンセスが網走港に12回入港いたしましたけ

れども、このときに北海道全体でもたらされまし

た直接的な経済効果は少なくとも12億円というこ
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とで推計されておるものが北海道運輸局のほうで

発表されているということになってございます。 

○川原田英世委員 ポートセールスの部分にも、

急激に進んできまして、全道的にも受け入れが進

んできたというこというところで、26年の部分で

は道全体で12億円ということで理解をさせていた

だきました。 

これをさらにやはり高めていく取り組みが必要

なのだというふうに思います。そこで、私は受け

入れ体制の部分で、やはり歓迎する空気づくりと

いうか、それはまだまだできていないのではない

のかなというふうに思うところがあります。 

 小樽だとか行くと、船着き場を降りると、赤絨

毯がずっと引いてあって、地元の吹奏楽団がぱっ

と演奏をして華やかにお出向いをして、赤絨毯を

歩いて行くと自然といつの間にか物産コーナーに

導かれて、思わず買ってしまうと。思わず屋台で

食べてしまうと。非常によくできているなと、つ

くづくそういったところを見ると思ったりもする

のですけど、いろいろな地元のゆるキャラとかを

使ってもてなしたり、各地でウェルカムとキー

ボードを使って、華やかにお出迎えをするという

のが、船の中の一つの、船旅行の醍醐味にもなっ

ているのかなというふうに思うのですけれども、

私はぜひそういうところも、市も進めていくべき

だなと思いますし、また着いたあとやはり分散し

てしまうということも、網走の港を降りた後、あ

ると思うのですが、そういうところの取り組みを

これから進めていく必要があるのではないのかな

というふうに思うのですけれども。認識をお伺い

したいと思います。 

○山本規与思港湾課長 網走港での客船の入港時

にぎわいという形のことでありますけれども、今

までにも入港セレモニーという形で、小さな面積

ではありますけれども、赤絨毯も引いてございま

して、その中で船長さんを呼んで、セレモニーを

やっているというような状況で、また、ダンス

サークルによりますダンスの提供とか、バトント

ワリング、あと東京農大の全学応援団、または豊

郷神楽などとのアトラクションの実施などをして

おりまして、また岸壁では観光案内所を設置した

り、物品の販売及び飲食物の提供なども、小規模

ではございますけれども実施して、また道の駅へ

のシャトルバスの運行なども実施しているところ

でございます。 

 今後におきましては、やはり客船専用のブース

を持っている港にはかないませんけれども、歓迎

の意を込めるという形で、極力頑張っていきたい

と思いまして、委員さんの御提案のことも、ほか

の港のことも参考にしながら、新たな取り組みに

つきまして、網走港クルーズ船入港促進協議会に

おきまして、検討してまいりたいと考えておりま

す。 

○川原田英世委員 わかりました。 

 ぜひ、取り組みを進めていただきたいと思いま

す。 

 協議会の中でも、地元の民間業者等も団体も

入っているということでありますので、ぜひその

中でも議論を進めていただいて、さまざまなこと

を考えながら、お客さんを受け入れる体制を構築

していっていただきたいというふうに思います。 

次に、港湾利用促進調査事業についてでありま

す。 

 これも先ほど永本委員のほうからお話があった

ところなのですけれども。非常に難しいのではな

いのかなというのが僕の率直な印象であります。

というのは、やはり物流の流れというのは、その

都度その都度どんどん変わっていきますし、例え

ば昨年であればＪＲがとまってしまいましたとな

れば、こちらの生鮮、野菜だとかは、急遽、釧路

港から船で出すということで、釧路のほうは野

菜、タマネギ等でいっぱいになって、臨時の船も

何隻も出るような状況になったりとか、その都度

その都度状況に応じて変化していく物流の形態を

そのとき、いっときで簡単に評価できないもので

はありますし、それに対して網走港のあり方を検

討するというのも、なかなか長期を見越さないと

しっかりとしたデータは取れないのではないのか

なという、そういった思いを持って見ていたとこ

ろでありますけれども、これはどのくらいの期間

を使って調査していくお考えなのか、その部分を

お伺いしたいと思います。 

○山本規与思港湾課長 調査の期間ですけれど

も、調査は29年度いっぱいをめどに調査をして、

結果を出したいと思っております。 

○川原田英世委員 29年度中には結果を出すとい

うことでありますけれども、やはりさっき言った

ように、いろいろと状況も変わってきますので、

そこも加味した中で調査した上でも、さらにまた

一歩進んでいく必要性もあれば、その次も何かし
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らの調査も必要になってくると思いますので、ぜ

ひともよろしくお願いいたします。 

 次に、空き家バンク事業について質問をさせて

いただきます。空き家バンク、道主体で動き出し

ていると思うのですけれども、昨年度も予算がつ

いて動きがあったかと思います。 

現在、市内の空き家バンク、どの程度の件数が

集まっていて、そしてそれがどのような形で、情

報公開されているというか、利用されているのか

について、まずお伺いしたいと思います。 

○小原功建築課長 昨年４月から運用を開始いた

しました網走市空き家バンクの推進を図るため、

市内の不動産関係団体の皆様と連携を図っており

まして、協力をいただきながら、空き家バンクの

登録件数も、空き家、空き地を合わせて36件と

なったところでございます。 

 この空き家バンクの登録につきましては、北海

道が運営をいたしております北海道空き家情報バ

ンクからも通じ、全国へ発信をされている状況と

なっております。 

○川原田英世委員 その空き家バンクの全国発信

されている情報というのは、インターネット上な

どで見ることができるということでよろしかった

でしょうか。 

○小原功建築課長 そのとおりでございます。 

 移住情報等のホームページなどともリンクを貼

られていて、そちらのほうからも入ってこれるよ

うな形になっております。 

○川原田英世委員 わかりました。 

 移住サイト、総務省のほうでも大きく運営され

ておりますし、そういうところからリンクが貼ら

れていて、チェックしていくことができると、ま

ちの情報ともあわせて、物件の情報も見ることが

できるという形になっているのかなというふうに

思っております。 

 それで、ことしの予算についてなのですが、

減、額、調査が大体整えて終わってのものなのか

なというふうに思うのですけれども、この21万

3,000円とついていますけれども、この中身につ

いてお伺いします。 

○小原功建築課長 今年度の予算では、平成28年

度の予算は118万4,000円で、平成29年度21万

3,000となっておりますけれども、平成28年度の

予算の中では、平成27年度に実施をいたしました

市内の空き家の実態調査で判明をいたしました約

590戸の所有者の方などへ対し、その後空き家の

活用等についてどのような考えを持っているかと

いう意向調査を行っております。 

 あわせまして、その空き家調査で判明した情報

を市の関係部署内で情報共有を図っていくため、

市のＧＩＳシステムへの登録を行ったところでご

ざいます。 

 平成29年度の予算の中では、意向調査を行った

結果、空き家と回答のあった世帯などに対し、市

の空き家バンクの登録などについて案内する文書

などを郵送を行うことを予定しておりまして、そ

うしたものが主な予算計上となっております。 

 また、予算は今年度の予算の中になりますけれ

ども、５月中ごろに発送されます固定資産税の納

入通知納付通知書の封筒を活用いたしまして、空

き家の適正管理とあわせまして、空き家バンクの

周知を図っていくところでございます。 

○川原田英世委員 わかりました。固定資産税の

中に空き家バンクの案内ということで、画期的な

取り組みだなと受け取ったところであります。 

 やはり網走市も空き家が非常に目立つように

なってきましたけれども、若い方たちはでも逆

に、ああいう空き家に住みたいよねと。でもイン

ターネットで探してもそういった物件は出てこな

いのだよねという声をよく耳にします。やはり子

供がいる家庭の方たちは、そういう物件を探して

いるということもあると思いますので、この空き

家バンクの取り組みをさらに進めていただいて、

移住、この前のＵ、Iターンではないですけれど

も、移住促進の事業と同時に、やはり網走市内で

もしっかりその情報が反映されるということも必

要だと思いますので、取り組みをお願いいたしま

す。 

 次に、先ほども何点か質問ありました住宅供給

計画策定事業についてなのですが、これはほかか

らも皆さん質問がありましたので、１点だけ

ちょっとお伺いしたいのですけれども、事業の内

容を見ますと、高齢者や子育て世帯の居住支援を

という形なのですけれども、この支援というのは

どのような形を考えておられるのか、お伺いしま

す。 

○小原功建築課長 市の総合計画の中でも、高齢

者向け住みかえを、総合戦略中でも市の高齢者用

公営住宅の住みかえのための住宅を建設するとい

うことを記載しております。 
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 また、子育て支援につきましてもその中でも記

載をしておりますことから、そういったエリアを

設定した中で、手法はこれから検討することにな

りますけれども、そういった支援を行っているこ

ととしております。 

○川原田英世委員 わかりました。手法はこれか

らだが、支援していくということで理解をいたし

まいた。 

 やはり、高齢者の方たちは除雪等の必要がな

かったりだとか、安心して生活できる集合住宅へ

と。お子さんを育てる方は一軒家で広々と子供を

育てたいという思いはあるのだというふうに思い

ますけれども、やはり一軒家を買うとなると、や

はりそれは一つの壁であったりだとか、やはり中

古物件を買うというのも、いろいろと考えるとこ

ろがあるのだと思います。 

やはりそこの中でいろいろな情報、住宅の情報

があってしかるべきだと思いますし、賃貸という

形も私はもっと広がってもいいのではないかと思

いますので、この計画をつくる中でも、取り組み

をいろいろと検討しながら進めていっていただき

なというふうに思います。 

次に移ります。 

 次に、中学校、また美術館のほうの予算の中に

あります、アスベスト改修事業というのがありま

す。そのことについて１点伺いたいのですけれど

も、アスベスト、昨年から問題になりまして、い

ろいろなところで調査をして発見されたというよ

うな状況であります。それに対してさまざまな企

業がどうやってこれを解決しようかということで

取り組みを行っているということで、私のほうの

耳にも何点かの企業の技術者がこういった技術が

ありますよということで教えてくれまして、いろ

いろと見させていただきました。 

 根本的に取り除いてしまう。もしくは封じ込め

行うだとか、いろいろな考え方があるようであり

ますけれども、今回のアスベストこの改修事業に

ついては、そういったさまざまな技法を検討され

た上で行っていくということで、理解してよろし

かったのでしょうか。 

○林幸一管理課長 中学校におきます改修につき

ましては、煙突内のライナー性と呼ばれます煙突

の内側にある断熱材の部分にアスベストが含まれ

ていることが判明しましたことから、それを完全

に取り除きまして、アスベストが含まれていない

ものに交換するという工事を予定しているところ

でございます。 

○古道谷朝生美術館長 現在、煙突のほうに使用

が問題がないため、暖房が必要のない夏場に、煙

突内部のアスベスト削りまして、内部は新しい素

材で覆う方法で改修すると聞いております。 

○川原田英世委員 わかりました。それぞれの方

法で、本当にケースバイケースになってくるのか

なというふうに思いますけれども、やはり一時的

にはほとんどの建築物で使われていたアスベスト

ですから、これからも使われている状況が調べれ

ば出てくるということは避けられないのだと思い

ます。 

 また、時間の経過とともに悪化して飛散してし

まうことが１番の危険ですので、これから先も、

さまざま施設でしっかりとチェックしながら、状

況に応じたケースバイケースの対策をとっていっ

ていただければいうふうに思います。 

次に、学校給食の扶助費の部分について、質問

をさせていただきます。 

 準要保護児童生徒学校給食に部分でありますけ

れども、こちらのほう予算が若干減額になってい

るということでありますけれども、現在の対象の

人数についてまずお伺いしたいと思います。 

○林幸一管理課長 凖要保護世帯におけます給食

扶助を受けている人数に関しましては、小学校で

373人、中学校で241人、小中学校合わせて614人

となってございます。 

○川原田英世委員 わかりました。 

 これ減額になっている部分は若干人数が減った

という認識でよかったでしょうか。 

○林幸一管理課長 そういうことでございます。 

○川原田英世委員 わかりました。 

 この扶助について、これはどういった形で、申

請するという形なのでしょうか。どういった形で

これ適用になるのかがちょっとわからなかったも

のですから、教えていただければと思うのです

が。 

○林幸一管理課長 年度４月初めに入学された世

帯の方に通知をいたしまして、そのときに申請を

上げていただいて、それで所得要件を審査してと

いう流れになります。 

○川原田英世委員 わかりました。 

 申請いただいた方に対して、その所得の要件を

チェックをして、それで貸すよということになっ
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ていくのだと思います。申請をしなければ、わか

らないままの部分というか、適用されないという

部分でありますので、これはちょっと調べようが

ないのかもしれないのですけれども、申請されて

いない方もいるのかもしれないなということ、一

度こちらの部分は理解させていただきました。 

 そして、子供の貧困というのと、私たちもこれ

は厳しい状況だなということで、考えているとこ

ろだったのですけれども、その観点から、この方

たちの中の、ちょっと状況把握させていただきた

いのですけれども。この今の小学校、中学校の中

で、ひとり親の方の世帯の方はどのぐらいおられ

るのかをお伺いしたいと思います。 

○林幸一管理課長 凖要保護世帯におけますひと

り親世帯の人数につきましては、小学校で199

人、凖要保護世帯におけるパーセントでは53％で

す。中学校で145人、割合は60％。小中学校合わ

せて344人で、割合は56％ということになってお

ります。 

○川原田英世委員 わかりました。 

 若干、状況を把握させていただきました。 

 やはり申請ということでちょっとまたこれも完

全には把握できないのかなというのも思いますの

で、何かしらの方法をこれから検討していかなく

てはならないなというふうに思うのですが、とに

かく今の状況についてはこれで把握させていただ

きました。 

最後に、テニスコート整備事業、これ新規なの

ですけれども、ここについてお伺いさせていただ

きます。16面あるうちの８面をということなので

すけれども、いつごろから工事が始まって、利用

できるようになるのがいつ頃なのか、お伺いいた

します。 

○大西広幸スポーツ課長 テニスコート整備事業

についてございますが、スポーツトレーニング

フィールド内にあります16面のうち、ナイター仕

様の８面につきまして、使用頻度が高く劣化が激

しいため、今、使用中止しているコートもござい

ますので、この８面の人工芝の貼りかえを実施す

るものであります。 

施行時期につきましては、テニス協会等各種主

要団体と協議した結果、シーズン初めから工事を

行いまして、その後よい環境で使用していただけ

るよう進めたいと考えております。 

○川原田英世委員 わかりました。シーズン初め

から取り組みを始めるということで理解をいたし

ました。今、中止になっているところもあったの

ですね。それだけ傷んでいるよという声は聞いて

いたのですが、そういった状況を把握しておりま

せんでした。 

 やはり、16面と限られたところでありますの

で、整備を進めていただいてというふうにしてい

ただければと思いますが、今後、残りの８面もあ

るかと思うのですが、傷みの状況も私はちょっと

わからないのですけれども、状況を見て今後はそ

の残りの分も貼りかえていくようなお考えがある

のかもお伺いしたいと思います。 

○井戸達也委員長 スポーツ課長。 

○大西広幸スポーツ課長 今回の整備の中で、未

整備となります残りの８面のコートにつきまして

は、現状では支障がない状態でありますので、現

時点では人工芝張りかえは予定しておりません

が、今後、人工芝の状況を確認しながら検討して

まいりたいと思っております。 

○川原田英世委員 わかりました。 

 テニスコートを16面、非常に人気があるという

ふうに伺っています。 

 市外の方も、結構利用に来られているというこ

とで、順番待ちになるときもあるんだよなんてい

う声もいただいていまして、たくさんの方に使っ

ていただけるのは、非常いいにことだなというふ

うに思いますので、これから先も整備を進めてい

ただいて、利用しやすい環境を整えていっていた

だければと思います。 

 私の質問は以上です。 

○井戸達也委員長 次、渡部委員。 

○渡部眞美委員 私のほうから文化、音楽教育そ

してスポーツ教育について大きく質問をしてまい

りたいと思います。小学校の成長過程においてス

ポーツ、文化を通してできなかったことができる

ようになっていく達成感、そしてチームワークの

大切さ、その緊張感ですとか、感動、その経験を

通して、生涯の生きる力を育む大きな力となるこ

とから、市においてもこれまで子供たちをサポー

トする積極的な支援をしてきたと思います。 

 私は教育の過程において、この２点、本当に大

切なことだと考えますので、今回は、音楽を中心

といたしました文化の教育とスポーツを中心にし

ました教育という観点で質問をしてまいります。 

まず、初めにですけれども、音楽教育の振興と
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いうことで、昨年度も、吹奏楽楽器整備事業とい

うのが、三百幾ら、同等な金額ぐらいだったと思

いますが、来年度は345万円ということで、その

内訳について伺いたかったのですが、ちょっと課

のほうに聞きますと29年度、何を楽器を買うかと

いうのは、これからだということを伺いましたの

で、参考のため、昨年の購入した楽器等がわかれ

ば教えていただきたいのですけれども。 

○林幸一管理課長 楽器の購入につきましては、

編成上必要な楽器、過去の部員数などから学校と

相談の上、必要楽器を選定して購入しているとこ

ろでございます。 

28年度購入した内訳としましては、網走小学校

でコルネット２、トロンボーン１、ユーフォニア

ム１、チューバ１。第一中学校でチャイム１。第

二中学校でチューバ１。第三中学校でテナーサキ

ソフォン１、コンサートトムトム４。第五中学校

でリコーダーソプラノ１と、それぞれの楽器を購

入しております。 

○渡部眞美委員 片仮名の楽器が多くて、わから

ない、聞いてもわからない楽器もあると思いま

す。学校の吹奏楽の中で、やはり大きな打楽器で

すとか、そのパーカッション系の今あった楽器と

いうのは、やはり学校で用意をして、吹奏楽の環

境整えていくということ私は必要なことであると

思っています。 

 高校生ですと、自分の楽器をもう将来性を持っ

て、これから使うということで、親が買ってあげ

て高校になると自分の楽器を持っている子という

のはよくいらっしゃるのですけれども、小学校で

すとこれから先やはりずっと使う可能性がないの

で、なかなか自分の楽器を持っている子は私はい

ないのかなと思っていますが、わかる範囲で構い

ませんので、中学校等で自分の楽器を使用してい

る方というのはいらっしゃるでしょうか。 

○林幸一管理課長 各学校で所有する楽器につき

ましては、毎年度、修繕により対応しているとこ

ろでありますけれども、老朽化が目立ってきてい

る現状にございます。また、吹奏楽における楽器

は高価でありますことから、保護者負担などによ

る更新がなかなか進まないと伺っているとこであ

りまして、こうしたことから自分の楽器を持って

いる児童生徒は少ないのではないかと考えている

ところでございます。 

○渡部眞美委員 やはり楽器を持っている子がい

るからそれ以外のものを揃えるのではなく、基本

全てやはり学校で、小中学校は揃えて環境を整え

てあげるというのが必要なのかなということがわ

かりました。 

 29年度はこれから購入ということですので、ま

だまだ学校側としては更新しない方針の楽器では

ないと思うのですけれども、更新が必要だという

ことが出てきて、ＰＴＡの方も協力はされている

のだと思います。 

 先日、ここの議場コンサートで行われたリコー

ダーの子ですとか、一中予定していた金管の八重

奏ですとか、これまでも三中の方が議場に来てい

ただいたりですとか、とんとんとここ数年よく議

論にもなっていますけど、結局その環境整備して

いることによってなのか、子供たちの成長という

のは吹奏楽においては、網走は自慢してもいいぐ

らい私は成長しているので、みんなも喜んでいる

ことだと思います。 

 そういった環境を整えることが必要というその

もののこともありますし、市においては吹奏楽は

楽器の運搬費が子供の旅費とは別に必要というこ

とで、来年度も90万円、全国大会出場のための運

搬費ということで補助をつけています。こういっ

たことっていうのはやはり環境に応じて必要な私

は補助だと思っております。 

また、これまでも議論させていただいた体育文

化振興事業補助金というのも800万円あるのです

けれども、これについて内訳等、どういったもの

なのかとかわかれば教えてください。 

○林幸一管理課長 この事業の補助金につきまし

ては、中学校において教育課程以外の学校内活動

として行う体育及び文化活動にかかわり、生徒が

対外試合及びコンクールなどで参加する場合、そ

の経費の一部を補助することとしているところで

ございます。対象とする対外試合やコンクールな

どの範囲は、一つには北海道中学校体育連盟が主

催または出場を認めた対外試合やコンクールな

ど、二つには都道府県または市町村教育委員会が

主催または講演する対外試合やコンクールなどと

しております。 

 近年、スポーツ文化活動の両面で全道大会、全

国大会に必要数がございますが、こうした大会参

加への一部経費の支援を内容とする事業でござい

ます。 

○渡部眞美委員 ただいま、事業の補助金の内容



－ 242 － 

について、わかりました。 

 近年、全国大会、全道大会出場は継続してス

ポーツのほうも文化のほうも行っているので、こ

の補助金を使って支えているという状況があると

思います。 

また、スポーツにおいても、特に吹奏楽におい

ては指導者というのも、私もすごく子供たちに

とって大事なものだという認識をさせていただい

ております。 

まず文化はここで終わります。 

そういった支援をしている中で、今度はスポー

ツの教育ということで、どうなのだろうかなと

思ったとき、いろんなこと学校の中の整備という

のはしているのですけれども、やはり網走は社会

教育の中のスポーツ振興という部分で予算が

ちょっとしか、そこでしか見れないものですか

ら、網走においての広い意味でのスポーツ教育、

スポーツ振興費全体として、子供たちの支援をし

ているといった事業は、網走にとってどういった

ものがあると所見を伺いたいのですけれども。 

○大西広幸スポーツ課長 子供たちへのスポーツ

の支援等の事業についてでございますが、スポー

ツ課としましても、子供たちがスポーツに楽しむ

ことは大変重要であると認識をしております。ス

ポーツ課では、小学生から対象とした各種スポー

ツ教室、こどもスポーツチャレンジ事業を実施し

ております。こどもスポーツチャレンジ事業では

１年間を通じて、各種スポーツ教室を経験しても

らうことにより、スポーツを楽しんでもらうこと

を目的として実施しておりまして、本年度も23名

の参加により開催いたしました。 

 また、支援としましては、スポーツ少年団等へ

の全道全国大会参加時のスポーツ振興報償金。平

成28年度からは、全道全国大会参加のため遠征交

通費につきましても、ふるさと寄附金を活用しま

して支援しているところであります。 

 今後も子供のスポーツ活動への支援を継続して

いきたいと考えております。 

○渡部眞美委員 全てにおいてなかなか説明をす

るのは難しいので、子供のスポーツの支援をして

いくということは、これまでも私もすごくこの事

業を見ていますと、網走ってすごくスポーツをい

ろいろやっているなというのは見させていただき

ました。 

 そういった中で、先日いつも議論になっている

網走はラグビーの合宿地でありますし、子供たち

においてはタグラグビーをやっているんだよとい

うことを、ずっといろいろ議論させていた中で、

私の中では、どうしてラグビー部はないのかなと

いったときに、小学校でタグラグビーを今盛んに

やっているといって答弁をいただいていた中で、

この間ＮＨＫをつけると、その子供たちが、網小

の子供たちが、全国大会に行って、その大会は負

けてしまって悔しかったのだけれども、結果とし

てはすごく上位のほうだったというインタビュー

を見て、朝だったのですけれども、すごいなって

思いました。それから調べたのですけれども、教

育長杯とかも、タグラグビーというのは今までも

やっておりますし、あと何かラグビーって男のス

ポーツという感じですけれども、タグラグビーは

小学校は女の子も男の子も混合でやっているス

ポーツなので、学校単位で子供の体力の向上とあ

わせて推進しているという、それは学校ごとにい

ろいろやっているというのがわかって、それが結

果に伴って、私はすごいよかったなと思いまし

た。 

そうした中で、これはラグビー合宿をしてラグ

ビーの選手たちがタグラグビーを教えてあげてと

いった経過が、今芽吹いてきて、今後継続してい

くというサポートが私は一つ必要なのだと思いま

す。 

それでは来年度見たときに、今までのそういっ

たサポートをしつつ、子供たちがいろいろなもの

をできる環境を一つつくっていくっていうのは市

の役割だと思います。例えば、市民プールも新し

くしましたし、網走にはスポーツトレーニング

フィールドといって、一言で言っても、今のテニ

スコートもそうですし、野球もありますし、何で

もありますよね。やろうと思えば。選べる環境が

あるというのは、すごく私は資源があるのだと一

つ思っています。その資源を整えていくのは、大

人であったり、そういう学校、市と大人の私は役

割だと思っているのですけれども、子供たちが。 

あと済みません、１個聞きたかったのですけれ

ども、新規で体育施設の環境整備ということで、

午前中の答弁の中で、フットサル大会の誘致に向

けた環境整備というのがあったのですけれども、

私のフットサルのイメージとしては、都会で余り

敷地がなくて、サッカーのミニ版みたいな感じ

で、小さな敷地でも簡単にできるといったイメー
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ジなのですけれども、このフットサルというの

は、お話を聞きますとやはり要望があったという

か、網走市内でもフットサルをしている子供た

ちっていうのは今、ブームなのでしょうか。 

○大西広幸スポーツ課長 現在フットサルで活動

しているお子さん大人含めてなのですが、夏場は

スポトレなどで芝の上でサッカーをやっている方

が、冬季間、グラウンドが使えませんので、室内

でフットサルという形で活動を皆さん、中学校、

小学校ともに活動しております。 

○渡部眞美委員 わかりました。サッカーの室内

がフットサルというような感じなのでしょうか。

子供たちがやっているというのはわかりました。 

それで来年度に向けて、その子供たちの環境づく

りですとか、スポーツの環境づくり、私たちが知

るときには、今予算中ですのでどうしても予算の

中で見させていただいたところ、来年度はこない

だの補正で行われました、障がい者スポーツの推

進事業。この中には指導者の資格取得の支援とい

うことで、やはりスポーツにとっても指導者は私

も大切なのだなというのがわかりますし、日体大

の連携スポーツ教室開催事業においても、市内の

指導者の育成ということで、スポーツにおいて指

導者も重要だということなのだなと、あらわれが

出ておりました。 

そうした中で、環境整えるということと、その

影響のためにサポート、先ほどの補助金ですと

か、大会に行くという結果が出たときに、やはり

補助って生まれるというそれは市の仕組みという

のは、一つわかるのですけれども、環境整備を整

えてこのスポーツなのだよというだったり、この

文化なのだよっていう、教育の中では道を開いて

いくというような補助、もしくは事業の形という

のが、私はあるのではないかと思うのですけれど

も。 

 お答えしにくいかもしれませんが、その道筋と

いうのは来年度どこにあるのかなと私も考えたの

ですが、先ほど平賀委員の質問にありましたよう

に、一つは障がい者のスポーツだと思います。そ

れはすごくいいと思います。ほかは、何かあるの

でしょうか。 

○岩本博隆社会教育部次長 先ほど課長も申しま

したとおり、スポーツ教室というのを、小学生が

参加できるものというのをやっております。それ

はあくまでも、スポット導入段階ということで、

基礎でありましたり、その楽しさというものは味

わうと。さらにそこで経験した方が、さらに継続

をしたいと言った場合には、スポーツ少年団があ

ります。スポーツ少年団本部には、スポーツ課か

ら補助金で支援をしておりまして、各団体にそう

大きな額ではないのですが、運営資金ということ

で助成金を交付しております。 

今、申したとおり、最初は導入段階。続けたけ

れば少年団の受け皿があるという道筋があるかと

思います。 

○渡部眞美委員 言っていることはわかりまし

た。先ほどの答弁で障がい者スポーツの教育とい

うことでは、これが第一歩なのだという答弁があ

りまして、私もそのとおりだと思います。 

 それと障がい者スポーツを振興することで、ス

ポーツ教育全体の私は環境が整っていく、一緒に

向上していくものだと思いますので、それに伴っ

てなったソフト事業ですとかが、一緒に始まって

いけば私は未来がもっと開くのだと思いますの

で、それが種目は何だということは今お答えはで

きませんけれども、難しいことだと思うのですけ

ども、きょうは教育の私質問していますので、教

育課程の中でその文化ですとかスポーツの振興と

いうのが市と学校側の意向と、そして、今ある網

走の資源と足りない資源をどうするかということ

を予算立てていくという環境づくりが、導いてい

くことが必要なのだと思うのですけれども。その

辺、市長、いかがお考えでしょうか。 

○水谷洋一市長 具体的な話になってしまうかと

思いますけれども、スポーツ基本法に書いてあり

ますように、全ての国民がスポーツを楽しめる、

そういった環境整備をしていくというのが市町村

の大きな役割だと思っています。スポーツ基本法

二条には障がい者も含めて、あらゆる方がスポー

ツを楽しめる、そういった環境づくりをしていく

ということだというふうに思っています。 

そこで、障がい者スポーツというのは一つうち

にはあるのですが、先ほどから教育委員会とも御

議論がありましたように、網走らしい環境もあっ

て、資源もあって、こうしたスポーツを振興して

いく、これは行政の導きではないかというような

お話だったというふうに思いますけれども、なか

なか難しい御質問だというふうに思います。と申

しますのは、それぞれ強さがあるのだというふう

に思っております。野球もそうでしょうし、陸上
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もそうでしょうし、ラグビーもそうでしょう。 

 さまざまなスポーツというのは、それぞれがそ

れぞれの中で強みがあって、やってらっしゃるこ

とだなと思いますので、では網走市がそこの導き

でこのスポーツだけやりましょうというのは、こ

れまた難しいというのは御案内のとおりだと思い

ます。ですから、そこは強さを強さとして私たち

はそうしたスポーツ団体なり、市民に対してどう

支援をしていくかというところが大切。そこで今

まである資源をどう生かしていけるのかというこ

とに意を持ちいながら、やっていくことが、私は

大切なことなのだろうと思います。 

 多分、方向感は一緒だと思っておりますので、

そんな中で、教育委員会とよく連携をしながら取

り組んでまいりたいと、このように思います。 

○渡部眞美委員 私がいろいろ説明がつたなかっ

たのですけれども、思いは同じだということがわ

かりましたので、障がい者スポーツを振興しなが

ら、子供たちの教育の部門でも、これから一緒に

種をまかれて、成長していくということの、私も

一つサポートになれればいいと思っております。 

終わります。 

○井戸達也委員長 近藤委員。 

○近藤憲治委員 それでは私からも幾つかお伺い

をさせていただきたいと思います。 

前段、御質問、何人かからありました客船誘致

受入事業でございますけれども、内容、それか

ら、来航予定のスケジュール等々はさきの答弁で

わかりましたけれども、この348万3,000円は結局

何に使われるのかを、お示しいただきたいと思い

ます。 

○山本規与思港湾課長 失礼しました。予算の使

い道でございますけれども、誘致、受け入れ、誘

致事業という形で、受け入れに関しましては、客

船が入ってくるときに、外部のお客さんもいらっ

しゃいますので、通訳ボランティアなどの報奨費

及び今回は、ダイヤモンドプリンセスが入港いた

しますので、入港の際に地方港湾という形で、か

なり大きい船なものですから、入港補助をするタ

グボートなりの用船費用とか、また、歓迎におけ

る受け付け、観光案内業務等のプレハブの設置等

の費用でございまして、また誘致事業に関しまし

ては、誘致に対する旅費等を支出するものでござ

います。 

○近藤憲治委員 一昨年のサンプリンセス12回寄

港を含めて、クルーズ客船の受け入れに対しては

ですね、非常にこなれてきた感があって、そこは

率直に評価をしたいというふうに考えておりま

す。 

 この費用につきましては、歓迎セレモニーと入

港時のタグボートの用船費用等々、含めていると

いうことだと思いますけれども、実際入港された

客船のお客様、基本的にはバスに乗られて、観光

地、各地に行かれるようなのですけれども、昨年

入港した際にも何度か見に行っているのですけれ

ども、船に残っておられるお客さんもいらっしゃ

いますし、乗組員も相当な数乗っているというこ

とがよくわかります。 

 また、その乗組員というのは日本国籍の客船で

も結構その海外の、フィリピンだとかインドネシ

アとかベトナムの国籍の方も多くて、なおかつ若

くて、ここのインターネットはどこで使えるのか

というようなことも、よく聞かれます。 

 町場でのＷｉ－Ｆｉ需要を満たす工夫というの

は大分されてきているかと思うのですけれども、

こういったクルーズ客船入港時の岸壁における、

臨時のＷｉ－Ｆｉスポットの開設等々含めた検討

をしていただきたいなというふうに思うのです

が、いかがでしょうか。 

○山本規与思港湾課長 クルーズ客船入港時のＷ

ｉ－Ｆｉ環境の導入についてでございますが、平

成26年のサンプリンセス寄港時に、多くの乗船員

がＷｉ－Ｆｉ接続環境のあるコンビニエンススト

アに詰めかけたということがありまして、それを

教訓に生かしまして、昨年、道の駅の接続環境の

強化を図ったところでございます。 

 また、本年度クルーズ客船の寄港時には、試験

的に総務課で導入しております移動Ｗｉ－Ｆｉ設

備を設置いたしましたところですが、１台当た

り、最大接続台数が30台程度であるということか

ら、ダイヤモンドプリンセスなど、最大で4,000

人規模の方が寄港時には対応するという形で、全

部が使用するわけではないですけれども、お客さ

んはツアーバスに乗って地方の観光に出かけます

けれども、1,000人くらいは乗船客でない乗組員

の方がいらっしゃいます。そうなりますと対応は

非常にできない状況となっております。 

 また岸壁上に、固定式かつ1,000台規模の接続

に耐えられるＷｉ－Ｆｉ環境を整備するには、多

額の費用がかかるということから、当面は一定の
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環境が整っております道の駅への誘導を行うこと

で対応したいと考えているところでございます。 

○近藤憲治委員 手法と費用を含めて、まだまだ

課題が多いということだと思いますので、そこは

また議論をさせていただきたいなと思います。 

 続きまして、広域連携外国クルーズ船誘致事業

でございますけれども、この内容につきまして

は、アメリカのフロリダで開かれる商談会に行っ

てプロモーションするということでございますけ

れども、この商談会に行った場合、行ったことを

想定して、アジア系のクルーズ会社にもアプロー

チができるのでしょうか。 

○山本規与思港湾課長 今回、プロモーションと

しておりますがアメリカで開催されるＣトレード

グローバルにつきましては、配船エリアや寄港地

選定の決定権を持っています船社のキーパーソン

が多く参加する博覧会でございますので、より効

果的なプロモーションが期待できるものでござい

まして、また中国に寄港地を持っています船社も

参加されるというふうに聞いてございます。 

○近藤憲治委員 今、網走に寄港している大半の

クルーズ船が、その国内船籍かまたはプリンセス

クルーズという米国資本のクルーズ会社だと思う

のですけれども、九州や日本海側を見ると、非常

にアジア系のクルーズ会社が活況を呈している

と。特に長崎港においては余りにも入港希望が多

すぎて、断り始めているというケースも出ている

そうでございます。 

 そういったアジア系のクルーズの活況、上海や

香港、シンガポールを母港とするようなクルーズ

のルートを北海道に引っ張ってくる工夫を今から

してもいいのかなというふうに考えておりますの

で、ぜひとも長い目で見て、そのアジア系のク

ルーズ船の誘致に着手していくというような方向

感を持っていただきたいと思うのですけれども、

いかがでしょうか。 

○山本規与思港湾課長 アジア圏におけるプロ

モーションということになろうかと思いますけれ

ども、中国や韓国などアジア圏におきましては、

チャータークルーズを企画している旅行会社も誘

致の対象となりますが、これらの国のクルーズ客

層が連続した休暇の取得が難しく、２日程度で寄

港できる九州や沖縄を中心とする、西日本が大半

でございます。 

しかしながら徐々にではありますけれども、東

日本エリアまで足を伸ばすクルーズも増船される

傾向にありまして、近年中国においても自社のク

ルーズ船を運行する船社が発足するなどしており

ますので、今後は北海道の各港と連携をしなが

ら、アジア圏におけるプロモーションについて

も、検討してまいりたいと考えております。 

○近藤憲治委員 そこも、またこれからの取り組

みになると思いますので、改めて議論もさせてい

ただきたいと思います。 

 最後に教育なのですけれども、小学校情報教育

推進事業と中学校の情報教育推進事業をあわせて

お伺いしたいと思いますけれども、このもろもろ

の情報教育推進事業、平成29年度におかれまして

はどのような内容で進めるのか、お示しいただき

たいと思います。 

○近藤憲治委員 済みません。もう少し、深く御

質問したいと思います。 

 この情報教育推進事業は基本的にはタブレット

パソコン等々を使ってパソコンの使い方を学ぼう

というような事業かと思うのですけれども、今、

プログラミング教育というのが盛んに言われてお

ります。 

2012年の新学習指導要領によりまして、中学校

の技術家庭科において、従来選択科目であったプ

ログラムと計測制御というものが必修科目をなっ

ております。 

 2020年には日本のウェブビジネスの市場規模が

2010年時点と比べて4.5倍に拡大するとも言われ

ておりまして、ウェブ系企業の雇用者数も150万

人増加するというふうに見込まれております。 

 今そういった業界が成長していく中で、やはり

より多くのエンジニアが必要とされるわけで、そ

の教育育成は不可欠なものというふうに言われて

おります。 

 最近では、世界でも多くの国が幼少期からのプ

ログラミング教育というものに着手をし始めてお

りまして、アメリカではアメリカ国内の全ての学

校にプログラミングの授業を導入しようという動

きが活発化していたり、イスラエルでは早い段階

からプログラミング教育を強化してきた結果、ナ

スダックに上場している企業がアメリカに次ぐ世

界第２位の数となっております。 

 そういった大きな流れを受けまして、我が国の

国内でも、プログラミング教育に着手をし始めて

いる自治体が出てきております。 
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 例えば佐賀県の武雄市では2014年の10月から、

小学校１年生を対象にプログラミング教育の実証

実験を始めております。武雄市ではキーボードで

文字を入力するというようなことではなくて、タ

ブレット端末を使って視覚的な方法でゲームなど

のソフトウエアをつくる教育をＤeＮＡや東洋大

学と共同で行って論理的思考力や構成などを考え

る想像力、空間や距離感を認識する力を伸ばす観

点から、このプログラミング教育の有効化を調査

をしているという段階でございます。 

また東京都三鷹市では、小中高の児童生徒さん

を対象に、プログラミング講座を継続して実施し

ておりまして、小学生向けの講座は特に人気を集

めておると言われております。 

 教育向けのプログラミング環境、スクラッチと

いうイベントがあるのですけれども、こちらには

児童と保護者併せて約600人が参加をして、この

分野への関心が三鷹市でも高まっているというふ

うに言われております。 

 また代表質問、そして初日、総合計画の方向感

の中でもお話をさせていただきました日本最高戦

略2016でも、第４次産業革命を見据えた人材の育

成という項目が盛り込まれておりまして、プログ

ラミング教育の必要性がうたわれております。 

 こういった方向感を、網走市が行う情報教育推

進事業と、どのようにマッチングをさせていくの

かというお考えをお伺いしたいと思います。 

○大西篤学校教育部次長 学校の情報教育推進に

かかわりましては、学校に配置しているパソコン

やタブレット端末などの配置にかける予算という

ようなところもあるかと思うのですけれども、こ

のプログラムミング教育に関しましては、小学校

では2020年から全面実施になる次期学習指導要領

の中で、プログラミングが必修化されるというこ

とが示されておりまして、中学においては既に

2012年から技術家庭科のプログラミングによる計

測制御という内容が必修になっているところでご

ざいます。 

プログラミング教育というものがコンピュータ

プログラムを作成するための知識を習得させるよ

うな、こういうイメージがあるかと思いますけれ

ども、小学校におけるプログラミング教育が目指

すところは、子供たちに小学校におけるプログラ

ムミング教育が、コンピューターに意図した処理

を行うように指示することができるということを

体験させながら、プログラムミング的施行を育む

ということになっております。 

 コンピュータプログラムを作成することが、学

習内容であるというような誤解のもとに実施され

ることがないように、学習指導要領が示す指針に

基づいて適切にプログラミングの学習を実施され

るように、各学校に対して情報提供と指導助言を

行っていかなければならないと考えているところ

でございます。 

○近藤憲治委員 人材育成も含めて、もろもろ課

題もあると言われておりますけれども、非常に重

要な分野になってくるかと思いますので、ぜひと

も積極的にいただきたいと思います。 

 以上で終わります。 

○井戸達也委員長 栗田委員。 

○栗田政男委員 かなりの部分で重複しておりま

すので、その分はカットさせていただきたいと思

います。場合によっては答弁を求めないことも出

てくると思います。 

 まずは、郊外地区の道路整備事業ということで

2,000万円の計上をしていただいております。こ

れは、郊外を歩くとかなりそういう要望、舗装に

してほしい、いろいろな整備をしてほしいとい

う、たくさんあるのですが、残念ながら財源の関

係で、道路工事費としては2,000万円という少額

なものが毎年出ているように感じております。そ

れはもうしょうがないことだと思います。優先順

位を持ちながら、しっかりと要請のあるところ、

区会を通しての陳情等もたくさんきていると思い

ます。できる範囲で最大限、そして、もし有効に

使える財源が、そこに当てはめる財源等が出たと

きには、国の補正とかを通してしっかりと対応し

ていただければなという要望をします。これは毎

年お願いしていることなので、お願いをしたいと

思います。答弁はいりません。 

 客船のクルーズ船の話も、各委員から、やはり

この事業というのは非常に皆さんが注視をしなが

ら、楽しみというか網走のある面で一つの形に

なってきた、いい事業ではないかと思っていま

す。 

 当初、小さい船が何隻かは毎年昔から来ていた

のですけれども、サンクルーズが12回来るなんて

いうのは本当に可能なのかということが現実に起

こって、あの大きな船を見たときに、私たちもや

はり見たことがなかったものですから、非常に
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びっくりをした、そういう事業であります。 

その事業を行うに当たっては、私わかりませ

ん。多分市長がいろいろなネットワークをつなぎ

ながら、いろいろな人たちの御尽力があって、こ

の形ができてきた。やはり網走港に入ってくれた

ということは非常な財産になると思います。紋別

港もあれば、稚内もある。やはり知床を核として

考えたときに、この網走港に寄ってくれる。網走

は対応してくるのだということがあるからこそ、

船会社側はそこに入るということを決めてくるの

だろうと思います。 

 知床には１時間半ぐらいの時間がかかりますけ

れども、１日のエリアの中でしっかりとした周遊

ができるということで、これも大切な、これはも

う行政区も何も関係ないと思います。 

 知床という一つの世界遺産のものが近くにある

ということによって、網走港に寄ってもらえる

と。 

 一つこれだけは注意してほしいのですが、大き

い船だからって、最初ダイヤモンドプリンセスは

沖にとめて運ぶという話がありました。 

 海外のほうでは、そういうのが当たり前のごと

く小さな町もどんどん降りていくというのが常態

化しています。そうすると網走に寄ってくれなく

なってしまうのですね。羅臼の沖で、羅臼の沖は

ちょっと浅いので、いろいろな航路の関係でずっ

と北方領土の裏を回ってくるので、斜里のほうと

いうか、知床の近くで泊まられてウトロ港に入ら

れても困るので、その辺の見解というのはどのよ

うに考えていますか。 

○山本規与思港湾課長 毎年、誘致先に日本船

社、日本クルーズ客船、三井商船、これらの３社

を中心にポートセールスを展開したり、海外ク

ルーズ船社としましては、先ほど言いましたダイ

ヤモンドプリンセスやサンプリンセスなどを運行

しているカーニバルジャパン社及びコスタクルー

ズなどにポートセールスをかけて、委員さんも

おっしゃっておりましたとおり、市長の用務の都

合を見ながらトップセールスを年に数回、実施し

ておりまして、それでまた昨年は北海道知事と道

内複数港での合同の船社訪問なども行いまして、

ポートセールスを実施しております。 

 その中で背後圏と連携しまして、観光地や市内

の観光施設、体験施設などのＰＲなどを実施しな

がら、寄港に向けたお願いをしてきているところ

でございます。 

○栗田政男委員 いろいろな事情がありながら向

こうも寄港する場所を決めると思います。 

 その中で、やはり人間との関係ですから、この

田舎まち網走という言い方がちょっと定式かどう

かは別にしても、多分、ほかの大きなまち、都市

を回ってくると思います。 

 境港、昨年、行政視察に行ったときは、何日か

前に超大型客船が入って、バスが50台とか60台と

か入っていましたけれども、いろいろなことが行

われております。 

 特に沖縄は那覇港に専用クルーズ船ターミナル

をつくりましたし、そこにはほとんど毎日のよう

に海外のお客さんが来ていらっしゃっているとい

う事情もあります。 

 ただ大きさ云々ということで先ほどもあって、

なるべく大きいほうがたくさん来てくれるという

イメージなのですが、実はダイアモンドプリンセ

スの２倍ぐらいの船が世界最大らしいのです。22

万トンクラスが。22万トンですと、乗れるお客様

は6,300人。乗っているスタッフの方は2,500人近

くおられるということなのですが、余りにも大き

過ぎて、船から降りない方もかなりいるというこ

となのです。 

 余りにも豪華で全てカジノから全てが整って、

だから降りる必要性もなくなるというような状況

も、海外のほうでは生まれているということもあ

ります。 

 ですから逆に言うと、２万トンクラス、３万ト

ンクラスの、日本でいうとにっぽん丸とかパシ

フィックヴィーナスクラスが１番適切なのかな

と。逆に言うとたくさん来たからたくさんお金を

落としてくれるという意味ではなくて、中身の問

題だと思うのです。 

 だから決して小さな船だから、がっかりするこ

となく、いろいろなセールスの仕方ってあると思

うので、いろいろな各方面にアンテナを張りめぐ

らせらしながら、ここで大事なことは、先ほど答

弁の中にありましたけども、お金がかかるので

す。やはり向こうに行くのに。そこはしっかりと

予算立てをとって、やはりそういう行くという行

為がないと何ぼメールを入れたり、手紙書いても

やはり人は動いてくれないので、そういうセール

スというのをこつこつこつこつやってくというこ

とが、こういう事業というのは非常に大切だと思
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いますので、なかなか大変な、そういう予算を取

るというのも大変だと思いますけれども、しっか

りとそこは予算立てをして、その成果をしっかり

出してもらえば、それでいいのではないかという

ことを申し上げます。 

 これについては終わります。 

市営住宅建設事業であります。 

 これもう２期工事に入るということで大変期待

をしています。地元の建設業者さんたちも待ち望

んでいたことだと思っています。この手の公共事

業、非常にまちに対する経済波及効果がありま

す。 

 そこで、この１点だけお聞きしときたかったこ

とがございまして、建設費が７億円程度かかると

いうことなのですけれども、そこに戸数、ちょっ

と私、頭の中に入っていないものですから。そう

すると、市民が入る１戸当たりの単価というのが

出てくると思うのです。住宅で言うと坪単価と言

いますが、それはどの程度になるのでしょうか。

１戸当たりの全体の単価です。 

○小原功建築課長 今、委員おっしゃられた建設

費は、２カ年事業で行いますので、単純に倍には

なりませんけれども、約、総整備費、事業費、15

億円を予定しております。これから次、整備戸数

50戸、割り返せば戸当たり、およそ3,000万円と

いうことになろうかと思います。これは駐車場整

備工事から全て含んだ事業費でございます。 

○栗田政男委員 ごめんなさい。単年度の話で、

全体で２棟目は15億円かかるということで。ぱっ

と聞くと、すごい高いなという感覚、市民は多分

持ち家なく待っているかとは思うかもしれません

けれども、先ほど、コンクリート住宅ですから、

結局、補助ですから70年80年。もしかすると100

年程度は、維持すれば、これからつくるものです

から耐震も全部オッケーが出ているものですか

ら、最大限の延命というのはどれぐらいを想定で

きるのですか。 

○小原功建築課長 一般的にですけれども、コン

クリートでつくられた建物というのは、標準で大

体60年ということになってございます。 

 その後は維持、管理の状況によりまして、長ら

えることになるのだというふうには考えておりま

すけれども、そのような、また市営住宅の耐用年

数は70年ということになっておりますので、その

ような期間は使えるのかということで考えており

ます。 

○栗田政男委員 70年はだまって、そのとき私は

生きていませんから、あれですけれども、それだ

けでいい環境で入れるということなので。 

既存の市営住宅もう限界に来ていると、皆さん

原課の方はよく見ているからわかると思います。

決して快適な住環境ではないというところに市民

の皆さんは入られているということですから、早

期に次々と建てかえの準備を進めていただければ

なと思います。本当にこれは待っている市民の皆

さんが切望している大事な事業ですから、しっか

りと取り組んでいただきたいと思います。終わり

ます。 

 それでは小学校、教育関係のほうに入ります。 

 まず、モヨロ貝塚館振興事業であります。先ほ

どから、博物館も含めての話は出ていましたが、

今年度、周りが整備される予定になっています。 

 一定の周辺地域の整備が終わるということで、

なおのこと、モヨロ貝塚館が位置づけといいます

か、きれいな状態でしっかりとした新しいリ

ニューアルしたモヨロ貝塚の重要性というのが増

すのではないかと思いますし、観光のスポットと

しても非常に重要な位置になるのかなと思いま

す。 

 そういう意味では、私は感じて中にも何度も入

らせていただいているのですが、やはりこのモヨ

ロ文化を通して市民が学んでいく。市民の方には

まだまだモヨロ文化について認識、私も含めてな

のですが、ややもすると、もともと先住でいたア

イヌの人たちとの文化とラップしてみたり、そう

いうことが起きてしまうのです。 

 だから、我々がやはり地元の人間として、教育

の場としてしっかりと。これは学校だけではなく

て社会の人たちも、そういうものを我々が身につ

けるということが非常に大事なので、そういう方

向性というか、そういう中を見させてもらって見

て学ぶことあるのですけれども、できるならばい

ろいろな講習があったり、そのあとにちょっと十

分程度の説明を聞いたりとか、いろいろなことが

必要かと思うのですけれども、その辺のお考え方

を進めるというような考えはないのでしょうか。 

○米村衛社会教育部参事監 モヨロ貝塚の教育普

及活動といいますか、そういうことについてだと

思いますが、現在モヨロ貝塚では、展示をもちろ

んでございますけども、あそこで体験学習のよう
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なものをやっております。骨でつくる、骨角器と

いいますけれども、そういう体験事業。それか

ら、先月も行いましたけれども、土器づくりの会

など行っております。また、年に１回でございま

すけれども、オホーツク文化の、本当の専門家を

お招きいたしまして、オホーツク文化の市民講座

というものを開催したりしてございます。 

そういうことを含めまして、ただ見ていただく

だけではなくて、モヨロ文化について、より皆さ

んに知っていただくという、そういう会も考えて

ございます。 

○栗田政男委員 行っているという認識が不足し

ていまして申しわけございません。 

 先ほど松浦委員のほうからありましたが、博物

館との二つの施設が同じ位置づけだということな

のですが、大変すばらしい網走の根幹をしっかり

と学べる大切な設備ですから、未来永劫しっかり

残さなくてはいけないというふうに私は思ってい

ます。 

そういう中で、たくさんの人に見てもらうとい

うことであれば、やはり博物館もモヨロ貝塚もそ

んなに遠い距離ではないですから、しっかりとＰ

Ｒをしながら、観光で例えば道の駅に訪れた方、

かなりあそこに寄られておりますので、どしどし

ＰＲしていただければと思います。本当に大切な

部分ですし、ほかにはないものです。これは後か

らつくることができません。そういう施設なの

で、これはもう本当に大切に、我々が育て、守り

育てていくという認識を持ちたいと思います。 

それではスポーツ合宿の誘致事業についてお伺

いをいたします。 

 私たちの当市において、非常に根づいた、視察

もかなりいらっしゃっています。各地方、まねし

ようと思ってもなかなか厳しいのではないかな

と、私は自負しているのですが、ハードがやはり

必要なので、なかなかそうはいきませんが、やは

りこれも先ほどのクルーズ船と同じなのですが、

こつこつとしたその誘致をお願いする活動、営業

活動が必要不可欠だと思います。それはもう重々

やってらっしゃると思いますけれども、そういう

部分をちょっとでもおろそかにしてしまうと、こ

ういう事業がなくなってしまう可能性もあります

し、来年必ず来てくれるという保障は全然ないわ

けですから、その辺は十分に注視しながら、先ほ

ども同じように財源の確保をしっかりして、そう

いう活動が十二分に潤沢にできるように、お願い

をしたいと思います。 

その中で、報道等により、東芝の上場廃止だと

か、そういう問題も出てきております。ラグビー

ではいろいろと影響が出てくると思いますが、大

きなくくりでいま何も出ていないと思うのですけ

れども、ちょっと心配される部分があるので、わ

かる範囲で、雑駁なあれで結構ですから、もしか

すると今のままいってしまうと、どうのこうのと

いうこともあるのではないかと思うのですけれど

も。 

○岩本博隆社会教育部次長 ラグビー合宿、それ

から陸上合宿、それからパラリンピックの合宿に

つきましては、大体この時期にいただく合宿の予

定というのがありまして、ラグビーにつきまして

も、昨年同様のものをいただいておりますし、陸

上に関しましても、この時期予約というのは来る

チームももういただいておりますので、例年どお

りというふうに考えております。 

○栗田政男委員 その答弁をいただいておりま

す。 

それでは、これでもう１点。ちょっとこれは私

の個人的な感覚なのですけれども、そういう誘致

活動、いろいろなプロモーションも含めて、いろ

いろな活動をする中で、地元のやはり直接の受益

者と申しますか、広く経済効果はあるのですが、

言うなれば宿泊をされている企業の方々に、もし

可能であれば、お声かけをしながら一緒に行って

もらっていろいろな要望等、要請等もできれば僕

はいいのではないかなと思うのです。もちろん、

それは自費で行っていただかなくてはならないの

ですけれども、そういう活動というのは可能なこ

となのでしょうか。 

○岩本博隆社会教育部次長 以前、ラグビーで大

学のチームに対しまして、当市の教育長、私、そ

れから、旅館業組合の方ということで試合会場に

まいりまして、そこは２試合ほどあって、４チー

ムにお声をかけれるということで行ってまいりま

した。時間をとっていただいて、それぞれ網走で

実績のある旅館さんもありますので、自分のとこ

ろではこういうところで泊まっていると。こうい

うサービスができるということで誘致をしたこと

もあります。 

 ただ、今、トップリーグの、ラグビーの時期に

つきましては７面全て埋まっている状態と。さら
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に、大学につきましても、多少ずれてはきている

のですけれども、大学の場合、部員が130名とか

という場合もありますので、場合によっては２面

使うということで、空いているスペースが足りな

いと。 

 そこも、ここだったら合宿来てくださいという

のもちょっと失礼な話ですので、なかなかこう

今、誘致に行ける状態ではないというふうになっ

ておりますので、以前はそういうことやっており

ましたが、今そういう計画は立てていないという

のが現状であります。 

○栗田政男委員 事情が事情だから、今行ってな

いということで理解をいたしました。 

 僕が言いたいのは、直接行く行かないというよ

りも、その受け入れ側のホスピタリティがすごく

大事だと思います。毎年来ているから、そこに、

ややもする人間というのは慣れっこになってし

まってあぐらをかいてしまうと、サービスとかい

ろいろな面でやはり、常にこう進化させていかな

いと、やはりこういう事業というのは長続きでき

ないのかなという意味合いを含めて、そういう可

能性の検討をして、もちろん十分にいろいろな面

でやってらっしゃるとは思いますけれども、引き

続きお願いをしたいと思います。 

最後の質問に入ります。 

 学校図書の整備事業であります。これはもう各

委員からいろいろございました。司書のほうはふ

るさと寄附の財源を活用して１名増員するという

ことですから、ますます学校図書館というか、学

校の図書に対する位置づけは大きくなると思いま

す。いろいろ整備もされるということですけれど

も、まずは原点ですから、原課として読書、特に

小中学校生の読書に対する見解というのをお持ち

でしょうから、お願いをしたいと思います。 

○林幸一管理課長 読書につきましては思考力、

判断力、表現力を培う上で有効であり、より一層

の充実を図っていくことが必要であると認識して

いるところでございます。こうしたことから一定

の予算を確保しながら、図書の充実、図書司書の

配置など、読書環境の整備を進めるとともに、学

校における朝読書、家庭での家読、読書感想文コ

ンクールや市立図書館との連携を図るなどの取り

組みを行っているところでございます。 

○栗田政男委員 全く認識は同じだと思います。

今の時代だからこそ、やはり本で心を浄化すると

言ったらどうなのでしょう、ピュアな心をつくっ

ていくといったらいいのか。本というのは、やは

りそういう力を持っていると思います。 

 今、世の中というのはいろいろな情報が反乱し

ています。その中でどれを選択していいのか。 

 ほとんどの情報が私から見るとネガティブな情

報です。マイナスの力を持った情報がたくさんあ

ります。ニュースもしかりです。悲惨な状況、い

ろいろな悪い状況、そういうものが多くあるとい

うのが今の現実だと思います。 

その中で本というのは、やはりその中できらっ

と光る、本当の本物。変わらない本物を見せる、

大切な媒体ではないかなというふうに考えていま

す。 

 ぜひとも推進をしていただきたいと思います

が、先ほど来、いろいろ議論で更新だとかいろい

ろなことも出ていました。限られた財源の中で更

新しながら、各学校に配置をするということなの

でしょうが、こういう部分で、例えば、市民がそ

ういう財源で使ってほしいという寄附をしたいと

いうことであれば、もっともっと図書を充実させ

ることは可能なのでしょうか。 

○林幸一管理課長 過去にも図書の整備というこ

とで特定の寄附を受けた経過がございます。 

 目的を持っての寄附につきましては、特定目的

の寄附として受けることは可能でございます。 

○栗田政男委員 ここがすごく最近、思うところ

がありまして、それはなぜかと申しますと、実は

教育長だけは知っているのですけれども、学校に

寄附をしたいという申し出が私のところにきまし

た。なぜですかと申し上げますと、その方は網走

在住で今、僕の先輩になりますので、かなり年配

なのですけれども、小中学校のときに給食を食べ

たらしいのです。家が貧乏で食事も余りとれな

かったということで、その当時から多分、学校給

食が始まった時期だと思います。そういうとき

に、それが忘れられないのだよと。ぜひとも母校

に寄附をしたいと。なぜそういう気持ちになった

のですかということをお聞きしましたら、今、一

つの人生のけじめを見て、何か恩返しができない

かと。その人いわく、当時うちは本当に貧乏だっ

たから、給食費も多分、親父もお袋も払っていな

かった。それでもちゃんと食べさせてくれたと。 

 そういうお話を聞いて、その学校のほう教育長

とおして、そういう形で受けてもらえるかという
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お話をしました。そのお金は結構まとまった金額

なので、通常であれば、市長を通して、報道関係

が来て、正式に渡すというのが本来なのですが、

名前も一切出さないでくれと。自分の中のけじめ

をしたいのだというお話をいただいて、お願いを

して、結果、自由な使い方をお願いしたので、学

校でそれは決めていただくことになろうかと思い

ます。 

 そこで私が感じたのは、この整備事業、図書と

いうのはすごいいいよな。その人も言っていまし

た。俺は勉強も何もしなかったし、高校にも行け

なかったよと。だけど勉強したのだと。本を読ん

だと。本がやはり俺の命なのだよという言い方を

していたので、この図書なんかに、学校に寄附す

るシステムが、システムというか、そういう気持

ちが皆さんに根付くと結構充実しますし、子供た

ちにもいい形なのかなと思うのですが。 

例えば私たちができることと言えば、母校の同

窓会、クラス会があります。その中で500円でも

１人いいから、それを気軽に学校に持って行っ

て、校長先生、本か何か買うのに使ってください

よということがもし根付けば、それはもう法的に

何も問題ないと思うのです。我々はちょっといろ

いろ規制があるので、それは現役の間はできない

と思いますけれども、そういう何というのでしょ

う、寄附に対するイメージが市民の中に広がって

いただければ、こういう形というのは、課長、可

能ですよね。 

 図書の財源というか、今すぐ買わなくても基金

的なもので積んでいただいて、必要なものを買う

というのが、寄附によってそれが限定されるとい

うか、母校ですからその学校に直接ということは

可能なのでしょうか。 

○林幸一管理課長 その辺につきましてはちょっ

と今後、研究させていただきたいと思います。 

○栗田政男委員 ちょっと感情が入り過ぎて済み

ません。 

 教育長、これ現実的にはそういう形で少額で

あっても、そういう基金的なもので各学校母校に

そういうふうに積みたいということは、システム

的には、普通は市のほうの会計に入ってという形

になろうかと思うのですが、独自にそういうこと

ができるというやり方というのはあるのですよ

ね。 

○林幸一管理課長 図書を実際に品ぞろえされ

て、それを学校に寄附されるということが、それ

は可能だと思います。 

○栗田政男委員 現物だったら可能だということ

ですけれども、現金の渡し方も別に図書に限定し

てではなく、学校のために何か使ってほしいとい

う気持ちの上の寄附ですから、それがこういう所

で活用されれば、より充実した環境ができあがる

のかなということも含めて、何か日本的な美学か

らいうと、いい格好をして寄附をするみたいなと

ころがあるのですが、少額でもしっかりこつこつ

と寄附をするということは僕はすごいこれから日

本に必要な気がします。 

 感謝の気持ち、母校に対するいろいろな気持

ち、それぞれ持ってらっしゃると思います。それ

を大切にしながら、いろいろな、やはり地域を守

るという意味にもつながってきますし、私は何か

今回の一つの事案を通して、その内容に感じた次

第です。 

ちょっと長くなりましたけども、以上で質問を

終わります。 

○井戸達也委員 以上で本日の日程であります一

般会計の歳出のうち、土木費、教育費及び特定財

源に関する歳入の細部質疑を終了しました。 

 本日はこれで、解散散会とします。 

 再開はあす午前10時としますから、参集願いま

す。 

 御苦労さまでした。 

午後５時44分 散会 

───────────────────────── 

 

 


